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序

松本城下町の親町三町の一つである東町は松本城の東 にあた り、善光寺街道沿い

の宿場町・商人町 として発展 して きた町です。 このたび当地 に東部地区コ ミュニテ

ィ防災広場整備事業が計画されたため、埋蔵文化財 を記録保存する目的で松本市が

緊急発掘調査 を実施することとな りました。松本市は松本城下町跡の発掘調査を数

多 く行ってお りますが、東町については今回が3箇 所 目の調査 となります。

発掘調査 は平成16年5月 から11月 にかけて行われました。長期間に渡 る調査 とな

りましたが、関係者の皆様の ご尽力により無事終了することができました。発掘調

査の結果、近世町人の生活跡を発見することができました。 これ らは今後、地域の

歴史を解明するうえで、大変役に立っ資料 になることと思います。

緊急発掘調査 は近年開発事業が増加する中で、遺跡 を記録保存する目的で行 う調

査です。開発により私 たちの生活が豊かになる一・方、 それにともない歴史遺産が失

われて しまうのは残念 なことですが、発掘調査 により当時の生活 が明 らか とな り、

私たちの郷土松本が歩んで きた歴史が一っずつでも解 き明かされることは大変貴重

なことだと考 えています。そのため松本市 としましては市街地の開発 にあたって現

市街のもととなった城下町の発掘調査にはカを入れてお ります。

最後 にな りましたが、発掘調査 に多大 なご理解 とご協力をいただいた地元 関係者

の皆様 に厚 くお礼申し上げます。

平成18年3月

松本市教育委員会 教育長 竹 淵 公 章



例 言

1本 書は、平成16年5月17日 ～11月16日 に実施された、松本市城東2丁 目3番に所在する、松本城下町跡東

町第3次調査の発掘調査報告書である。

2本 調査 は、東部地区コミュニティ防災広場整備事業に伴 う緊急発掘調査であり、松本市教育委員会が発

掘調査を実施 し、本書の作成を行ったものである。

3本 書の執筆 は、1章:櫻 井 了4章2:節:竹 内靖長 その他 を小 山貴広 が行 った。

4本 書作成 にあたって の作業分担 は、以下 の とお りである。

遺物洗浄 ・注記:百 瀬二三子 石製品実測、 トレース:望 月映

土器 ・陶磁器接合:中 澤温子 金属製品実測、 トレース:洞 沢文江

土器 ・陶磁器実測、 トレース:上 條信彦、 白鳥文 彦、 遺構図調整、 トレース:村 山牧枝

竹 内直美、竹平悦 子、八板千佳 遺物写真:宮 嶋洋一

木製品実測、 トレース:久 根下三枝子、蓑島菜奈 総括 ・編集:小 山貴広

5本 書で略称 を用 いる場合 は以下の とお りに表記 している。

土坑→土1、 ピッ ト→P1、 溝状遺構i→溝状1、 間知石列→ 間知1

6本 書で は土層 を略記号で表:した。各土層 との対応 は下記の通 りである。

7本 調査で得 られた出土遺物及 び調査 の記録類 は、松本市教育委員会 が保管 し、松本市立考古博物館

(〒390-0823長 野県松本市大字中山3738-1艶10263-86-4710FaxO263-86-9189)に 収蔵 されてい る。

土層記号一覧 表記法 土色(混 入物 ・含 有量)含 有量 多量:a中 量:b少 量:c微 量:d

土色

赤褐色土:1茶 褐色土:2黄 褐色土:3褐 色土:4暗 褐色土:5灰 褐色土:6暗 灰褐色土:7灰 色土:

8暗 灰 色土:9黒 褐色土:10黒 色土:11黄 白色粘土:12黄 色粘 土:13黄 灰褐 色粘質土:14黄

褐色粘質土:15暗 褐色粘質土:16暗 灰褐色粘質土:17黒 褐色粘質土:18褐 色砂 質土:19褐 色砂礫土:

20暗 褐色砂質 土:21暗 灰褐 色砂質土:22暗 灰色砂質 土:23黄 灰褐 色砂 質土:24青 灰色砂質 土:

25赤 褐色砂:26黄 色砂:27褐 色砂:28灰 色砂:29暗 灰色粘質土:30黄 灰褐色土:31灰 褐色

粘土:32灰 色粘質土:33灰 褐色砂:質土:34灰 褐色粘質土:35灰 色粘土:36炭 化物層:37焼 土:

38灰:39腐 食土:40黄 褐 色粘土:41暗 灰褐 色粘土:42暗 灰色粘土:43灰 色砂質土:44暗 褐

色砂:46黒 褐色粘土:47黄 灰色粘土:48灰 褐色砂:49

混入物

黄色:A黄 白色:B黄 灰褐 色:C黄 褐色:D赤 褐色:E褐 色:F暗 褐 色:G灰 色:H黒 色:1

暗黄褐 色:J茶 褐色:K白 色:L黄 灰 色:M暗 灰色:N暗 灰褐 色:0灰 褐 色:P礫:Q小 礫:

R炭:S焼 土:T灰:U白 色石粒:V鉄 分:W木 片:X青 灰色:Y青 灰褐色:Z黒 褐色:

1'1L-1

土質

土塊:1土 粒:II粘 土塊:III粘 土粒:IV粘 質土塊:V粘 質土粒:VI砂:W砂 塊:V皿 砂粒:

IX砂 質土塊:X砂 質土粒:XI粘 土:XII
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第1図 調査位置図



1は じめ に

1調 査に至 る経緯

今回、長野県松本市城東2丁 目において、松本市による東部地区コミュニティ防災広場事業が計画された。

事業地は周知の埋蔵文化財包蔵地である松本城下町跡(東 町)に該当してお り、防火水槽の設置や親水広場等

により、予定地内の埋蔵文化財が破壊される恐れが生じた。松本市教育委員会 と事業担当課で遺跡の保護 に

っいて協議 し、事前に発掘調査 を実施 して記録による遺跡の保存を図ることとした。

文化財保護法第57条 の3(現93条)に 基づ く土木工事等のための埋蔵文化財発掘の通知書は・平成16年5

月14日 付長野県教育委員会宛てに提出された。通知に対 しては、長野県教育委員会 より発掘調査 の指示が

平成16年5月28日 付で通知されている。

現地での発掘調査は平成16年5月17日 ～平成16年11月16日 にかけて行 った。なお、試掘調査の実施 にっい

ては調査地の現況等か ら省略 した。調査終了後、平成16年11月17日 付で長野県教育委員会に発掘調査終了

報告書を提出した。 また同日埋蔵物発見届 を松本警察署 に提出し、平成16年12月3日 付で長野県教育委員会

教育長から埋蔵物の文化財認定を受けた。

出土遺物及び現場測量図 ・写真等の整理作業 と本報告書の作成作業は、現場作業に引き続き松本市立考古

博物館において行った。

2調 査体制

調 査 団 長:竹 淵公章(松 本市教育長)

調査担 当者:菊 池保夫(主 任 ～H17年3月31日)、 小山貴広(同 嘱託)

調 査 員:今 村克、森義直、竹原久子

協 力 者:浅 輪敬 二、石川光 男、入 山正男、海老原 千津 子、小林 芳郎、清水 陽子、 中村恵 子・ 本木修二・

渡辺順子

事 務 局:松 本 市教育 委員会 教 育部文 化財保 護課(～H17年3月31日)、 文化 財課(H17年4月1日 ～)、

池田英俊(課 長 ～H17年3月31日)、 宮 島吉秀(課 長H17年4月1日 ～)、熊谷康治(課 長補佐)、

川 上百合子(埋 蔵文 化財担 当係長 ～H17年3月31日)、 直井雅 尚(主 査)、 小 山高志(主 事)、

;櫻井 了(主 事)、 渡邊陽 子(嘱 託)、 花村か ほ り(嘱託H17年4月1日 ～)
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元禄10年(1697)の 東町と調査地

享保9年(1724)の 東町 と調査地

※史料は 「近世松本城下町における変遷過程」1986中 藤 淳 より転載
第2図 絵図にみる調査地周辺



『享保十三年(1728)秋 改松 本城下絵図』

による城郭 と城下町の復元図

(平成16年の都市計画図に重ねてある)



防災広場事業計画地

第4図 事業計画地と調査位置
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第5図 第]1・V検 出面遺構配置図
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第6図 第皿検出面遺構配置図
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2調 査地の環境

1地 理的環境

今回の調査地点は松本城天守閣の東約600m、 北約100mに 位置 してお り、調査地東約350mに は女鳥羽川

が流れている。松本市街地周辺では、洪積世後期後半 ごろから局部的 ・構造的な松本盆地の誕生 が始 まる。

このころ西側の城山が傾動 しながら隆起 をはじめ、それまで大口沢方面に流れていた古女鳥羽川は次第に南

西から東へ押 しやられ、洪積世末 ごろ第三紀層の上に古女鳥羽川の礫層 を載せて山地化 し、隆起の進行 と共

に右岸 に三段の段丘面を形成 しながら市街地東部を流れるにいたった。この結果、女鳥羽川 は、筑摩山地の

三才山峠(1500m)か ら流れ出し、幾っもの沢と合 しながら西に向かって流れ、稲倉から120。向きを変えて市

街地 に向かって南流 し、流路の首振 りを繰、り返 して扇状地を形成 した。調査地はこの女鳥羽川水系の扇状地

に属することとなる。周囲の地盤 は比較的軟弱なものであり、ある程度の地盤沈下が起 きている。これまで

の発掘調査では伊勢町付近で年約1.6～1.7mmの 速 さで沈下していることが判明しているが、調査地点では

それより速い年約2.0～2.7mmの 速さでの地盤沈下 している。

調査区の基本的な土層構成は、第6図の基本土層図のとお りである。第1層 は、近代～現代の造成土である。

第1検 出面 は①第2層 の焼土層上面である。恐 らく大規模な火災があった後、整地されたものであろう。第

II検出面は暗褐色土、及び褐色砂 の上面である。暗褐色土層中には焼土粒 ・炭化物が多量に含 まれていた。

また、褐色砂中には女鳥羽川水系の礫が多量に含 まれていること等から、この層は洪水等の流れ込みがあっ

た後、人為的に整地されたと考え られる。第III検出面は暗灰褐色土層の上面である。③第4層等は褐色で鉄

分 を多 く含む非常に粘性の強い粘質土層であり、主 に調査区北東部に集中していた。暗灰褐色土層中には第

II検出面 と同じく褐色砂や礫の層が混入 していた。 ここでも洪水があった後整地 していることが伺える。ま

た、鉄分を含む粘質土も混入 してお り、土層中にFe(OH)2(水 酸化第一鉄)を多量に含んでいた。第IV検

出面 としたのは暗灰褐色～黒褐色土上面であるがこの層は炭化物や焼土、木片等を大量に含み、遺構 も確認

できなかった。第V検 出面は②第6層 などにみられる黒色～黒褐色土である。一部灰色土塊が混入 してお り、

アシ ・ヨシ等の植物遺存体が多量に含 まれていた。

黒色土以下は地山 となる。黒色土の下には灰色土、黒色粘質土、灰色砂 と続いている。灰色砂 は女鳥羽川

の源流が近 くを流れていた頃に堆積 したと考えられる。その後女鳥羽川の源流が離れると黒色の粘質土が堆

積 していったと考えられるが、これは松本城下町を形成するにあたって、人為的に女鳥羽川の流れを変 えた

ことが要因であると思われる。

東町 皿次調査基本地層図
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2歴 史的環境

国宝 の一つ に数 え られ、現在 まで その姿 を留 める松本城。 その周 囲に広 が る松本城下町 は小笠原 長時 が三

男、 小笠原 貞慶 よ り以後徐 々 に整備 され、進展 してい った とされて い る。 天正10年(1582年)3月 、松本 城

の前身 となる深 志城 の城主 であった武 田氏 が滅亡 し、6月 に織 田信長 が本 能寺 に倒れ る とそれ を好機 と小笠

原貞慶 は深志;城を攻 め、 旧地 を回復 した。天正10年(1582年)貞 慶 は深志城 を松本城 と改 め、天正13年(1585

年)よ り大普請 を始 めた。貞慶 は この際市辻 ・泥 町(後 の地蔵清水 か ら大柳 町付近)に あった町屋 を本 町 に移

転 し、親 町 ・枝町 の地割 を した。やがて貞慶 にかわ って石川 数正 ・康長親子 の代 になる と、城下 町の整備 は

大幅 に進 む こ ととなった。数正 は天正19年(1591年)に 松本城へ入封す る と城普請 に取 りi掛かった・ しか し、

志半 ばにして数正 が亡 くなる と康長が父 数正 の遺志 を継 ぎ、城普請 を行 った。康長 は本丸 に大天守 ・乾小 天

守 を築造 する と同時に城下町 の整備 を続 け、枝 町を繋 げて形 を整え、三 の丸や片端町 な どに武家屋敷 を集 中

させ たb小 笠原 貞慶 の頃は家 もまば らで村 の よ うで あった城下 町 もこの21年 に及 ぶ大普請 によ って 町並 み

は整 え られ、 その後 の城下 町形 成 の基礎 となった。康 長 に よる普請 の後 は慶長18年(1613年)に 入 封 した小

笠原秀政、元和3年(1617年)に 入封 した戸 田康長、松平直政、堀 田正盛、水野氏等 によって少 しづ っ整 え ら

れてい き、17世 紀半 ば頃 には一応 の完成 に至 った と言われている。

松本城下町 は善光寺街道 に沿 ってい る本町 ・中町 ・東 町 を親 町 とし、親町か ら枝分 かれする枝 町10町 の計

13町 を中心 としてい る。東 町は 「松本市 中記」に よれば長 さ10丁59間 、 町幅3問7寸 、家数163軒 で あった とさ

れてお り、和泉 町 ・安原 町 ・上横 田町 ・下横 田町 ・山家小路 の5町 の枝 町が伸 びる町で ある。女 鳥羽川 にか

かる東町大橋 か ら北 に伸 びる東 町は、小笠原 貞慶 が松本城下町の町割 りを行 った当初か ら置かれ てお り、北

に向かって下 ノ丁、中 ノ丁、上 ノ丁 と分 け られてい る。

旅籠の町東町 、

松本城下 町の親 町三町 は総 じて善光寺街道 に面 してお り、主 に宿場 町の機 能 を有 していた とされ てい る。

東 町 には『松 本大略往来』に「東町ハ諸国之旅人木銭宿、旅籠屋、商人、 定飛脚 之泊屋二て、 家毎 二軒端 二家

名 ヲ記 シ門二立」とあるよ うに、領 内の遠方 にある村 々か ら出張す る際 に使 う郷宿や旅行者 が宿 泊す る旅籠

な どが置 かれてい たよ うであ る。元禄10年(1697年)頃 には この様 な旅籠 は下 ノ丁 を中心 に13軒 あ った とさ

れてい る。一方中 ノ丁 ・上 ノ丁 には主 に商人や職人 が住 んでお り、桶 屋7軒 、油屋5軒 、大 工4人 、酒屋4軒 、

酒 頭師3人 、豆腐屋3軒 、綿打屋3軒 、紺屋3軒 に加 えて飴屋、差物屋、塗 師屋、塗 師、鍛冶屋、鉄砲台屋、糀屋、

鞍打屋 などの職種 の人 々が暮 らしていた。

今 回の調査 地 は東町 の北端近 くにあたる。 この場所 は元禄10(1697)年 頃 の史料 によれ ば糀屋 が営 まれ て

いた どされ る場所 である。間口5間 の糀屋 であ り、徳 左衛 門 とい う名前がみえ る。北隣…には塗師屋 ・半右衛 門、

南隣…には飴屋 ・喜右衛 門が住 んでいた とされ ている。 また、 この頃 には東 町町内 にはもう1軒 の糀屋 があっ

た とされてい る。

災害 と城下 町

松本城下町では数多 くの災害 に見舞 われている。中で も特 に火災の被害 は甚大で あ り、東町 に関す るもの

だけで も延 宝5年(1677年)12.月 、貞亨4年(1687年)1月 、寛延3年(1750年)、 安永5年(1776年)12月 、享和

3年(1803年)1月 、 享和4年(1804年)8月 、文 化元年8,月、 明治19年(1886年)、 明治21年(1888年)と 度重 な

る火災 に見i舞われていた ことが分か る。特 に安永5年 の大火 の被害 は大 き く、本 町 ・中町 ・伊 勢町 ・小池町 ・

飯 田町 ・東 町 ・安原 町 ・大名町 ・柳 町 ・地蔵清水 まで焼失 した とされている。 また、松本城下町 は北 か ら女

鳥羽川、東 か ら薄川 、南か ら田川 が集 まって くるとい う地形か ら、水害 においても多大 な被害 を受 けて いる。

中で も享保13年(1728年)の 洪水 は大規模 で あ り、女 鳥羽川 は御堀 と合水 し、一面海 の ようにな った と伝 え

られ ている。
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3調 査結果

1過 去の調査

東町で は過 去 に2度 の発掘 調査 が行われてお り、今 回 は3度 目の調査 となる。

第1次 調査 はH14年 度 に行 われ、27.74㎡ の面積 を調査 してい る。調査 地 は東 町南端近 くに位 置 し、屋敷地

奥 の年貢地 にあた るとされてい る場所 で ある。16c末 ～幕 末 にかけての計3面 を調査 し、 ゴ ミ穴 とされ る竪

穴状遺構 などが検 出 された。

第2次 調査 はH15年 度 に行 われた。幅1mの トレンチ調査 で あ り、近世 以降の陶磁器 が数点 出土 したのみで

ある。遺構 もほとん どみ られず、土坑が1基 出土 したのみであった。

2調 査概要

今回の調査 は当該地 に東部地区コミュニティ防災広場整備事業が計画されたため、行ったものである。調

査区は防火水槽及 び構造物の基礎などにより掘削が行われる調査区南西部 を中心に設定 した。調査 を始める

にあたって、 まず調査区北西に確認 トレンチを設定 し、土層観察 を行った。 この結果、5面の整地層が確認

できたため、各面において検出面を設定 し、調査 を行った。各検出面の調査面積 は第1・II検 出面193㎡ 、

第III検出面182㎡ 、第IV・V検 出面91㎡ である。遺構番号は検出面毎に1か ら付 した。各面の遺構の測量は、

調査区北西の任意の点に設置 した基準点を中心 に3mグ リットを設定 し、それを基準 として行った。基準点

には後に国家座標(X=26781.250:Y=一47166.300:Z=597.079)を 移設した。測量図面は1/20の 縮尺で作

成 した。

第1検 出面では大型建設機械により検出面 までの表土除去を行った後、人力により遺構検出作業を行った。

検出の結果1出 土遺物等から明治期以降の火災処理層であることが判明した。調査期間の制限等の理由から

第1検 出面では遺物回収及 び写真での記録のみ行 う事 とし、第II検 出面へ と移行 した。第II検 出面 は大型建

設機械を使わず人力により掘削及び検出作業を行った。第1検 出面の整地層を除去していったところ、調査

区南部は問知石列 を境 として若干低 くなっていた。そのため第II検 出面は北部と南部で高低差が生 じること

となった。この段差は後 に第1検 出面が整地された際南側が深 く削 られたためと思われる。

第II検 出面調査終了後、大型建設機械で整地層を除去し、人力で第HI検 出面の検出作業を行った。検出の

結果、調査区西部は薄 く暗灰色土と褐色砂が堆積 してお り、周囲に比べ若干高 くなっていることが判明 した。

そのためこの箇所 においては上層面の調査を行った後、大型建設機械で掘削して周囲 とレベルを揃 え再度検

出を行った。調査区北東部には鉄分を多量に含む粘土が広がってお り、調査区南部には第II検 出面 と同 じく

若干の段差がみられた。第III検出面調査終了の後ラジコンヘリコプターにより航空写真を撮影 した。 この第

III検出面から出土 した糀竃は城下町研究の上で貴重な構造物であ り、周辺住民から保存 して欲 しいとの要望

も多数寄せ られたこともあって調査終了時の状態で埋設保存することとした。糀竃の保存は第V検 出面調査

終了時に行なった。保存に際 しては構築材の崩落を防 ぐため、内部に土嚢を詰めて固定 した上で埋め戻 しを

行った。

第IV検 出面以降はより深 くまで掘削される防火水槽建設範囲(調査区西半)を 中心に調査を行った。第IV検

出面 は大型建設機械で検出面まで掘削 した後、人力にて検出を試みた。検出作業時多量の遺物と木質物が出

土したが遺構はみられなかったため、遺物を回収するのみに留めた。第V検 出面も同じく大型建設機械によ

る掘削後、人力で検出作業を行った。検出面 は地盤が軟弱なうえ湧水 もあっため調査区内に排水溝 を掘 り、

排水 を行いながら調査を進めることとした。第V検 出面調査後航空写真の撮影を行い、防火水槽建:設範囲に

っいては地山面を掘 り下げて遺構の有無を確認 した。その結果地山面下層には遺構等は見 られなかったため、
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調査区の埋め戻 しを行 った。その後調査区東 に東部 トレンチを設定 し土層確認、屋敷の範囲確認 などを行 っ

たが残存状態が悪 く、ほぼ撹乱のみであったため東部 トレンチを埋め戻 し調査を終了した。

3調 査成果

調査期間:H15年5月17日 ～11月16日

調査面積:総 面積750㎡(1・II検:193㎡HI検182㎡IV・V検:91㎡)

検 出遺構:土 坑 ・118基 出土遺物 土器 ・陶磁器(生 活雑器 ・茶器 ・玩具 な ど)

ピッ ト・141基 土製品(土 鈴 ・面摸)

溝 ・2本 木製品(下 駄 ・箸 ・櫛 ∴漆碗 な どグ

溝状 遺構 ・3本 石製品(砥 石 ・硯 ・掲 臼 ・笄 ・碁石 な ど)

集石 ・3基 骨角製 品(双 六駒)

石列 ・5本 金属製 品(釘 ・鋏 ・煙管 な ど)

間知石列 ・4本 自然遺物(動 物骨 ・貝殻)

4出 土遺構

今回の調査では計5面 の検出面で数多 くの遺構が検出された。 しか しながら、第1検 出面 は明治期以降の

火災処理層であ り、第IV検 出面 は検出を試みたものの遺構が存在せず生活面ではないことが判明 したため、

検出面において出土遺物の回収に留め、第II・III・V検 出面でのみ遺構掘 り下げを行った。調査地内には明

治期以降の撹乱が多 く入 り、検出作業も困難 を極めた。また、遺構検出時に上下の整地層の一部や上層の遺

構を重複 して捉えてしまったものもあった。そのため当初遺構 として捉えたものの、掘 り下げ時 に撹乱であ

ると判別されたものや遺構であることが疑わしきものに関 しては欠番 とすることとした。

遺構については検出作業時に命名 したので、検出段階で長軸40cm以 上のものを土坑、それ以下のものを

ピットとした。ただし、遺構掘 り下げ中に範囲が広がったものも多々あるので、完掘状況が必ずしもこれに

あたっていないことを了承して頂 きたい。第II検 出面北西部にある土間状の遺構に関しては便宜上土間状遺

構 と呼ぶ こととする。第V検 出面北に広がる礫層は人為的に掘 られた形跡がみられなかったので自然流路 と

して調査を行った。

また、第V検 出面調査終了後調査区東側で屋敷の範囲や土層等を確認するために東部 トレンチを設定 した。

しかしながら撹乱がひどく一部で第皿検出面の整地層が確認で きたのみであったため、出土 した遺物 を掲載

するに留めさせて頂いた。

以下各検出面について詳細を述べていく。

第1検 出面

一部遺構を確認 したため検出作業を行ったが遺物等から明治期以降の火災による火災処理層であることが

判明した。このため調査は遺物の回収のみに留めることとなった。文献資料によれば東町では明治19年(1886

年)、 明治21年(1888年)な どに大火の記録が見 られるので、恐 らくどちらかに該当すると思われる。

第1検 出面

上層からの撹乱がひどく、調査区中央付近 と南部は遺構がほとんど残存 していなかったが、その周辺から

は遺構 を検出することができた。

調査区南部 ・北部に計3本 の間知石列が見つかったが、文献などの記録からこの間知石列は屋敷境である

可能性が高い。また北側の間知3に接するように硬 く叩き締められた土間状の遺構がみられた。
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南西隅 には黒色土 が集 中 してお り、鍛冶炉 と思われ る石組 みが出土 してい る。 この石組 みの周 囲 は若干低

くなってい るが、 これは恐 らく後の整地 時 に削 られた もの と思われ る。

出土遺物等の様相 か ら18c中 葉～後葉 に属 する と思われ る。

ア)土 坑 ・ピッ ト

第II検 出面 で は29基 の土坑 と44基 の ピ ッ トが検 出 され た。 内土7・9・11・20・26・28・29、P3・9・

10・11・22・40は 欠番 とした。土坑 ・ピ ットの ほとん どは出土遺物 も少 な く、帰属 時期、用途共 に不 明であ る。

土1

調査 区中央 に位置 す る。長軸89cm、 深 さ5cmと か な り浅 い遺構 であ る。中 には多量 の礫 がみ られ る。 こ

れ らの礫 に挟 まれ る形 で鞘 の羽 口が出土 してい ることか ら鍛冶炉で あると思 われ る。

土2

土1の 西 に位 置 してお り、長軸120cmと 大型 の土坑 であった。土坑底部 には多量の礫 が見 られ、礫 の問 に

は焼土 と灰が層状 に入 っていた。礫 にも若干 の被熱 が認 め られ たため土坑 内部 で火 を用いていた可能性 が考

え られ る。

土4

調査 区中央、撹乱 にほぼ接す るよ うに残 されていた。土坑底部 か らは多少 の礫 が出土 し、覆土 中 には多量

の焼土 が見 られた。

土5

北部 をi撹乱 に切 られ る大型 の土坑 である。長軸 は約200cmあ り、底部 中央 には窪 みが見 られた。 覆土 中か

らは伊 万里皿や段重、釘 な どが出土 してい るた めゴ ミ穴 であ る可能性 が考 え られ る。 出土遺物 か ら18c後

葉～19c初 頭の土坑 であろ うと思われ る。

土15

底面 には大量の礫 がみ られ、一部 に粘土 が張 られてい た。出土状況 か ら柱 穴で ある可能性 も考 え られる。

土17・ 集石2

訥査 区南西隅 に位 置す る。南部が調査 区外 とな るため正確 な規模 は不 明であ るが、長軸190cmと 大型で深

さ7cmほ どの遺構で ある。土坑 の縁 には礫 が並べ られてお り、覆土 中には焼土 が含 まれてい た。北東部で集

石2に 接 して いる。

集石2は 長 さ12cm程 で若干弧状 にカー ブする遺構 である。覆土 中には多量 の礫が組 まれ るようにみ られた

が、中心部 のみ礫 は認 め られ なかった。サ ブ トレンチを入 れて確認 した ところ礫 の下 には瓦が敷 かれていた。

中心の礫 が出土 していない部分 か らはそれ に組み込 まれ るような形で鞘 の羽 口が出土 してい るた め鍛冶炉 で

ある と思われ る。

土18

調査 区南西、集石2に 隣接 して出土 した。土坑東部 は撹 乱 によ り切 られて いるが、長軸150cm程 の範囲 で

礫が集 中 していた。 中央付近 には金 床石 と思われ る扁平 な石が あ り、周 囲 は小礫 で固 め られてい た。 また、

隣接す るように荷車 の車軸 と思 われ る木製品がみ られ、 同様 に周 囲を小礫で固 めていた。一部 に粘土 が集中

してい ることや、覆土中 に多量 の鉄澤が含 まれていた ことも合 わせ て何 らかの鍛冶遺構 であった可能性が高

い と思 われ る。

P27

集 石2に 接 す るように検 出 され た。径45cm、 深 さ17cmの 遺構 で ある。覆土 は鉄分 を多 く含 ん でお り、 多

量の鉄澤 が含 まれていたため、土17・ 集石2と 関連 して鍛冶遺構の一部 である可能性 が考 え られ る。
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P31

調査 区西側 で検 出 され た。径 約40cm程 の円形 を呈す る。覆土 中か ら柱材 が出土 してい るため柱 穴 であ る

と考え られる。

イ)石 列 ・間知石列

第II検 出面 で は石列 が3列 、 間知 石列 が3列 み られ た。石列1・2は 掘 り下 げ時 に撹 乱で あ るこ とが判 明 し

たため欠番 とした。 間知石列 は総 じて東西 方向 に伸 びていた。

石列3

調査 区北東 隅でみ られた。南北約1mに わた って2～3段 の石 が積 まれ る石垣状 の遺構 で ある。石 は東側 で

面 が揃 えられてお り、西側 には裏込 め石が入 れ られていた。何 らかの建物 の基礎 である可能性 も考 え られ る

が、周囲が撹 乱 に切 られているため詳細 は不明で ある。

間知1・2

調査 区の南部 にみ られた。両者 ほ ぼ接 す るよ うな形で 出土 して お り、北側が間知1、 南側 が問知2と なる。

間知1が 間知2を 切 る形で あるので、両者 には若干 の時期差 が認 め られ、問知1の ほ うが新 しい もの と思われ

る。

問知1は 調査 区西端 か ら東端 まで続 いてい る。石 列の下及 び北側 には5～30cm程 度 の礫 が集 中 してい た。

恐 ら く石列 を固定す るた めの裏込 め石で ある と思 われ る。間知石 の面 は南側 に向けて揃え られてい るため北

側 の屋敷 に関わ るもので あると言 えよ う。

間知2は 問知1よ り若 干下が った位 置か ら見つ かった。調査 区西端 か ら中央付 近 まで続 いてい るが、石列

はところ どころ抜 けてい る。間知石 の南部 には裏込 め石 がみ られ、西側 の一部 には間知石 の下 に胴木 と思わ

れ る木材 が横 たわ ってい た。間知石 の面 は北側 で揃 え られて いたが、周辺の撹乱 がひ どく詳細 は不 明で ある。

恐 ら く南側 の屋敷 に関わ るものであろ う。

間知3

調査 区北西 に位 置す る。土間状遺構 に接 して、東 西方向 に7個 程 の間知石が並べ られていた。石 は北側 に

面 を向けて並べ られてお り、南部 には裏込 め石が詰 め られてい た。間知石列東部 は撹乱 に切 られて しまって

い るため詳細 は判断 しがたいが、土間状遺構 に接 している ことか ら屋敷境 である可能性 も考 え られる。

ウ)溝 状遺構

調査 区北端 に位置す る。北側 が調査 区外 となるため全容 は不明で ある。覆土 中 には鉄分 が多量 に含 まれ、

両脇 には礫 が並べ られていた。

エ)土 間状遺構 ・P1・2・13・43

調査 区西、 間知3に 接 して硬化 した土が集中 してい る箇所 がみ られ たため、便宜上土 間状遺構 として調査

を行 った。土 間状遺構 は2.5m×2.5mの 正方形 を呈 してお り、若 干焼土 が含 まれてい た。 この土間状遺構 の

範 囲内か らはP1・2・13・43が 検 出された。 この4つ の ピットは東 西約2m、 南北約1mで 長方形 に並ん でいる。

柱痕等良好 にはみ られなかったが柱穴 となる可能性 も考 え られ る。

この土 間状遺構 は旧善光寺街道 にほぼ面す る位 置であ り、間知石列 にも接 しているため家屋の入 り口で あ

ると思 われ る。

第皿検 出面

調査 区西側 は周 囲 よ り一段高 くなってい た。サ ブ トレンチをいれて確認 した ところ、段 の上面 と下部 にほ

ぼ同質 の整地層 がみ られ、 それ ぞれに遺構 も確認 されたため、 この西側部分 については一旦上層 で調査 を行

い、 その後掘 削 して下面 の調査 を行 った。 この上面 と下面の遺構 には当然 の事 なが ら時期 差が認 められ るで

あろうが、遺物等 も少 な くどの程度 の時期 差であ るかは確認で きなかった。
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調査区北東部 には鉄分 を多 く含 む粘土 が広 が ってい た。 この粘土 の範囲 内で検 出され た土2掘 り下 げ中に

粘土下 に石組み が広 がってい ることが確認 され た。 そのため粘 土範 囲内 にある遺構 を調査 した後、土2を 中

心 に トレンチ を入れて確認作業 を行 った。結果 トレンチ東部 に位 置す る土5に 切 られ る形で大規模 な掘 り込

み とそれ に伴 う石組み が認 め られ、土2は これが露 出 したもので あるこ とが判 明 した。 そ こで、 この掘 り込

み を土2と 改 め、 トレンチに よる確認作業 の後、周 囲の粘土剥 ぎ取 り及 び土2掘 り下 げを行 った。結果土2は

大型の石組 み状遺構で ある ことが判 明 した。

また、間知石 はみ られ なかった ものの、第II検 出面問知1・2と ほぼ同位置 に段 差がみ られた。 一一段下 が

った南側 は直上 まで第II検 出面の土層 がみ られたため同一検 出面 として調査 を行 ったが、 この段差 を境 に多

少の時期差 が生 じる ことも考 えられ る。

ア)土 坑 ・ピッ ト

第III検 出面 か らは66基 の土坑 と44基 の ピッ トが検 出された。上層 の第II検 出面 でみ られ た撹乱 が一部残

ってお り、検 出後撹 乱 で あ る と判 断 され た土6・8・11・12・13・25・37・40・49・51・57・58・59・61、

P2・6・11・12・13・14・15・16・22は 欠番 とす ることとした。

土1

長軸200cmと 大型の土坑 で あるが、深 さは5cmと 浅か った。調査 区北東部の粘土 を切 る ように入 って いた。

底面か らは土2の 一部 である と思われ る石組 みがみ られ た。

土2

調査 区北東部 に位置す る。先述 の通 り、 当初土1に 隣接 する土坑 である と捉 えていたが、最終 的 に石組み

状 の遺構 となった。石組 み は径約2m40cmの 円形 を呈す る部分 と長 辺2m60cm、 短辺2mの 方形部分 とを組み

合わせて形成 されて いる。深 さは1m40cm程 で あったが、方形部 分の石組み は1mま で しかみ られなか った。

方形石組み中心部底面 には杭 が1本 み られ た。杭 は太 さ約20cmあ り、途 中で切断 されていた。 また石 組み北

西隅 と南西 隅には これ よ り一回 り小 さな杭 が打 ち込 まれていた。 これ らの杭 は頭 がほぼ同 レベルで揃 え られ

てお り、何 らかの関連性 があると思 われ る。

円形部 の石組 みは全体的 に強 く被 熱 しているよ うで、構築礫 は赤色化 し非常 にもろ くなっていた。底面 に

は扁平 な石 が敷 かれて いた。 この石 は非常 に大 きなものであ り、北 と南 には1段 上が るよ うな形 で ほぼ同 じ

長 さの角柱状 の石 が隣接 していた。底面直上 には炭化物 が多量 に残 されてお り、石 にも一部 付着 していた。

全体的 な様相 か らこの円形石組み内で火 が使用 されていた ことが窺え る。

方形部 と円形部 は連結部分で石 が途切 れてお り、この連結部分 には両側 に三個づっ立石 が立 て られていた。

このよ うな石組 みは兵庫県伊 丹市伊丹郷 町遺跡 と東京都 品川 区仙 台坂遺跡 な どで類例 が見 られ、共 に酒や 味

噌 の製造 に関わ る石組み竃で あるとされている。今 回出土 した石組み も円形部で火の使用 が認 め られるため

同様の石組 み竃 である と考 え られ、文献資料で は調査地 は糀屋で あった とされてい ることか ら糀 の製造 に関

わ る糀竃ではないか と推察で きる。

覆土 は方形石組 み部分 には暗灰褐色土 がみ られ、円形石組み部 には多量 の礫 とともに粘土がみ られ た。 こ

の粘土 は調査 区北東部 にも広 く広 がっているため、恐 ら く廃絶 時 に竃 を崩 しなが ら埋 めていき、 周囲 も整地

したので はないか と思われ る。 この ような ことか ら竃 は石組み を粘土 で補強 して構築 されていた と推察で き

る。 また、覆土 中か らは潭洲窯産 の皿や髪盟、漆碗 な ど多数の遺物 がみ られ た為、廃絶時 ゴ ミ穴 として利 用

された可能性 も考 え られ るで あろ う。 出土遺物か ら17C後 半 か ら18C中 葉 のもの と思 われ る。

土3

土1の 南 に位 置す る。非常 に浅 く深 さは10cm程 度 であ るが、覆土中 には鉄分 を多量 に含 んでいた。底面 か

らは石組 みの一一部 が:露出 してい る。
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土5

土1南 東 に位置 し、25cmの 深 さで粘土 が入 っていた。壁面 には土2の 石 組みが露 出 してい る。土2の 石組 み

方形部分 とほぼ同位置 にあた る。

土7

調査 区東 か ら見つ かった。北 東部 に広 が る粘 土 を切 ってい る。 長軸183cmの 楕 円形 を呈 して い るが深 さ

5cm程 の浅 い遺構 で ある。底面 には焼 けた石 が組 まれてお り、 その周 囲 には粘土 が貼 られていた。出土状況

か ら鍛 冶炉 で ある可能性 も考 え られ るが、土2に 近 接 して いる ことか ら土2に 関連 した施 設 であ る可能性 も

あると思 われ る。

土19

間知1に 接 して確認 された。長軸160cmと 大型 です り鉢状 を呈 してお り、南部壁 面 には粘土 が集 中 していた。

土24

中央部 やや西か ら検 出され た。北部上面 を撹乱 に切 られ るが、底面 は残存 していた。底面 には組 まれた よ

うに石 が並 んでい る。西側 には粘土 が貼 られてお り、何 らかの 目的で石 を組んでい る可能性 が考 え られ る。

覆土中か らは多量の陶磁 器 とともに多 くの鉄製 品が出土 した。 また、鉄澤 も少量み られたが遺構 に鍛冶 を行

ってい た痕跡 がみ られない為、恐 らく埋没 中 に混入 したもの と思 われ る。

土27

調査 区北東 隅か ら出土 した。土坑内 には桶 が入 っていた。桶 は下半 のみ しか残 されてお らず、整地面 よ り

上部 は削 られて残 されていなかった。胴部 には特 に孔 な ども見 られず、用途 は不明であ る。周 囲 には礫や北

東部 の粘土が広が っていたが、 それ らを切 るように桶 が設置 されていた。帰属時期 などは不 明である。

土29

調査 区東 に位置 する。長軸146cmの 土坑 の底面 に石列 がみ られた。 出土遺物等 か ら17C後 半 か ら18C初 頭

のもの と思わ れる。

土39

調査 区南西部で見つ かった。長軸90cmの 楕 円形 を呈す る。覆 土中 には柱材 が残存 してお り、周 囲 は礫 で

固め られて いた。柱 穴で あると思われ る。

土48

調査 区南部 で検 出された。長軸80cm程 の土坑 で ある。覆 土中か らは伊 万里産 の皿や寛永通寳 が多量 にみ

られ た。寛永通寳 は7枚 み られ たが全 て一一箇所 に固 まってお り、 内6枚 は重 なった状態 で 出土 した。土坑 内

には柱材 も依存 し柱穴で あると思わ れるため埋納銭 とは考 えがたいが、少 な くとも銭貨 を連ね た状態で埋 め

られた ことは確 かであろ うと思 われる。

土54

調査 区南部 に位置 す る土坑 であ る。長軸80cmの 楕 円形 を呈す る。覆土 西側 には土48と 同様銭貨 が重 なっ

てみ られた。銭貨 は8枚 あ り、元豊通寳、政和通寳、軋元通寳、聖宋通寳、祥符元寳 と全 てが宋銭で あった。

出土状況 か ら備蓄銭 である可能性 も考 え られ る。

土62

調査 区北西 に位 置 し、径1m前 後 の円形 を呈 してい る。底面及 び壁面 には一面 に礫が貼 り付 けられていた。

礫 は意 図的 に貼 り付 け られ たと思 われるが用途等 は不 明で ある。

P4.9.10

調査 区の北部 か ら分 布 してい る。径約10cm程 の:範囲 に鉄分が集 中 していた。掘 り下 げた ところ筒状 に鉄

分が入 ってい ることが判明。杭等 が抜 けた跡 に鉄分 が堆積 した可能性 も考 えられ る。
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P24.25.26.27

調査 区中央 やや東 に方形 に並 んでいた。総 じて径 約35cmほ どの円形 で、柱 材 が残存 している。柱 穴 とし

ての用途 が想定 され るであろ う。

P43

調査 区南東 か ら出土。覆土 中には杭 が並んでいた。恐 らく遺構埋 没後 に打たれたもの と考え られ るが、 出

土遺物 等 もな く、詳細 は不 明である。

イ)石 列 ・間知石列

第III検 出面 か らは2本 の石列 と1本 の間知石列 が検 出された。総 じて 出土遺物 もな く帰属時期 は不 明で あ

る。

石列1

調査 区やや南 よ りにみ られる段差付近 か ら出土 してい る。第II検 出面 間知2と 出土位 置が ほぼ一致 す るた

め、第II検 出面 間知2の 裏込 め石で ある可能性 も考 え られ る。

石列2

調査 区西の段状部分 を除去 した後 に検 出 された。東西方 向4m50cmに 渡 って礫 が並んでいた。 掘 り方等 も

み られ るが、東部 を撹乱で切 られてい るため詳細 は不明である。

問知1

調査 区北西 に230cmの 長 さで並んでいた。石 は北向 きに面 が そろえ られていた。間知石 南部及 び直下 には

裏込 め石 もみる ことがで きた。一部 のみの出土で あるため詳細 は不明で あるが、屋敷境 となる可能性 も考 え

られ るであろ う。

ウ)溝 状遺構

2条 の溝状遺構 が検 出され た。双方 とも調査 区西部段状部分 か ら検 出されてい る。

溝状1

調査 区西 にあって東西方 向 に伸 びてい る。幅34cm× 長 さ3mの 溝状 を呈 してい るが、西部 は調査 区外 に伸

びる可能性 も考 え られ る。遺構覆土 中には木材 が横 たわ っていた。木材 は長 さ2m80cm程 の角材 で北壁 に押

し付 けられる ような形で設置 されていた。 そのため この溝状遺構 は木材 を設置す るための掘 り方 である可能

性 が高い。

溝状2

約4mに 渡 って東西方向 に伸 びてい るが、西側 が調査 区外 にあた るため全容 は不 明である。深 さ10cm程 度

の浅 い掘 り込み であった。遺物等 はな く帰属 時期 ・用途共 に不 明である。

第IV検 出面

第III検出面下層 に整地面 の存在 が確認で きたため、 これ を第IV検 出面 として検 出を試みた。多量の遺物 や

木片等 の有機物 が出土 したが遺構 はみ られ なか ったため、生活面で はない と判断 し遺物の回収 のみ行 った。

恐 ら く整地 を行 った際 に多量 の遺物 が混入 したもので あると思 われ る。

第V検 出面

第IV検 出面 に引 き続 き91㎡ の範囲 で検 出 を行 った。地盤が軟弱 であ り湧水 もあったため、調査 区内 に排

水溝 を切 り、排水 を行 いなが らの検出作業 となった。

調査 区北側 には礫 が集 中 している箇所 がみ られ、多量の鉄澤 と動物骨 が見つ かった。 また、調査 区東 には

南北方 向に溝…がの びていた。恐 らく区画 のための溝である と思われ るが、 そ うで あるとすれ ば第II・III検 出

面 の地割 とは異 なることとなる。以下各遺構 の概 要 を述 べてい くこととする。
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ア)土 坑 ・ピッ ト

第V検 出面 か らは24基 の土坑 と53基 の ピッ トが検 出された。 第V検 出面 は比較的有機物 の残存状 態 が よ

く、柱材 が残存 して いるものが多 くみ られた。

土5

調査 区南 西で検 出された。長軸約80cmの 不整 円形 を してい る。底面 中心部 には礎石状 の石が あ りミ その

周 囲には根固 め石 が入れ られてい る。恐 ら く柱穴で あると思 われ る。

土13、24、P12、30、37、46、47

土13、24、P12、30、37、46、47は 柱 穴で ある。総 じて柱材 の残存状態が よ く、柱材 の一部 が依存 していた。

P37の 柱材 はスギ材 を使用 してお り、扁平 な角柱状 を呈 してい る。

P4

調査 区南西 で検 出 され た。径50cmの ピ ットで ある。P5を 切 ってお り、 覆土 中 には柱材 が依存 して いた。

柱材 はマ ツ材 で下端 は台形状 に削 られていた。径10cm弱 の柱 であ り、下端 か ら27cm上 にはホ ゾ穴 らしき切

込み の一部 がみ られた。

P5

P4に 切 られ る。径45cmとP4よ り一回 り小 さなピ ッ トで ある。柱材 こそ依存 してい なかったものの底 面 に

は礎石がみ られたため柱穴 である といえ よう。

イ)溝

溝1

調査 区東側 で検 出され た。南北方向 に約5m50cm続 く溝 であ る。南部 は調査 区外 にあたるた め全長 は不 明

で ある。幅約1m、 深 さ55cmと 大型 の溝 であ り、断面 は台形 を呈 している。流水 の痕跡 等がみ られ なかった

ので区画 のための溝 である可能性 が高い。仮 に区画溝で あるな らば、第II・HI検 出面 の地割 とは異 な り南北

方向 に伸 びているのは注 目すべ き点であろ う。

溝2

流路 か ら南 に伸 びるよ うに検 出され た。長 さ2m14cm、 深 さ11cmと 非常 に浅 い溝で あった。溝1と の切 り

合 い関係 は判別 し難 く、遺構北部 も不 明瞭 であったため、 自然流路の一部 であ る可能性 が高い と思 われ る。

ウ)自 然流路

調査 区北部 にみ られた。東 西方向 に伸 びる自然流路 で ある と思われ る。流路 は調査 区外 まで伸 びてお り、

北部 も調査 区外 にあたるため正確 な規模 は不明である。

流路 内には多量の礫 とともに鉄澤や動物 の骨 な どが含 まれていた。礫 は北部 を中心 に含 まれてお り、南端

付近 で途切れ ていた。礫の ない部分 には東西方向 に10数 本の杭 が打たれてい る。杭 は径5cm前 後 の円柱形で

あ り、下端 は4方 向か ら削 られている。材質 はスギ材 を使用 してい るようである。

動物骨 はシカ、 ウマ、 イノシシ、 イヌ等 の骨 である。腐食 の度合 いや欠損の仕方等 か らこの場 に捨て られ

たもので はな く、流 されて きたもので ある可能性 が高い。

鉄澤 は総重 量4931.7g出 土 したが特 に集 中する箇所 もな く、周 囲 に焼土等 もみ られ なかった。動物骨 同様

流 されて きた ものである可能性 が高い ように思われ る。大量 にみ られ た礫 には打 ち欠かれた痕跡 も認 め られ

ず、断面 にも人 為的に掘 られ た形跡 は認 め られ ないが、南部 に杭 が打 たれている ことか ら、 ある程度人為 的

に手が加 わえ られた 自然流路が洪水等 で流 された可能性 が高い と思われ る。

一17一



第1表 出土遺構一覧表

検出面 種別 番号
規模

時期 備考
長軸 短軸 深さ

H検 土坑 1 89 67 5 鍛冶炉か?

II検 土坑 2 120 80 15 焼土灰が層になっている

II検 土坑 3 80 40 10 土間状遺構に切 られる

II検 土坑 4 156 129 46 焼土多量
H検 土坑 5 202 198 7 撹乱に切られる

II検 土坑 6 66 48 8

II検 土坑 7 欠番

II検 土坑 8 (105) (81) 12 撹乱に切られる

II検 土坑 9 欠番

H検 土坑 10 50 45 10

II検 土坑 11 欠番

II検 土坑 12 88 70 れ

II検 土坑 13 90 78 16

II検 土坑 14 68 67 20

II検 土坑 15 72 59 17 柱穴か?

II検 土坑 16 84 60 16

H検 土坑 17 190 75 7 南部調査区外 集石2に接する 集石2含めて鍛冶炉か?

H検 土坑 18 145 100 30 粘土 ・礫集中 作業場か?

II検 土坑 19 65 60 10 上層に粘土が貼られている

II検 土坑 20 欠番

II検 土坑 21 62 55 23 土22を 切 る

II検 土坑 22 51 (12) 26 土21に 切 られ る

II検 土坑 23 79 60 10 問知石列1に切られる

H検 土坑 24 48 53 6

II検 土坑 25 60 56 10

H検 土坑 26 欠番

H検 土坑 27 64 47 11

II検 土坑 28 欠番

II検 土坑 29 欠番

II検 ピ ッ ト 1 54 45 8 土間状遺構内

II検 ピ ッ ト 2 60 43 14 土間状遺構内

II検 ピ ッ ト 3 欠番

II検 ピ ッ ト 4 72 53 7

H検 ピッ ト 5 31 (21) 10

II検 ピ ッ ト 6 45 (30) 18 西部調査区外

II検 ピ ッ ト 7 40 (15) 10 西部調査区外

II検 ピ ッ ト 8 60 47 13

II検 ピッ ト 9 欠番

II検 ピッ ト 10 欠番
II検 ピ ット 11 欠番

II検 ピ ット 12 40 40 20

II検 ピ ット 13 54 50 13 P38を切る 土間状遺構内

H検 ピット 14 63 (39) 8 撹乱に切られる

II検 ピ ット 15 63 53 14

II検 ピ ット 16 40 30 6

II検 ピ ット 17 30 (17) 13 北半調査区外

II検 ピ ット 18 55 44 9

H検 ピット 19 49 47 15

H検 ピッ ト 20 60 54 15

H検 ピッ ト 21 65 54 9

H検 ピッ ト 22 欠番

H検 ピッ ト 23 75 54 13 北部調査区外
II検 ピ ッ ト 24 39 37 13 木片が横たわる 鉄分集中箇所あり
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検出面 種別
規模番号

長軸 短軸 深さ
時期 備考

H検 ピッ ト 25 40 39 13 木質物(丸 板?)が 敷かれている

H検 ピッ ト 26 20 19 10

H検 ピッ ト 27 45 43 胴 鉄分集中

II検 ピ ッ ト 28 41 35 17 底面粘土あり

II検 ピ ッ ト 29 34 35 13

H検 ピッ ト 30 40 (15) 8 西半調査区外

II検 ピ ッ ト 31 40 (30) 10 柱残存 西半調査区外

II検 ピ ッ ト 32 32 30 15 柱残存 パイル材か?

II検 ピ ッ ト 33 欠番

H検 ピッ ト 34 32 29 20 問知石列1に接する

H検 ピッ ト 35 50 48 10

II検 ピ ッ ト 36 33 32 5

II検 ピ ッ ト 37 27 26 8 間知石列1に接する

II検 ピ ッ ト 38 53 (26) 14 P13に 切 られる

H検 ピッ ト 39 80 45 19

II検 ピッ ト 40 欠番

II検 ピッ ト 41 55 45 24

II検 ピッ ト 42 32 31 13

II検 ピ ット 43 50 45 5 土間状遺構内

H検 ピット 44 44 (22) 14 北部調査区外

皿検 土坑 1 200 156 5 一部石組み露出

皿検 土坑 2 糀竃

皿検 土坑 3 117 84 10 鉄分集中 石組み露出
皿検 土坑 4 150 (101) 11 土坑9に切られる 北半調査区外

皿検 土坑 5 118 105 25 鉄分含む粘土集中 一部糀竃露出

皿検 土坑 6 欠番

皿検 土坑 7 183 129 5 粘土を切るように入る 鍛冶炉か?

皿検 土坑 8 欠番

皿検 土坑 9 (75) 5 土坑10に切られる 土坑4を切る 北部調査区外

皿検 土坑 10 70 (45) 土坑9を切る 北部調査区外

皿検 土坑 11 欠番

皿検 土坑 12 欠番
皿検 土坑 13 欠番

皿検 土坑 14 204 (67) 14 北部間知石列1に切られる

皿検 土坑 15 (43) 46 17 南部間知石列1に切られる

皿検 土坑 16 88 76 14 上面 に粘土が貼 られている 土坑44・P1に 切 られ る

皿検 土坑 17 174 95 23 底面に焼土が広がる 土坑18に切られる

皿検 土坑 18 66 75 10 底面に焼土が広がる 土坑17を切る 土坑23に接する

皿検 土坑 19 160 142 26 P18に 切 られる 土坑20に接する 粘土集中箇所あり

皿検 土坑 20 55 48 13 土坑19・P18に 接す る

皿検 土坑 21 60 29

皿検 土坑 22 67 54 19

皿検 土坑 23 184 109 2s 土坑28を 切 る 土坑18に 接 する

皿検 土坑 24 175 (116) 13 石組み状に礫出土 西部一部粘土が貼られている 北部
表面撹乱に切られる

皿検 土坑 25 欠番

皿検 土坑 26 94 86 27 上面に粘土が貼 られている

皿検 土坑 27 76 65 22 桶出土

皿検 土坑 28 79 63 17 土坑23に 切 られ る

皿検 土坑 29 146 110 19 底面に石列のような礫あり

皿検 土坑 30 81 65 17

皿検 土坑 31 69 38 26

皿検 土坑 32 61 55 14 P29を 切 る

皿検 土坑 33 45 42 10 柱残存 柱穴
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検出面 種別 番号
規模

時期 備考
長軸1癬 酬 深さ

皿検 土坑 34 69 58 17

皿検 土坑 35 126 93 19 土 坑52・P32・33を 切 る

皿検 土坑 36 71 58 12 土 坑37に 切 られる

:皿検 土坑 37 欠番

皿検 土坑 38 74 54 24 上面に粘土が貼られている

皿検 土坑 39 90 70 18 柱残存 柱穴 底面礫出土
皿検 土坑 40 欠番
皿検 土坑 41 73 64 21 土坑63に切られる 土坑42に接する

皿検 土坑 42 40 (40) 20 土坑63・41P34に 接 する

皿検 土坑 43 (90) (85) 30 西部南部調査区外
皿検 土坑 44 64 41 20 P2を 内包す る 土坑16を 切 るP1に 接す る

皿検 土坑 45 64 63 11

皿検 土坑 46 57 55 18 上面に粘土が貼 られている

皿検 土坑 47 66 53 33 土坑53に接する 底面礫出土 石列1の延長か?

皿検 土坑 48 87 80 38 土坑47・P19に 接 する 底面礫出土 石列1の 延長 か?

皿検 土坑 49 欠番
皿検 土坑 50 103 83 19

皿検 土坑 51 欠番
皿検 土坑 52 62 (22) 12 土坑35に 切 られ る

皿検 土坑 53 57 42 36 土坑47・48に 接 す る

皿検 土坑 54 80 59 16 土坑55を 切 る

皿検 土坑 55 (38) 52 17 土坑54に 切 られ る

皿検 土坑 56 146 126 22

1[[検 土坑 57 欠番
:皿検 土坑 58 欠番
III検 土坑 59 欠番
皿検 土坑 60 62 41 32

皿検 土坑 61 欠番
皿検 土坑 62 111 103 27 底面礫が貼り付けられている

皿検 土坑 63 60 53 28 土坑41を 切 る 土坑42・P34に 接 する

皿検 土坑 64 140 109 18 土坑65に接する

皿検 土坑 65 129 124 18 底面礫出土 溝状2を切る
:皿検 土坑 66 104 65 26 溝状2に接する

皿検 ピッ ト 1 40 43 21 土坑16を 切 る 土坑44に 接 する

皿検 ピッ ト 2 欠番
皿検 ピッ ト 3 32 28 18 上面に粘質土堆積

皿検 ピッ ト 4 9 9 筒状に鉄分集中

皿検 ピッ ト 5 43 40 21

皿検 ピッ ト 6 欠番
Ir[検 ピッ ト 7 42 39 10 上面に粘土が貼 られている

皿検 ピッ ト 8 36 30

皿検 ピッ ト 9 13 12 筒状に鉄分集中

皿検 ピッ ト 10 10 9 筒状に鉄分集中

皿検 ピッ ト 11 欠番
皿検 ピッ ト 12 欠番
皿検 ピッ ト 13 欠番
皿検 ピッ ト 14 欠番
皿検 ピッ ト 15 欠番
皿検 ピッ ト 16 欠番
皿検 ピッ ト 17 43 33 18

1[[検 ピット 18 57 44 14 土坑19を 切 る 底面粘土出土(粘 土は土坑19の もの
か?)

皿検 ピット 19 46 40 28 土坑48に接する

皿検 ピッ ト 20 50 33 17
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検禺酊 :・ 、1翻 ゴ1 番昏
!国 規 模1乏

:㌶'ゴ・患ギ∫灘 斯 搾 鐵総綴1響鑛総 欝_懇∬長軌,1烈短輯1:深 ざ 丁

皿検 ピッ ト 21 36 35 17

皿検 ピッ ト 22 欠番

皿検 ピッ ト 23 35 (17) 14 間知石列1に切られる

皿検 ピッ ト 24 34 29 38 P25に 接 す る 柱穴

皿検 ピッ ト 25 32 30 38 P24に 接する 柱穴

皿検 ピッ ト 26 31 29 27 P27に 接 す る 柱穴

皿検 ピッ ト 27 40 37 34 P26に 接する 柱穴

皿検 ピッ ト 28 33 32 13 土坑32・P29にi接 す る

皿検 ピッ ト 29 z$ c20) 7 土 坑32に 切 られるP28・30に 接 す る

皿検 ピッ ト 30 25 25 10 P31を 切 るP29に 接 す る

皿検 ピッ ト 31 40 34 11 P30に 切 られ る 柱穴

皿検 ピッ ト
幽32

50 27 12 土 坑35に 切 られるP33に 接 する

皿検 ピッ ト 33 35 c27> 15 土 坑35に 切 られるP32に 接 す る

皿検 ピッ ト 34 (16) 17 29 土 坑42・63にi接 す る

皿検 ピッ ト 35 43 37 27

皿検 ピッ ト 36 18 18 11 柱残存 柱穴

皿検 ピッ ト 37 47 45 26

皿検 ピッ ト 38 30 26 17 P39に 接 する

皿検 ピッ ト 39 29 21 11 P38に 接 する

皿検 ピッ ト 40 59 51 35

皿検 ピッ ト 41 (28) 37 14 南部調査区外

皿検 ピッ ト 42 34 21 23

皿検 ピッ ト 43 41 35 31 杭が並んでいるP44に 接する 北部に礫集中

皿検 ピッ ト 44 24 20 11 P43に 接 する

V検 土坑 1 97 13 南部調査区外

V検 土坑 2 56 55 10 P2を 切 る

V検 土坑 3 62 56 7

V検 土坑 4 69 (44) 7 西部調査区外 柱残存 柱穴

V検 土坑 5 79 74 6 中心に礎石状の石あり 柱穴か?

V検 土坑 6 71 62 23 木材の下に入っている

V検 土坑 7 53 45 13 木材の下に入っている

V検 土坑 8 58 8 排水溝に切られる

V検 土坑 9 96 89 12 排水溝に切られる

V検 土坑 10 50 45 10 流路を切る

V検 土坑 11 60 45 10 流路を切る

V検 土坑 12 70 53 10 流路を切る

V検 土坑 13 43 40 5 土坑14・ 溝1を 切 る 柱残存 柱穴

V検 土坑 14 81 62 15 土坑13に 切 られ る 土坑15・ 溝i1を切 る

V検 土坑 15 90 67 9 土坑14に 切 られ る 溝1を 切 る

V検 土坑 16 70 62 9 P40に 切 られ るP52を 切 る

V検 土坑 17 66 11 西部排水溝に切られる

V検 土坑 18 56 14 東部調査区外
V検 土坑 19 83 34 23

V検 土坑 20 43 38 30

V検 土坑 21 50 49 32

V検 土坑 22 61 40 14 土坑23を 切 る

V検 土坑 23 26 (21) 9 土坑22に切られる

V検 土坑 24 60 9
P11に 切 られる 東部排水溝に切 られる 柱残存 柱穴

V検 ピッ ト 1 45 38 9

V検 ピッ ト 2 60 59 13 土坑2・P51に 切 られ る

V検 ピッ ト 3 39 31 8

V検 ピッ ト 4 50 45 17 P5を 切る 柱残存 柱穴

V検 ピッ ト 5 45 43 2s P4に 切られる 柱残存 柱穴
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曝譲耐 }}:種尉' ,、㍉番 弩・

・,規 模 '蒔 期
、備 考

∫長 軸:量一短軸.郵 深 さ'

V検 ピッ ト 6 49 46 10

V検 ピッ ト 7 46 41 6

V検 ピッ ト 8 35 33 15

V検 ピッ ト 9 34 30 10

V検 ピッ ト 10 41 40 10

V検 ピッ ト 11 40 34 10 土坑24を 切 る

V検 ピッ ト 12 27 26 45 柱穴か?
V検 ピッ ト 13 50 43 20

V検 ピッ ト 14 17 17 6

V検 ピッ ト 15 20 15 5

V検 ピッ ト 16 23 28 7 P44に 切 られる

V検 ピッ ト 17 27 23 11

V検 ピッ ト 18 33 24 13

V検 ピッ ト 19 17 19 18

V検 ピッ ト 20 33 33 10 溝i2を切 る

V検 ピッ ト 21 35 25 10

V検 ピッ ト 22 23 23 11

V検 ピッ ト 23 42 32 20

V検 ピッ ト 24 26 24 11 P25に 接 する

V検 ピッ ト 25 13 13 11 P24に 接 する

V検 ピッ ト 26 31 23 7

V検 ピッ ト 27 32 30 9

V検 ピッ ト 28 45 40 21 流路に接する

V検 ピッ ト 29 52 30 6 流路を切る 東部排水溝に切られる
V検 ピッ ト 30 28 28 30 柱残存 柱穴
V検 ピッ ト 31 15 15 7

V検 ピッ ト 32 35 30 15 流路を切る

V検 ピッ ト 33 33 30 13 溝11・P33に 接 す る

V検 ピッ ト 34 33 30 14 P33に 接す る

V検 ピッ ト 35 30 29 23 P36に 接す る

V検 ピッ ト 36 30 21 11 P35にi接 す る

V検 ピッ ト 37 48 38 16 溝1を切る 柱残存 柱穴

V検 ピッ ト 38 34 34 23

V検 ピッ ト 39 17 17 8 土坑20・P41に 接 する

V検 ピッ ト 40 15 15 8 土坑16を 切 る

V検 ピット 41 17 15 8 土 坑20・P39・P42に 接 す る

V検 ピッ ト 42 16 15 16 土坑20・P41に 接す る

V検 ピット 43 20 13 南部排水=溝に切られる

V検 ピット 44 26 13 P16を 切るP45に 接する 東部排水溝に切られる

v検 ピット 45 25 18 P44に 接 する

V検 ピット 46 33 32 11 溝1を切る'柱 残存 柱穴
V検 ピット 47 23 23 5 溝1を切る 柱残存 柱穴

V検 ピット 48 19 14 21

V検 ピット 49 21 20 8 溝1にi接 す る

V検 ピット 50 31 26 20 溝1を 切 る

V検 ピット 51 50 48 18 P2を 切る 南部調査区外

V検 ピット 52 63 62 23 土坑16に 切 られる 溝1を 切 る

V検 ピット 53 欠番

II検 集石 1 欠番
■検 集石 2 土坑17に接する 鍛冶炉か?

II検 集石 3 欠番
II検 石列 1 欠番
II検 石列 2 欠番
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検出面 種別
規模番号

長軸 短軸 ・深さ
時期 備考

II検 石列 3 111 80 43

II検 溝状 1 62 63 5

II検 間知石列 1 1241 80 19 問知石列2を切る

II検 間知石列 2 1073 40 12 問知石列1に切られる

II検 間知石列 3 248 48 16

皿検 石列 1 422 50 5

皿検 石列 2 450 68 20

皿検 間知石列 1 230 20 20

皿検 溝状 1 303 34 19

皿検 溝状 2 392 56 10

V検 溝i 1 551 110 55 土 坑13・14・15・P37・46・47・50・52に 切 られ るP

33・49に 接 す る

V検 溝i 2 214 72 11 土坑12・P20に 切 られ る
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第8図 遺構(1)
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C

第9図 遺構(2)
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第.10図 遺構(3)
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第11図 遺構(4)
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第12図 遺 構(5)
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第13図 遺構(6)
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第14図 遺構(7)
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第15図 遺構(8)
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第16図 遺構(9)
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4、 ∫.出土 遺 物

1土 器 ・飼磁器 … 土u品

今回の調査では非常 に多数の遺物が出土 した。そのうち図化可能なものとして484点 掲載 した。種別 とし

ては土器 ・陶器 ・磁器 ・土製品 ・瓦がみ られ、器種 ・器形も多岐にわたっている。これらの出土遺物 はほぼ

全てが戦国時代末～近代のものである。以下検出面毎に概要及 び器種 ・器形の傾向等を述べてい く・

(1)器 種 分類

ア)磁 器

磁器 は91点 図化 した。産地 を見 る と肥 前産81点(89.0)、 瀬:戸美濃産6点(6.5%)、 中国潭州窯産3点(3.2%)、

と肥 前産 が大多数 を占めている。 これ は江戸 時代後期 に瀬戸美濃地 方で磁 器生産 が始 まるまでは磁器 流通 の

主体 が肥前地方 にあった ことを示 してい ると思 われる。

器種 は多様 であ るため、形状 を中心 に碗類 ・皿類:・鉢類 ・壷類 ・瓶 類 ・蓋類 ・その他 に大別 した。 さ らに

その中で用途別 に碗類:は碗 ・小杯 ・猪 口 ・蕎 麦猪 口、皿類:は皿 ・段皿、鉢類 は鉢 ・段重、瓶類 は瓶 ・徳利 ・

神酒徳利 に細分 した。 また、 その他 として向付、紅猪 口、人形水滴 な どがみ られた。器種別 にみ る と生活雑

器 と考 え られ るもの として碗、小杯、猪 口、蕎麦猪 口、皿、段皿、鉢 、段重、徳利、神酒徳利、壷 類、蓋 が

出土 している。 中で も碗、皿 が圧倒 的に多 く、碗 は36点(39.5%)、 皿 は29点(31.8%)み られた。や は り生活

の道具 として碗や皿が身近 にあったので あろ う。 また、生活雑器以外で は人形水滴、向付、紅猪 口等がみ ら

れ るが、点数 は ごくわずか なものであった。

イ)陶 器

陶器 は磁器 に比べ点数 が多 く、265点 図化 す ることがで きた。産地 もバ ラエ ティに富 んでお り、瀬:戸美濃

産 、肥 前産、京 ・信 楽産、常滑産 な どがみ られ る。比率 は瀬戸美濃産219点(82.6%)、 次 いで肥前産28点(10.5

%)、 京 ・信楽産13点(4.9%)で あ り、瀬戸美濃産 が極 端 に多 くなってい る。磁器で は肥 前産 が大 多数 を占め

ていた ことを考慮 する と、磁器 は肥前産、陶器 は瀬戸 美濃産 が主体 的に流通 していた事 が推察 で きる。

器種 は碗 類、皿類、鉢類:、蓋類、壷類、瓶類、甕類、 その他 に分類 した。 さらに磁器 と同 じく用途別 に碗

類:は碗 ・小杯、皿類 は皿 ・灯明皿 ・灯 明受 け皿、鉢類 は鉢 ・揺鉢 ・捏鉢 ・植 木鉢、蓋類 は蓋、壷類 は壷 ・四

耳壷、瓶i類は瓶 ・徳利 ・神酒徳利、甕類は甕 とい うよ うに細分化 した。

器種 につい ては碗59点(22.2%)、 皿82点(30.9%)、 鉢16点(6.0%)、 す り鉢15点(5.6%)、 蓋9点(3.3%)が 特

に多 く、磁器 と同 じ く生活雑 器が多 く出土 している といえ る。 また、磁 器に比べて よ り多様 な器種 がみ られ

る事 も大 きな特徴 であ り、 よ り身近 な道具 として陶器 があった ことが窺 える。 もう一つ大 きな特徴 として天

目茶碗8点 、 向付10点 、茶入2点 と商人地 に して は茶器 が多 く出土 してい るこ とが挙 げ られ る。特 に天 目茶

碗 と向付 は多 く出土 してい るため、 当該地 の住人 が茶 の湯 を嗜んでいた ことが推察 で きる。 その他 、特殊 な

品 として仏花瓶、仏飯具、神酒徳利 な どの神仏用 品や煙管の雁 首、餌猪 口、乗燭 、髪油壷、髪盤等 がみ られ た。

ウ)土 器

本遺跡 では土師質の もの を土器 として区分 した。 これ らは総 じて無粕 のものであ る。土器 は どの検 出面で

も普遍 的 にみ られ、総 計113点 図化す る ことがで きた。陶磁器 とは違 い、器種 は ご く限 られてお り、皿79点

(68.1%)、 内耳鍋23点(19.8%)が ほ とん どで ある。 その他 の もの としては蓋、植 木鉢、焙烙鍋、火鉢 が少数

あるのみであった。土器皿の ほとん どには灯 明皿 として使用 された痕跡 がみ られ るが、 中には底面 に墨書 の

あるもの も確 認で きた。墨書土器 は4点 出土 してお り総 じて底面 に墨書が書かれていた。墨書 は 「三」が1点 、

「○」が3点 であ った。
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また、数点で はあるが瓦質 陶器 も出土 してい る。瓦質陶器 は3点 の内2点 が火鉢 で あ り、 残 る1点 は壷類 で

あった。総 じて残存状態 が悪 く、詳細 は不 明であ る。

エ)瓦

瓦 は破片での 出土 が多 く、 出土点数 は多 い ものの図化で きたものは3点 のみであった。2点 が丸瓦 であ り、

1点 が五七桐紋 の軒丸瓦 であった。

オ)土 製品

土製 の出土物 の中で も土器 ・陶磁器 にあた らない製 品 を土製 品 として区分 した。土製 品は非 常 に少 な く、

9点 を図化 したのみ であ る。g点 の うちのほ とん どは鞘 の羽 口で あ り、計6点 出土 している。残 る3点 は土鈴2
めんかた

点 と面摸1点 で ある。共 に遊戯具で ある と考 え られ る。

(2)各 検出面の様相

第1検 出面

第1検 出面で は近世 に属 す る遺 物 を中心 に29点 の土 器 ・陶磁器 を図化 した。出土量 は磁 器4点(13.8%)、

陶器24点(82.8%)、 土器1点(3.4%)と 陶器 が多 い。陶 器磁 器共 に瀬 戸美濃産が圧倒 的 に多 く、実 に90%以 上

が瀬戸 美濃産 である。 これは当該期 の陶磁器流通 にお いて は瀬戸美濃 が中心 であったこ とを示 してい る と思

われ る。

全体 的な遺物 の様相 か ら第1検 出面 は19c以 降、明治期 である と思われ る。

ア)磁 器

出土点数 は多 くはないが、瀬:戸美濃産 が2点 、肥前産 が2点 の計4点 出土 してい る。器種 は3点 が碗、残 る1

点が蓋であった。

2は 染付 の筒型碗 である。器面 はほぼ直 に立 ち上 が り、外面 には青海波 に植物 が描 かれてい る。肥 前産で

18c中 ごろに比定 され るであろ う。

イ)陶 器

陶器 は総 じて瀬戸美濃産の ものであった。器種 は多岐 に渡 ってお り、碗 ・徳利 ・壷 ・鉢 ・灯明受 け皿 等の

生活用品 に加 え、植 木鉢 や水滴等 も出土 している。 中で も碗3点 、皿3点 、徳利4点 が若干多 いよ うに見 受 け

られ るが、点数的 な差異 が大 きいわけではないた め各器種 が普遍的 に出土 している といえよ う。

22～24は いわゆる貧 乏徳利 である。やや灰色 の胎土 に鉄粕で文字 が書 かれて いる。総 じて破 片 での出土

となるため文 字 は読み とり難 いが、23に は「本」の字 が認 め られ る。5は 鎧手茶碗で ある。内面 と外面 口縁部

に鉄粕 がかけ られ、外面 には回転施文具 による連続沈線 が施 されてい る。

ウ)土 器

土器 は17の1点 のみ図化 した。植木鉢 の底部 と思われ、中心 と思われ る箇所 には穿 孔がみ られ る。帰属時

期等 は不 明である。

第]1検 出面

第II検 出面 で は134点 の遺物 を図化 した。磁器59点(44.0%)、 陶器64点(47.7%)、 土器6点(4.4%)、 土製

品5点(3.7%)と 他 の検 出面 に比べて磁器 が多 く見受 けられ る。産地で は瀬戸美濃産49点 、肥前産61点 と肥 前

産 が多 く出土 してお り、 特 に磁器 は59点 中55点 が肥 前産 である。 これは当該期 に於 いては瀬戸 美濃地方 で

の磁器生産 が行 われてい ない ことに起 因す ると思 われ る。第HI検 出面 に比べ る と磁器の 出土点数 が3倍 近 く

増加 してい るこ とを踏 まえ ると、 この頃か ら肥前産磁器の流通量 が増加 した と考 え られ るであろ う。陶器は

64点 中45点 が瀬戸美濃産 で あ り、次 いで京 ・信楽産 が10点 、肥前産 が6点 み られ る。 この ことか ら陶器 は瀬
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戸美濃が流通の主流を占めていたことが分かる。

器種構成 としては碗類36点 、,皿類38点 など生活雑器である碗皿類が多数 を占めている。 また、少熱で信

あるが仏花瓶、仏飯具、神酒徳利など信仰に関わるものや向付なども出土 している。

上層か らの混入品も多数あると思われるが、全体的な様相からこの面は18c中 葉～後葉に属す ると考 え

られる。

ア)磁器

磁器は59点 を図化 した。卑に触れ左連 り59点中55点 が肥前産であ
.る。残る4慮は瀬戸美濃産であるがこれ

らは上層 か らの混入遺物で あると考 え られる ものであるため、磁器 は肥前産 のみ が出土 してい る と考 えて も

よいであろ う。

・器種 構成 は碗類19点(32.2%)、 蕎麦猪 口3点 、段重3点 、皿類23点(38.9%)、 瓶類2点 、徳利2点 、神酒徳利2点 、

蓋3点 、人形水滴1点 であ り・や は り碗皿類が 多 く出土 セてい る・ 、

36は 染付の確で ある。外面 には斜格 子文 の中 に菊花文 が描 かれてい る・器形 はやや丸み を帯 びて立 ち上が

る碗 であ るが、 内面 口縁付近 の紬 が削 り取 られて い る。18c中 葉 の ものであろ う。41は 肥前産 の段重 で あ

る。外面 は恐 ら く8分割 され、宝文 と蛸唐享文 が交互 に配置 されてい る・器形 はほぼ垂直 に立 ち‡ が り・ 内

面 口縁部付近 は粕 が削 り取 られて いる。18c中 葉～後葉 の もので あろ うと思 われ る。45は や や斜 めに立 ち

上が る蕎麦猪 口であ る。外面 には氷裂地 に菊花様 の花 が描 かれている。18c後 半～19c初 頭 の もので あろう。

62は 染付 の蓋 で ある。上面 には淫弁文 がみ られ る。 内面 には中心 に向 けて5つ の文字が書 かれ てい るが、読

み取一りづ ら く何 ρ字 で あるかは不 明で ある。64は やや 口1径が広 い碗 であ る。外面 には蛸唐草文、 内面 に は

四方裡がみ られる。蛸唐草文 はやや省略されたものであり・叩市裡も崩れている・恐 らく18c中 葉～後葉

のもので ある と思われ る。68・72は 染付碗 であ る。外面 を3単 位 に区画 し、 区画 内に紅葉の葉 を描 いてい る。

内面見込 み には「寿」の字 が記 されてい る。双 方共 に17c後 半か ら18ρ 初頭 であ ろ うと思 われ る。76は 斜格

子 に菊花文 が描かれた筒型碗で ある。胴部 のみの出土 であるが、やや薄手 で垂直 に立 ち上 が る碗 で あると思

わ れ る・78は 染付 の輪花碗 で ある・外面 に は矢羽状 ρ区画ρ間 に井桁様 の文様 が施 され てお り・ 口縁部(ρ

一一部 を窪 ませ て輪花状 に成形 してい る。全 面被熱 してお り、やや 白色化 してい る。80・81は や や薄手 の蕎

麦猪 口で ある。双方共 に底径 がほぼ同 じで外面 に同様 の風景文 が描 かれているため同製 品であ る と考 え られ

る。18c中 葉 ～後葉 に比定 され るであろ う。106は 口径18cmの 大皿 である。 内外面 ともに呉須染付 が施 され

てお り、外面 は唐草文、 内面 は花唐草文 が描 かれてい る。高台 が低 く緩や かに立 ち上が る皿 で口縁部 には口

錆 が施 されてい る。18c中 葉の皿 で あろ うと思われ る。110は 肥前産 の段皿で ある。内面 には梅 花文、外面

には唐草文 が描 かれてい る。口縁部付近で若干の段 がつ き、 口縁 は輪花状 に成形 されてい る。 また、 口縁部

に口錆 がみ られ る。159は 人型 の水滴で ある。欠片 での出土で あるため詳細 は判 断 しがたいが、右手 に鯛 を

抱 えた恵比寿様 である と思 われる。外面 は透明粕 を施粕 した後金や赤 で上絵付 けされてい るが、絵付 けのほ

とん どは剥落 して しまってお り詳細 は分 か らない。 また、右手 の肩部 には穿孔 がみ られ る。

イ)陶 器

陶器は64点 を図化 した。産地 をみ る と45点 が瀬戸美濃産 、10点 が京 ・信楽産 、6点 が肥 前産 で、あ り、瀬:戸

美濃産 が70%を 占めている。瀬戸美濃産 陶器 には多数 の器種 が見受 け られ るが、 中で も碗類:、皿類 、鉢、瓶

類 な どの食膳具や乗燭、揺鉢、灯 明受 け皿 な どの生活雑器 が多 く出土 している。 また、 その他 の器種 でも水

滴、仏花瓶、仏飯具、神酒徳利 な ど恒常的 に使 用す るものが多 くみ られるため、瀬:戸美濃産陶器 は よ り身近

に使用 されていた と考 え られ る。京 ・信楽産陶器 はほぼ碗 で構 成 されている。碗 の多 くは灰粕 に上絵付 けを

施 された ものであ り、京焼 と考 え られ る。肥前産 もや は り碗、皿、雪平鍋 な どと食膳具 が多 く見受 けられ る

が、 向付 が1点 出土 している事 も特徴 の一つ とされ るで あろう。
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34は 鉄絵皿 であ る。器高 が低 くやや厚 みのある皿 で、中央 には鉄粕 で樹木 の ような絵付 けが施 されている。

見込み には3箇 所 トチン痕 がみ られ る。18c初 頭 ～中葉 の瀬戸 美濃産 で あろ う。44は 唐津 向付 の一部 と思 わ

れ る。 中央付近 か ら若干段 を持 ち、外側 に大 き く開 く形状 であ り、口縁部 は恐 ら く輪花状 に成形 されてい る

と思われ る。 内面 は鉄粕 で絵付 けが施 されてお り、 やや薄 い長石粕 が施粕 されて いる。16c末 ～17c初 頭

のものであろ う。47は 肥前産 の大皿 であ る。全面 が被熱 して しまって い るた め粕調 が判別 し難 いが、呉 須

と鉄粕で絵付 けされた後 透明紬 が施粕 されてい る と思わ れる。17c後 半 ～18c前 葉 の もので あろ う。48の

蓋 は無粕 陶器 の蓋 である。外面 は同心円状 にハケ 目がみ られ、内面 には窯 印 と思 われる印刻がみ られ る。 内

面 には一面 にベンガ ラが付着 している。ベ ンガ ラは器面 に塗布 してあ るわ けではな く付着 してい る程度で あ

るので、お そ ら くベ ンガ ラ容 器 として使用 されて いた もので ある と思 われ る。51は 灰紬 ・鉄紬 掛 け分 けの

仏花瓶であ る。扁平 な脚 か らふ くらみ を帯 びた胴部 の上端 に耳が付 き、 口縁 が大 き く広が る形状 で あ り、上

半 は灰粕下半 は鉄紬 が施粕 されている。瀬戸美濃産18c中 葉 のもので あろ うと思われ る。

82は 京焼 の丸碗 で ある。全体 的 に丸みを帯 びた形状 をしてお り、灰粕 が施粕 されている。外面 には銅緑 粕

で唐草様 の模様 が上絵付 けされてい る。18c前 半代 であ ろ うと思わ れ る。83は 厚み のある丸碗 であ る。 外

面 は呉須 と鉄 粕で樹木 が絵付 けされてい る。肥 前産 であ ると思われ るが帰属 時期 は不明 である。85・89は

共 に京焼 の碗 で ある。85は 口縁端部 が外側 に反 る丸碗、89は 胴部 が垂直 に立 ち上 がる筒型碗 で ある。双 方

共 に鉄絵付 けされてお り、 同様 の松文が描 かれている。共 に透明粕施粕 であ るが被熱 して若干 白色化 してい

る。18c中 ごろに帰属 す るで あろ う。g1の 皿 は摺 絵皿 であ る。全面 が被 熱 してい るため詳細が っ かみ に く

いが型紙摺 りで桜花 が描 かれてい ると考 え られ る。17c後 半～18c前 半 の肥前産 であろ う。g2は 底部 の一

部 のみ の出土 であ るが、恐 ら く碗で あると思 われる。外面 には灰粕 が施粕 されてお り、高台には錆 が塗布 さ

れている。底面 高台内には墨書 がみ られ る。何 らかの文字で あると思 われるが、破片のみの出土 であ るため

全容 は不 明で ある。120か ら123は 灯 明受 け皿 で ある。123は 受 けが低 く、 それ以外 は受 けの高 い皿 で、121

が鉄粕施粕 であ る以外 は総 じて灰粕 が施粕 されてい る。 また、122の 受 け皿 は油 口が穿孔 によ り設 け られて

いた。140の 鉢 は京焼 で ある と思われ る。やや低 い高台か ら丸み を帯 びて立 ち上が り、外面 を輪花 状 に成形

した鉢 で ある。胴 部 中央 には鉄粕 で花弁文 が絵 付 けされてい る。18c末 に帰属 す るであろ う。154・155は

陶胎染付 の仏飯具 である。155の 方が 口径 がやや大 きいが双方共 に斜格 子 に菊花文 が描 かれてい るため同製

品である と考 え られ る。18c後 半に帰属す るであろ う。160は 総織部 の水滴で あると思われ る。上部の1/4程

度 の破片 であるため詳細 は不 明で あるが、型押 し成形 で菊花弁様 の切 り込 みの上部 に葉 が表現 されてい る。

穿孔 は上部外側 よ りに空 けられてお り、中央部 にも穿孔の一部 と思われ る箇所 がみ られる。

ウ)土 器

土器 は6点 出土 した。器種 ごとの内訳 は皿3点 ・焙烙鍋2点 ・火鉢1点 で ある。

1255・126の 皿 にはスス が付着 して いるた め、灯 明皿 としての使用 が推定 される。124は カワラケであ る と

思 われ る。器 高 は低 く、底面 には回転糸切 り痕 がみ られ る。口径 は16.8cmと 広 く、スス等 の痕跡 はみ られ

ないため灯 明皿 としてで はな く、地鎮や抱衣皿 な ど他 の用途 が想定 で きるで あろ う。147は 口径13.8cmと

やや小ぶ りの焙烙鍋 であ る。 内外面 ともに丁寧 な ミガ キがかけ られてい た。143は 一部のみの出土 であ るた

め詳細 は図 りかね るが、恐 ら く火鉢 の口縁部 であると考 え られる。外面 はほぼ直 に立 ち上 がって お り、 「田」

と思われ る刻 印がみ られた。器面 はナデ調整 の後外面 のみ ミガ キがか け られている。

エ)土 製品

5点 の土製 品が出土 してい る。総 じて鞘 の羽 口であった。大 きさはおお よそ同 じで あると思 われ、 口径 は

約6～8cmの 範囲で ま とまってい る。 中でも58は 胴部 外面 に鉄澤 が付着 していた。 また、49は 外面 に被熱痕

が認 め られた。
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第 皿検 出面

第III検 出面 か らは167点 の遺物 が 出土 している。種別 ごとの内訳 をみ る と、磁 器19点(11.3%)、 陶器91点

(54.4%)、 土器52点(31.1%)、 瓦2点(1.1%)、 土製 品3点(1.7%)で あった。磁器 が若干 出土 して い るがや は

り陶器 の割合 が多 く、実 に半数以上 が陶器 であった。 また、 これ ら陶器 の中に2点 のみ瓦質 陶器がみ られ た。

土器 は陶器 に次 いで 出土量 が多 く、全体 の約30%が 土器 であ る。土器 のほ とん どは皿 であ り、 スス が付 着

しているものが多い ため、灯明皿 としての用途 が示唆 され る。 土製 品は3点 のみ出土 した。

器種別 の様相 では碗26%、 皿15.5%、 鉢16%と やは り食膳器 が多数 出土 してい る。鉢類 は鉢 と播鉢 が ほぼ

半数ずつ出土 して いる。播鉢 はほぼ陶器 であったが1点 のみ土 製の揺鉢 が出土 して いる。 また、 その出土 数

こそ少ないが、 内耳鍋、焙烙鍋 な ど多種 多様 な器種 がみ られ ることも特徴 の一つ といえよう。 その他 特殊 品

として陶器製 のキセルや面摸、土製の鈴、茶器 とされ るもの な ども出土 している。特 に茶器 において は、調

査地が町屋 であ るとされ ている場所 で あることを踏 まえる と、注 目すべ き特徴 である と言え よう。

産地別 で は瀬 戸美 濃産79点(47.3%)、 肥 前産24点(14.4%)、 京 ・信 楽産2点(1.2%)、 常滑産1点(0.5%)、

中国産3点(1.8%)、 在地産47点(28.1%)、 産地不 明品11点(6.6%)と 瀬 戸美濃産 が約半数 を占めてい る。瀬:

戸美濃産 は全 てが陶器 であ り磁 器 はみ られ ない。反対 に肥前産 は陶器8点 、磁 器15点 と磁 器が多 い。 これ は

当該期 には瀬戸美濃地方 にお ける磁 器生産 が行 われてい ない こ とに起因す る と思われ、陶器 は瀬 戸美濃産、

磁 器は肥前産 が 占め るとい う流通 の様相が見受 けられ る。

出土遺物 か らおお よそ17c中 葉 ～18c前 葉 に帰属 す ると思われ る。

ア)磁 器

18点 の磁 器が出土 してい る。産地別 にみ る と、3点 のみ中国産磁器 が 出土 してい る他 は全て肥 前産磁器 で

あ る。・器種 は碗8点 、皿6点 、鉢1点 、向付1点 、小杯1点 、猪 口1点 とほ とん どが染付の碗 ・皿 であ ったが、1

点 のみ波佐見産の向付が出土 している。

碗 は8点 出土 してい る。181は 筒型碗で あるが、 それ以外 の もの は丸碗 とな る。全 てに染付 がみ られ、226

は山水文、235・236・265は 草花文 が描 かれていた。263に は漆 継 ぎ痕 がみ られ る。外面 には草花文 の 中に

屏風 が描 かれてい る。181は 筒型碗 で ある。高台端部及 び底面 には砂 が付着 していた。

213は 猪 口で ある。底部 のみの出土 で あるが見込み には菊花 、底面 には「福」の銘 がみ られ る。211は 小杯

である。灰 白色 の胎 土 に透明粕 がかけ られてお り、全面 が若干被 熱 している。

皿 は6点 み られた。 内177・204・227・279の4点 力§肥前産、169・217の2点 が中国産 であ る。279は 染 付皿

の胴部 で ある。見込 み には草花文 と思われ る文様 が描 かれてい る。177は 段皿 で ある。見込 みに は雲文 が描

かれ、 その下 には菊花 文 が描 かれてい る。204・227は 同形 の皿 で ある。 ロク『ロで成形 された後 内面 口縁部

に型打 ちで捻花状 の模様 が入れ られてい る。227は ほぼ完形 で 出土 してお り、見込 みには染付 で山水文 に鳥

が描 かれてい る。双 方 とも17c中 葉 の伊万里製品で あろう。204は 口縁部 のみの出土 であ る。 断面 の一部 に

は漆継 ぎ痕 がみ られ る。

169は 中国潭 州窯産 の皿 で ある。 外面 は雲文 で充填 され、見込 み には雲 間に龍 が描 かれてい る。217も 同

じ く潭州窯産 の皿 で ある。17c前 葉 のもので あろう。169に 比べてやや小ぶ りな皿 であ り、見込 みに は鳳風

が描 かれてい る。底面 には銘 が描 かれてお り、恐 ら く「長」で あると思 われるが一部 しかみ られず詳細 は不明

で ある。17c中 葉 の もの と思われ る。

鉢 は237の1点 のみ 出土 してい る。 高台 の低 い鉢 であ り、見込 み には草花文 が描 かれてい る。17c中 葉 に

帰属す るで あろ う。241は 波佐見産青磁 の向付 である。型打 ち成形 で見込 み には花文 と思われ る印刻 がみ ら

れ る。口縁部 には口錆 が施 されてい る。17c中 頃のものであろ うと思われ る。
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イ)陶 器

94点 の陶器 が出土 している。 内2点 は瓦質 陶器 で ある。陶器 は瀬戸美濃産 が最 も多 く、79点(84.0%)出 土

して いる。次 いで肥前産9点 、京 ・信楽産2点 、常滑産1点 が 出土 してい る。数量 として は瀬:戸美濃 産 が突 出

して多 く、 ほぼ瀬:戸美濃産 によって 占め られている といって もよいだろ う。

器種 は実 に多種 多様 なものが出土 してお り、碗 、小杯、皿、灯明受 け皿、鉢、播鉢、捏鉢、香 炉、壺類、

四耳壷、神酒徳利、急須、髪盤、 キセル、 向付、茶入、天 目茶 碗 などがみ られ る。 中で も食膳具 で ある碗皿

は多 くみ られ、揺鉢 も若干多 く見受 けられる。 また、 向付 ・天 目茶碗 ・茶入等 の茶器 がみ られ る ことも特徴

で ある といえ よう。

192は 錆粕 の碗 で ある。 口縁部 の一部 のみ残存 してお り、 口縁端部 にはキザ ミがみ られ た。 このキザ ミが

意図的 に付 けられたか は不 明である。17c中 葉か ら後葉 に帰属 す るであろ う。200は 器高約8cmと やや大型 の

碗で ある。内外 ともに黄緑色 の粕 がかけ られてお り、胎 土 はやや褐色 であ る。 一部 に漆継 ぎ痕 がみ られ る。

産地 は特定 しがたいが恐 ら く唐津産 である と思 われ る。274は 唐津の碗 で ある。錆紬 の碗 の外面 に は白泥 が

刷毛塗 りされ ていた。17cの もの と思 われ る。276は 京焼風肥前陶器 の碗 で ある。外面 には鉄絵 で山水流 水

文 が描かれ、 鉄絵付 け後 に灰紬 が施粕 されている。底面 中央 には刻 印がみ られ るが文字等 の詳細 は判別 で き

なかった。168・180は 京 ・信楽系の碗 で ある。168の 碗 には鉄粕 ・銅緑紬 によ り草が描 かれてい た。施粕 は

透 明粕 であ り鉄絵付 け後 に施粕 されている。18c中 葉 の もので あろ う。180は 錆粕 の湯呑碗 で ある。錆粕施

粕後 に赤 ・白の顔料 で梅 が上絵付 けされていた。一部 には焼 き継 ぎ痕 がみ られ、底面 には何 らかの墨 書がみ

られ る。249は 志野 の皿 で ある。器 高 は低 く口縁部 がや や外反 す る皿 で、全面 に長石粕 がか け られて いた。

底面 には墨書 がみ られた。墨 書 は一部残存 してい るのみで はあるが、恐 ら く「春」の字 であ ろう と思わ れ る。

248も 志野の皿 で ある。やや深 めの皿 で あ り全 面被 熱 してい た。 口縁端部 にはタールが付着 してい たため灯

明皿 として使 わ れてい た可能性 が考 え られ る。283・284は 志野の菊皿 で ある。双方 とも破 片で の出土 であ

るが、型打 ちによ る成形後 ヘ ラ状 の工具 に よ り切 れ込み が入 れ られてい る。313・314は 美濃産 の笠原 鉢 で

あ ると思われ る。双方 ともに灰粕施 粕後 に銅緑粕 を流 し掛 けしてお り、313の 一部 には漆継 ぎ痕 がみ られた。

これ らは特徴 が酷似 してい る為同一個体 であ る可能性 も考 え られ る。 また、1点 のみ特殊 品 として織部 の陶

製 キセルの雁首(327)が 出土 してい る。火皿 のみの 出土で あるが、鉄紬 によ り絵付 けされた後透 明粕 がかけ

られている。17c前 葉 のもので あろ うと思われ る。 ・

茶器

第HI検 出面 出土 の陶器 の中には茶器 として使用 され たもの として天 目茶碗2点(190・191)、 茶入2点(186・

326)、 向付3点(173・310・311)、 沓茶碗1点(207)が み られた。天 目茶碗 は ともに瀬戸美濃産 の鉄粕天 目茶

碗 で ある。口縁部やや下 で屈 曲 し、 ほぼ直 に立 ち上 が る。口縁部 はやや外反 してい た。16c末 ～17c初 頭

の ものであろ う。186・326は 茶入で ある。326は 胴部 しか残存 していなかったが恐 ら く双方 とも肩衝茶 入で

あると思われ る。ともに鉄粕 の茶入 であ り、17c中 葉 の瀬戸 美濃産 である と思 われる。向付 は173・310が 唐津、

311が 織産で あった。唐津 向付 はともに鉄絵付 け後長石粕 がかけ られてい る。16c後 半か ら17cの もので あ

ろう。311は ロクロによる成形 の後 口縁部 のみ押圧成形 されていた。・器面 は灰粕施 紬後銅 緑粕が流 し掛 けさ

れてお り、一部 に鉄絵 付 けが施 されている。207は 唐津 の沓茶碗 である。小片 のみ の出土 で あるため詳細 は

定 かではないが、 ケズ リの施 された胴部 に灰粕 がか け られてい る。16c末 ～17c初 頭 に帰属 するであ ろう。

これ らの茶器 は出土量 としては決 して多 くはないが、調査地 が商人地で ある ことを考慮 す ると一考 すべ き特

徴 であろ うと思われ る。

ウ)土 器

土器 は50点 出土 している。産地 はほぼ在地産 であ ると思われ るが、不明 とせ ざるを得 ない もの も多い。
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器種 は皿 が38点 、揺鉢1点 、鍋1点 、内耳鍋7点 、 焙烙鍋1点 、蓋1点 、不 明品1点 で ある。他 の検 出面 同様

皿が圧倒 的多数 を占めるが、 内耳鍋 な どの鍋類 が9点 出土 してい る ことは特徴 的である といえ る。 皿 は31点

にスス の付着 が確認 で きるた め、 ほとん どが灯明皿 として使 用 され てい ると思われ るが、 内3点 には底面 に

墨書 がみ られ るな ど灯 明皿 以外 の用途 も想定 され るところである。

171・251・256は 墨書の ある皿 で ある。総 じて底面 に墨書 がみ られ、171・251は 「○」の墨書 が書 かれてい

た。171に は内外面 ともにス スの付着 がみ られ るため灯明皿 としての用途 も想定 で きるで あろ う・256は 底

面 にスス が多量 に付着 してお り文字 は判別で きなか った。皿 は口径 に対 して器高がやや高 く、他 と違 って精

製 された土で焼成 されてい る。

エ)土 製 品
めんかた

3点 出土 してい る。2点 は土鈴、1点 は面摸で ある と考 え られ る。

土鈴 は185・198で あ る。185は 径3cm程 の球状 を呈 してお り、 下端 には直線状 の切 れ込 み が確 認で きる。

上面 には少 々長 めのっ まみが捻 り出されてお り、切 れ込み とは直交す る方向で穿孔 がなされてい る。帰属時

期 について は不 明であ る。

328は 半分程 度欠損 して いる と考 え られ るため詳細 は不 明で あるが、土製 の小皿 のよ うな製品 の見込 み部

分 に人面乃至 は鬼の顔 の ような模様 が凸型 に施 されている。皿 の口縁 にあた る部分 はある程 度の角度 を持 っ

て平坦 に整 え られてい る。 この ような形状か ら何 らかの型 である と推定 し、泥面子 を作 る際 に使 用す る面摸

であ ると判断 した。 このよ うな面摸 は東京都東大構 内遺跡工学部14号 館地点等 でも出土 している・

オ)瓦

合 計2点 の瓦 が出土 して い る。482は 丸瓦、483は 軒 丸瓦で あ る。483は 被 熱 してお り、多量 のス スが付着

していた。瓦 当面 には五七桐 紋がみ られ る。 これ は豊臣秀吉 が特定 の家 臣に使 用 を許 したもので、松本城 に

お いては石川 氏が使 用 を許 されてい る。 そのため石川氏 が在城 して いた天正18(1590)年 ～慶長18(1612)

年 のものであ ると考 え られる。

第IV検 出面

第IV検 出面 では36点 図化 する ことがで きた。種別 ごとにみ ると磁器4点(11.1%)、 陶器28点(77.8%)、 土器

4点(11.1%)と ほぼ陶器 で構成 されてい ることが分 かる。

器種構 成 は皿 が全体 の63.9%を 占めてお り、 突 出 して皿が多 く出土 してい る事 がわか る。 その よ うな中、

茶器 として使用 され る天 目茶碗 と向付 が合 わせ て4点(11.1%)出 土 してい る。遺構 に伴 わ ないもので あるた

め詳細 は不 明である と言わ ざるを得 ないが、注 目すべ きことで ある。

産 地 はほぼ瀬 戸美濃産 で 占め られてお り、瀬戸 美濃産22点(61.1%)、 肥前産9点(25%)で ある。 これ ら以

外の ものは在地産 か産地不明品で ある。

出土遺物 の様相 か ら17c前 葉～ 中葉 に帰属 す ると考 え られ る。

ア)磁 器

磁 器は4点 図化 した。3点 が碗、残 る1点 が鉢 であ り、 ほぼ碗で 占め られる といえる。 これ らの磁 器 は全 て

肥前産 である。331は 染付碗で ある。やや丸み を帯 びてお り口縁付近 で若干外反 してい る。外面 には染付 で

草花文 が描かれてい る。

イ)陶 器

陶器 は28点 出土 してい る。 内1点 は瓦質 陶器 で ある。産 地 はほぼ全 てが瀬 戸美濃産で あ り、5点 のみ肥前

産 が見受 け られる。特 に皿 は全 てが瀬戸美濃産 であ り、中で も志野皿 が多数 を占めてい る。肥前産 陶器は天

目茶碗、 向付、灯明皿 に限 られてお り、全て唐津 である と思 われる。
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341・344～349・351は 志野 の皿 で ある。全 て長石紬 がかけ られてお り、法量 もほぼ一定 してい る。一部

には被 熱 した ものや内面 にスス が付着 したものがみ られ るため、灯 明皿 に転用 された可能性 も考 え られ る。

総 じて16c末 ～17c中 葉 の もので あろ う。356は 総織部 の皿で ある。 口縁部 には同心 円状 の沈線 が入 れ られ、

口縁端部 は切込 みに よって波状 に成形 されて いる。恐 ら く17c初 頭 に帰属 す るで あろ う。354・355は 恐 ら

く同一個体 の灯 明皿 であ る。双方 とも暗灰色 の胎土 にやや くすん だ鉄粕 がかけ られて いる。355の 内面 には

灯芯 を固定す るために中央 に切れ込 み を持 つ突帯 が付 け られて いる。333・334は 共 に天 目茶碗 で ある。特

に334は 歪 み の大 きい天 目茶碗 で ある。腰 部で緩 や かに折れ、 口縁付近で屈 曲 しなが ら立 ち上 が る。施 粕 は

鉄粕で あ り、胎土 は暗灰色 を呈 してい る。恐 ら く唐津 であろ うが、初 山産 であ る可能性 も考 え られ る。

ウ)土 器

土器 は4点 のみ図化 した。3点 が皿 、1点 が器種不 明品で ある。皿 は総 じて 内外面 にスス が付 着 してお り、

灯 明皿 としての用途 が想定 で きる。364は 器種不 明品で ある。 その形状 か ら火鉢 等の脚 部で ある可能性 が高

い と思われ るが、小破片 のみの出土であ り断定 はで きない。帰属 時期等 も不明で ある。

第V検 出面

第V検 出面 で は45点 の土器 を図化 した。種別 は磁 器2点(4.4%)、 陶器23点(51.1%)、 土・器18点(40%)、 瓦1

点(2.2%)、 土製 品1点(2.2%)で ある。III・IV検 と同様 にして陶器 が多 く出土 してい るが、並んで土器 が多 く

出土 してい るの は特徴 的 であ る。土器 の多 くは皿 であ るが、 内耳鍋 も多数 出土 してお り、皿11点(61.1%)、

内耳鍋7点(38.9%)で あった。特 に内耳鍋 は一部集 中 して出土 した箇所 も存在 するため注 目すべ きで あろ う。

産地 は瀬戸 美濃産17点(37.8%)、 肥 前産7点(15.6%)、 中国産1点(2.2%)と 瀬:戸美濃産 が若干多 く出土 して

い る。特 に皿 ・碗 などの食膳具 は瀬 戸美濃産 が多 く、向付 な どの茶器 は肥 前産 が多い とい う傾 向がみ られ、

生活雑 器は瀬戸美濃産 が多 く流通 している とい う様相 が窺 える。

出土遺物 か ら16c末 ～17c前 葉 で あると思われ る。

ア)磁 器

磁器 は2点 のみの出土 で ある。破片 のみの出土で あるため時期産 地 ともに特定 しがた いが、恐 ら く1点 は

肥 前産、1点 は中国産(405)で ある と思われ る。405は 壷類 の底部で ある。 白色の胎土 で成形 されてお り、外

面 にはやや長石粕の混 じった透 明紬 がか けられている。胴 部及 び高 台の付 け根 には青色 の横線 がみ られ るが、

非常 に不 明瞭で あ り、染付 ではな く粕 が厚 くた まったものである可能性 も考 え られる。

イ)陶 器

陶器は23点 図化 した。産地 はや は り瀬戸美濃産 が多 く、17点(73.9%)が 瀬戸美濃産、6点(26.1%)が 肥前産

であ る。器種 は皿 が多 く9点 が皿、5点 が碗 で ある。他 には鉢1点 、壷類2点 、天 目茶碗2点 、 向付3点 が 出土

している。

373は 唐 津 の碗 であ る。全体 的 に被 熱 してお り、外面 にはスス が付着 してい る。暗灰褐 色の胎 土で成形 さ

れ、施紬 は錆粕で ある。16c後 半 のもので あろ うと思われ る。372は いわゆ る瀬戸 黒で ある。胴 部か らあま

り外反せ ず立 ち上 がる碗 であ り、漆黒 に近い黒色 を呈 してい る。16c中 葉 か ら後葉 に比定 され るで あろ う。

384は 灰粕折縁菊皿 である。 口径 約12cm、 器高約2cmを 計 る皿 であ り、 内面 は丸 ノ ミ鏑 がみ られ る。胴部付

近で屈折 し、 口縁部 がわずかに立 ち上 がる。施粕 はやや 白濁 した灰粕で、内面 にはススが付着 していた。16

c後 半か ら17c初 頭 の瀬戸 美濃産で ある と思われ る。368は 錆粕 ・灰粕二度掛 けの皿 である。高 台が低 く・器

高 も低 めの皿 であ り、全面錆粕 を施粕 したの ち中心 か ら放射状 に灰粕 を塗 り掛 けして いる。内外 面共 に口縁

部 付近 にタール状 のススが付着 してい るため灯 明皿 としての用途 が想定で きる。370は 耳付 の壷 である。や

や丸みを帯 びて立 ち上 が り口縁部付近で屈 曲す る壷で、胴部 には貼 り付 けで把手 が付 けられてい る。 内外面
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共 に灰粕 を施粕 したのち鉄粕 が掛 け られてお り、 内面 の くびれ部 は粕 が拭 き取 られてい る。 また、把 手部先

端 には砂粒 が粕着 していた。

ウ)土 器

土器 は18点 出土 してい る。皿 が11点 、 内耳鍋 が7点 で あ り皿 が多数 を占めている。皿 はほぼ全 て にススが

付着 してお り、灯 明皿 として の用途 が想定 される。 内耳鍋 は総 じて器 高が高 く内面 に工具 ナデ、外面 に縦方

向の工具 ナデに よ り成形 してい る。

調査 区外 ・廃土

調査 の中で調査 区外 の壁面や重機掘削 中の廃土 な どか らも多数の遺物 が出土 した。いずれ も出土位 置 が特

定 で きないが、調査地 内か らの出土 品である ことは明確で あるため参考資料 として67点 の遺物 を掲載 した。

417は 志野 の碗 で あ ると思われ る。底部 は残 されて いなか ったが、丸み を帯 びた碗 で ある ことが分 か る。

内外面 ともに長石粕 が施粕 されてお り、全面 に被熱痕 が認 められ る。 口縁部 と思われ る部分 は水 平 に削 られ

た ように破損 してお り、摩滅 も認 め られる。 この破 損が意図的 に行 われたもので あるかは不 明で あ るが、 口

縁部破損 の後 に二次利用 されてい る事 は明 白で ある。時期 は18c中 葉 である と思わ れる。420は 鉄粕 の天 目

茶碗 である。高台 のほ とん どが欠損 して しまってい るが、割 と緩や かに立 ち上が り口縁部付近で なだ らかに

折 れ る形状 で ある。胴 の一部 には漆継 ぎ痕 がみ られ る。 その形状 か ら17c前 葉～ 中葉 である と考 え られ る。

415は 碗 の底部 であ ると思 われ る。高台 は高 く、外面 にヘ ラケズ リ痕 がみ られ る。 内面見込 みに は呉須で十

字 の花文 が描 かれてい る。肥 前産18c代 の碗で あろ うと思われ る。419は 陶器焼締 めの筒型碗 で ある と思わ

れる。胎土 は暗灰色で非常 に硬 く締 まってお り、 内面 は茶色 に変色 してい る。外面 には染付で風 景文 と思わ

れ る模様 が描 かれてい る。恐 ら く肥前産 で18c代 のものであろ う。459は 唐津 の茶入で ある。灰褐色 の胎 土

にやや緑 がか った灰 粕がか けられてい る。恐 ら く17c代 のもので あろ う。467は 志野菊皿で ある。 『ロク ロ成

形 の後内面 を型打 ち成形 し、口縁部 を菊弁状 に削ってい る。全体長石紬 が施紬 されてい るが、若 干被 熱 して

お り多少黒ず んでい る。479は 脚付 きの香 炉で ある。胴部 中央 で折 れ る形状 の香炉 で あ り、脚 は3単 位付 け

られていた と考 え られ る。器面 は鉄粕施紬 の後 うのふ粕 がかけ られてい る。18c末 ～19cに 瀬戸 美濃地方

で焼 かれ た もので あろう。480は 内耳鍋 の胴部 で ある。やや外反 しなが ら立 ち上 が り口縁付近 で真 っ直 ぐ立

ち上 がる。内外面共 にススが付着 してい る。胴部 口縁下 には穿 孔がみ られるが、鍋 とい う性質上使用 中に穿

孔 された とは考 え難 いので恐 ら く使用後 に空 け られた ものであ ろうと思 われ る。472は 土器皿 で ある。器高

2.8cm、 口径10.5cmを 測 る皿 で、 内面 に若 干のス ス付着 がみ られ る。底面 には墨書 が あ り、 「三」の字 が

書 かれて いる ようにみえ る。460は 灰紬天 目茶碗 で ある。底部 は欠損 して しまっているが深 めの天 目で、 口

縁部 下か ら急 に立 ち上が る。瀬戸美濃産17c前 葉 の ものであろ う。

東部 トレンチ

調査区東部 に設定 した東部 トレンチ内からも少数ではあるが遺物が出土 している。その中で図化できるも

のを6点掲載 した。414は 紅猪口であると思われる。内面は透明粕が施粕されてお り、外面は無粕で蛸唐草

文が彫 られている。
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第2表 出土土器・陶磁器一覧表

番号 検出面 出土地点 注認 種:別 器形
法量(c皿)

残存度 胎 土 層

A、 噛

・一拉法 ヨ文様 ・形態φ糊 敷∴ …
」ト

..粕調 推定年代 産地
口径 底径 器高

1 1検 検出面 1検 一〇〇1 磁器 碗 (9.8) 口:1/6 白 外面唐草文か? 染付 肥前

2 1検 検出面 1検 一〇〇1 磁器 碗 7.5 口:1/4 白 外面青海波に植物 内面口縁四方裡 染付 18c中 肥前

3 1検 検出面 1検 一〇〇1 磁器 碗 (9.4) 口:一 部残 白 口縁端部染付 全面被熱 染付 18c後 一19c初 瀬戸美濃

4 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 碗 (9.2) 口:1/8 黄灰白 陶胎染付 外面宝文か? 染付 18c後 一19c初 瀬戸美濃

5 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 碗 (3.9) 底:1/4 灰 鎧手碗 外面回転式施文具による連続沈線 内面、外面口縁部に鉄紬 鉄紬 ・灰
紬

18c中 瀬戸美濃

6 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 碗 (9.8) 口:1/4 乳白 18c中 瀬戸美濃

7 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 皿 (11.4) 口:1/12 黄灰 志野織部 長石紬 16c後 一17c初 瀬戸美濃

8 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 皿 4.8 底:2/3 黄灰 陶胎染付 内面見込み草花文 全面被熱 染付 19c前 瀬戸美濃

9 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 皿 (9.4) 底:1/6 黄白 高台端部回転糸切り痕あり 鉄紬 17c中 瀬戸美濃

10 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 灯明受皿 (9.5) (4.0) (1.4) 口:1/8底:1/4 淡黄灰 灰紬 18c後 瀬戸美濃

11 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 灯明受皿 (s.s) 口:1/4 灰 長石紬 18c後 瀬戸美濃か?

12 1検 検出面 1検 一〇〇1 磁器 蓋 6.5 口:一 部欠 白 青磁上絵付け 天井部樹木 内面口縁部無紬 天井部一部に紬溜りあり 青磁 19c中 一 瀬戸美濃

13 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 鉢 (6.0) 底:1/8 乳白 灰紬 18c後 瀬戸美濃

14 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 鉢 (19.7) 口:1/6 赤褐 内面被熱 灰紬 ・長
石紬

18c後 瀬戸美濃

75 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 播鉢 (28.2) 口:1/8 暗灰 鉄紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃

16 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 植木鉢 (8.5) 口:1/6 黄白 総織部 内面口縁部、外面銅緑紬 銅緑紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃

17 1検 検出面 1検 一〇〇1 土器 植木鉢 (8.5) 底:1/6 褐

18 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 瓶類 (8.6> 底:1/4 淡黄灰 鉄紬 不明 瀬戸美濃

19 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 瓶類 (7.5) 底:1/4 淡黄白 長石紬 不明 瀬戸美濃

20 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 徳利 (11.6) 底:1/6 灰 底部 トチン痕あ り
灰紬 ・透
明紬

18c後 一19c初 瀬戸美濃

21 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 徳利 (il.z) 底:1/8 淡黄灰 底面 トチン痕あ り
灰紬 ・透明紬 118c後 一19c初 瀬戸美濃

22 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 徳利 (14.6) 底:一 部残 灰白 鉄絵付け 透明紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃

23 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 徳利 2.8 口:1/2 灰白 鉄絵付け 内面頸部ねじり整形 透明紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃

24 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 徳利 (15.2) 底:一 部残 灰 鉄絵付け 透明紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃

25 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 甕 (9.2) 口:1/6 淡黄灰 鉄紬 17c中 一後 瀬戸美濃

26 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 鍋 (19.2) 口:1/8 淡黄白 鉄紬 18c前 一 中 瀬戸美濃

27 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 髪油壺 2.6 4.5 5.5 口:3/4底:完 乳白 灰粕 18c後 瀬戸美濃

28 1検 検出面
1検 一〇〇1

H検 一〇12 陶器 仏飯具 6.1 3.8 5.9 口:1/3底:ほ ぼ完 乳白 陶胎染付 斜格子地に菊花文 灰紬 18c後 瀬戸美濃

29 1検 検出面 1検 一〇〇1 陶器 水滴か? 胴:一 部残 淡黄白 御深井紬 17c中 瀬戸美濃

30 H検 土1 土1-003 陶器 碗 (8.6) 口:1/4 灰白 陶胎染付 外面宝か?一 部被熱 染付 18c後 瀬戸美濃

31 II検 土1 土1-002 陶器 仏花瓶 胴部:完 暗灰 胴部にうのふ紬 内部ねじれの痕跡あり 漆黒紬 18c後 瀬戸美濃

32 II検 土1 土1-001 土製品 鞘の羽口 6.6 6.6 暗褐一黒褐
33 ll検 土4 土4-006 陶器 碗 (9.0) (3.4) 5.1 口:1/5底:1/3 黄灰 陶胎染付 内外面雨垂れ 高台端部スス付着 染付 18c後 瀬戸美濃

34 1工検 土4 土4-006 陶器 皿 11.8 4.7 3.2 口:5/6底:ほ ぼ完 灰 鉄絵皿 内面見込みトチン痕あり 透明紬 18c初 一 中 瀬戸美濃

35 11検 土4 土4-008 陶器 乗燭 4.6 3.6 4.5 口:完 底:完 淡灰一暗灰 全面被熱している 不明 19c初 瀬戸美濃

36 II検 土5 土5-011 磁器 碗類 9.1 口:1/2 白 蓋付碗 斜格子地に菊花文 内面口縁部紬削り取り 染付 18c中 肥前

37 II検 土5 土5-011 磁器 瓶類 (4.1) 底:1/4 灰白 底部一部に紬飛び散り 染付 18c後 肥前

38 H検 土5 土5-011 陶器 瓶類 5.2 高台:2/3底:完 淡灰 外面施紬 外面被熱している 灰紬 18c後 瀬戸美濃

39 II検 土5 土5-011 磁器 皿 (21.1) (13.2) 3.0 口:一 部残 底:1/6 白 外面唐草文 内面見込み花唐草文 ・笹文 口錆H検 一84と同一か? 染付 18c前 一中 肥前

40 II検 土5 土5-011 磁器 皿類 (19.9) 底:1/12 白 折縁皿 内面見込み山水文 染付 18c後 一19c初 肥前
41 H検 土5 土5-011 磁器 段重 (14.4) (9.7) 口:1/6底:1/3 白 内面口縁紬削り取り 外面蛸唐草文 ・宝文 染付 18c中 一 後 肥前

42 ■検
土5・ 皿検
十62

土5-011 磁器 神酒徳利 頸:一 部 白 外面蛸唐草文下に連弁文 仏花瓶の可能性も 染付 18c後 一19c初 肥前

43 II検 土7 土7-013 磁器 段重 (15.8) 口:1/12 白 内面口縁部紬削り取り 外面雲文 染付 18c後 肥前

44 n検 土12 土12-015 陶器 向付 口:一 部残 暗灰 絵唐津 草花文 長石紬 16c末 一17c初 肥前
45 H検 土14 土14-016 磁器 蕎麦猪口 (5.0) 底:1/6 白 氷裂地に菊花文 染付 18c後 一19c初 肥前

46 II検 土18 土18-026 陶器 碗 (s.a) 底:1/6 暗灰褐 唐津産 内面一部に被熱痕あり 灰紬 肥前
47 H検 土18 土18-023 陶器 皿 (12.3) 底:1/8 暗灰 内面見込み草花文、 トチン痕あ り 染付 17c後 一18c初 肥前
48 H検 土18 土18-021 陶器 蓋 (s.o) 口:1/6 暗黄灰 内面全面にベンガラ付着 内面印刻あり 不明
49 ■検 土18 土18-022 土製品 鞘 の羽 口 (8.0) (6.9) o 暗褐一灰褐 外面一部被熱している 不明
50 II検 土22 土22-032 陶器 碗 (8.6) 口:一 部残 黄灰白 陶胎染付 外面草花文 染付 18c後 一19c初 瀬戸美濃

51 II検 土23 土23-033 陶器 仏花瓶 (9.4) 14.6 口:一 部残 黄白 鉄紬 ・灰紬重ね掛け 底部回転糸切り 灰紬 ・鉄
紬

18c中 瀬戸美濃
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52 H検 P20 P20-007 磁器 皿 (4.0) 底:1/3 灰白 内面見込み五弁花文 全面被熱 染付 18c中 肥前

53 H検 P36・P30 P36-015 陶器 碗 3.2 高台:5/6底:完 黄灰 京焼 絵付け部分紬調不明 灰紬 18c中 京 ・信楽

54 II検 P42 P42-017 磁器 皿か? 一部残 白 内面見込み草花文 染付 18c 肥前

55 H検 集石1 集 石1-001 磁器 碗 (s.7) 口:1/12 白 端反碗 外面山水文 染付 19c初 瀬戸美濃

56 H検 集石1 集 石1-001 陶器 碗類 腰:一 部残 灰白 広東碗 内面見込みトチン痕あり 染付 19c初 瀬戸美濃

57 II検 集石1 集 石1-001 磁器 皿 (9.4) (4.9) 2.0 口:1/8 白 型紙摺 り コバル ト呉須 口錆 染付 19c中 一 瀬戸美濃

58 H検 集石1 集 石1-009 土製品 鞘 の羽 口 8.0 (9.0) 暗褐一黒褐 鉄澤付着 不明

59 H検 石組1 石 組1-004 土製品 鞘 の羽 口 7.2 (7.2) 暗褐一灰褐 不明

60 H検
問知石列
1.2

間 知一〇〇8 磁器 碗 胴:一 部残 白 外面網目文 一部被熱か? 染付 17c後 一18c 肥前

61 H検
間知石列
1.2 間 知 一〇〇8 磁器 碗 (lo.s) 口:1/3 白 外面草花文 内面見込み輪ハゲ 染付 18c後 肥前

62 H検
間知石列
1.2

間 知 一〇〇7 磁器 蓋 (4.4) 口:一 部欠 摘み:1/4 白 天井部連弁文 染付 18c 肥前

63 H検
間知石列
1.2 問知 一〇〇7 陶器 植木鉢 胴:一 部残 黄灰 総織部 外面沈線、回転式施文具による連続沈線 一部破断面欠損後摩滅 銅緑紬 18c 瀬戸美濃

64 II検 検出面 H検 一〇14 磁器 碗類 (11.1) 口:1/8 白 外面蛸唐草 内面口縁部四方裡 染付 18c中 一後 肥前

65 H検 検出面 H検 一〇14 磁器 碗 (6.1) 口:1/12 白 外面風景画(楼 閣 ・樹木 ・山) 染付 18c後 肥前

66 H検 検出面 II検 一〇14 磁器 碗 (lo.6) 口:1/8 白 外面雲 染付 18c初 一 中 肥前

67 II検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 碗 (10.5) 口:1/10 白 外面松文 染付 18c後 肥前

68 II検 検出面 H検 一〇〇8 磁器 碗 (10.4) 口:1/12 灰白 外面区画内に紅葉 染付 17c後 一18c 肥前

69 n検 検出面 II検 一〇〇8 磁器 碗 (lo.o> 口:1/12 灰白 外面花卉文か? 染付 17c後 一18c前 肥前

70 H検 検出面 H検 一〇〇9 磁器 碗 (9.8) 口:1/6 灰白 外面雪持竹文 全面被熱 染付
.,18

c目1」 肥前

71 H検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 碗 (3.8) 底:1/4 白 外面連弧文 ・水仙か? 染付 18c前 肥前

72 H検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 碗 (9.8) 3.1 4.9 口:1/3底:3/4 灰白 外面区画内に紅i葉 内面見込みに 「寿」 染付 17c後 一18c 肥前

73 II検 検出面 H検 一〇12 磁器 碗 (6.3) 底:1/4 白 高台端部施紬後掻き取り 断面に漆継ぎ痕あり 染付 17c後 一18c前 肥前

74 H検 検出面 II検 一〇〇8 磁器 碗 (4.1) 底:1/3 白 内面見込み五弁花(コンニャク印判か)高 台端部付着物あり 全面被熱 染付 18c後 肥前

75 H検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 碗 (8.5) 口:1/8 白 氷裂地に菊花文 全面被熱 染付 18c 肥前

76 H検 検出面 H検 一〇12 磁器 碗類 (7.3) 口:1/6 白 筒型碗 斜格子地に菊花詰文 染付 18c 肥前

77 H検 検出面 H検 一〇〇8 磁器 碗 (4.1) 底:1/8 白 外面雲か?漆 継ぎ痕あり 染付 18c中 肥前

78 H検 検出面 H検 一〇〇8 磁器 碗類 (7.6) 口:1/8 白 輪花碗 外面矢羽区画、区画内井桁様の文様 全面被熱 染付 18c中 肥前

79 H検 検出面 H検 一〇12 陶器 碗 (4.2) 底:1/4 暗灰 長石紬 18c中 京 ・信楽

80 II検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 蕎麦猪口 (5.6) (4.8) 5.5 口:1/8底:一 部 残 白 外面風景文?H検 一58と同一製 品か? 染付 18c中 一後 肥前

81 II検 検出面 1工検 一〇〇9 磁器 蕎麦猪口 4.9 底:5/6 白 外面風景文H検 一55と同一製品か? 染付 18c中 一後 肥前

82 H検 検出面 II検 一〇〇8 陶器 碗 (9.0) 口:一 部 淡黄灰 京焼 絵付け部分銅緑紬 灰紬 18c前 半 京 ・信楽

83 II検 検出面 II検 一〇12 陶器 碗 (8.1) 口:1/14 灰 陶胎染付(呉 須と鉄絵)松 文 染付 京 ・信楽

84 H検 検出面 ll検 一〇〇8 陶器 碗 (3.6) 高台:1/6底:1/3 淡黄灰 京焼 絵付け部分紬調不明 灰紬 18c前 半 京 ・信楽

85 H検 検出面 H検 一〇17 陶器 碗 (10.6> 口:1/12 灰白 京焼 筒型碗 鉄絵、松文 一部被熱 若干被熱 透明紬 18c中 京 ・信楽

86 H検 検出面 H検 一〇〇8 陶器 碗 (s.s) 口:1/3 黄白 陶胎染付 雨垂れ 断面一部に鉄分付着 染付 18c後 瀬戸美濃

87 H検 検出面 H検 一〇〇8 陶器 碗 3.2 底:完 灰白 灰紬 不明 瀬戸美濃

88 H検 検出面 II検 一〇〇4 陶器 碗類 (8.5) 口:1/4 黄灰 鎧手碗 外面回転式施文具による連続沈線 内面、外面口縁部に鉄紬
鉄紬 ・灰
紬

18c中 瀬戸美濃

89 H検 検出面 H検 一〇14 陶器 碗 (7.s) 口:一 部残 灰 京焼 端反碗 鉄絵、松文 若干被熱 透明紬 18c中 京 ・信楽

90 H検 検出面 II検 一〇〇8 陶器 碗 (3.8) 高台:3/4底:完 淡灰 志野 長石紬 18c中 瀬戸美濃

91 H検 検出面 H検 一〇〇8 陶器 皿 (5.5) 底:1/3 灰 摺絵皿 内面見込み桜花文 全面被熱 透明紬 17c後 一18c初 肥前

92 II検 検出面 II検 一〇〇9 陶器 碗か? (6.0) 底:1/4 褐一淡灰褐 底面に墨書あり 外面一部紬剥落 内面も剥落している可能性あり 灰紬 1s 瀬戸美濃

93 H検 検出面 H検 一〇12 磁器 皿 (13.4) 口:1/8 白 外面唐草文 内面花唐草文 染付 18c初 一中 肥前

94 H検 検出面 H検 一〇14 磁器 皿 (6.2) 底:1/4 灰白 内面見込み雲 染付 17c後 一18c初 肥前

95 H検 検出面 H検 一〇〇9 磁器 皿 底:一 部残 黄白 内面見込み草花文 染付 18c 肥前

96 II検 検出面 H検 一〇〇9 磁器 皿 (5.7) 底:1/2 白 内面見込み草花文 一部鉄絵 全面被熱H検 一71と 同一固体か? 染付 17c中 肥前

97 ■検 検出面 H検 一〇17 磁器 皿 (4.9) 底:1/8 白 外面源氏香文 内面見込み風景文?全 面被熱かH検 一74と同一個体か? 染付 17c中 肥前

98 II検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 皿 (14.2) (8.6) 3.6 口:一 部 残 底:1/16 灰白 内面扇文か? 染付 17c中 肥前

99 H検 検出面 H検 一〇〇9 磁器 皿 (9.1) 底:1/10 灰白 波佐見産 バリ支え 内面見込み五弁花 底面 「寿」か? 染付 18c前 一 中 肥前

100 H検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 皿 (5.7) 底:1/4 白 外面源氏香文 内面見込み草花文か?全 面被熱H検 一75と同一固体か? 染付 17c中 肥前

101 II検 検出面 II検009 磁器 皿 (9.8) (5.4) 口:1/8底:1/8 白 玉縁皿 内面見込み草花文 全面被熱H検 一89と同一固体か? 染付
並18c目1」

肥前

102 H検 検出面 H検 一〇12 磁器 皿 (7.o) 底:1/10 黄白 内面唐草文 染付
革18
c目1」 肥前

103 H検 検出面 H検 一〇〇9 磁器 皿 (6.6) 底:1/5 白 内面見込み草花文 染付 18c 肥前

104 H検 検出面 H検 一〇14 磁器 皿 胴:一 部残 白 外面唐草文 内面松文か? 染付 18c 肥前

1051 II検 検出面 H検 一〇18 磁器 皿 (7.9) 底:1/4 白 蛇の目凹形高台 内面見込み山水文 染付 18c中 一後 肥前

1061 H検 検出面 II検 一〇14 磁器 皿 (18.s) (10.3) 3.2 底:1/10 白 外面唐草文 内面花唐草文 口錆H検 土5-4と 同一か? 染付 18c中 肥前

107 II検 検出面 II検 一〇〇9 磁器 皿 (12.5) 底:1/6 白 外面唐草文 内面風景文か? 染付 17c中 肥前
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108 H検 検出面 H検 一〇〇9 磁器 皿 (13.2) 底:1/16 白 バリ支え 外面高台部施紬後掻き取り 外面唐草文 内面見込み草花文 染付 17c中 肥前
109 H検 検出面 1【検 一〇〇8 磁器 皿 口:一 部 白色 型打成形 染付 17c後 一18c前 肥前
110 H検 検出面 1工検 一〇〇9 磁器 皿 口:一 部残 白 外面唐草文 内面見込み梅花文か?口 錆 染付 17c 肥前

111 II検 検出面 11検 一〇12 陶器 皿 (11.2) 口:1/6 淡黄灰 全面被熱 灰紬 ・鉄紬 18c中 一後 瀬戸美濃
112 II検 検出面 II検 一〇〇8 陶器 皿 12.0 口:1/6 淡灰 全面被熱 灰紬 18c中 一後 瀬戸美濃
113 H検 検出面 II検 一〇〇9 陶器 皿 (12.o) 口:1/5 淡黄灰 京焼 絵付け部分紬調不明 灰紬 18c初 京 ・信楽
114 H検 検出面 II検 一〇23 陶器 皿 (13.2) 口:1/12 黄白 陶胎染付 内面草花文か? 染付 18c後 瀬戸美濃
115 II検 検出面 1工検 一〇〇8 陶器 皿 (13.1) 口:1/8 黄白 陶胎染付 内外面草花文か? 染付 19c 瀬戸美濃
116 II検 検出面 H検 一〇17 陶器 皿 (10.7) 口:1/12 灰 内面草花文か?全 面被熱 染付 18c後 瀬戸美濃
117 II検 検出面 II検 一〇12 陶器 皿 (9.o) 口:1/5 淡灰 長石紬 18c初 瀬戸美濃
118 II検 検出面 H検 一〇14 陶器 皿 9.2 3.8 1.9 口:ほ ぼ完 底:完 淡灰褐 内面被熱している 灰紬 19c中 瀬戸美濃
119 H検 検出面 H検 一〇〇9 陶器 皿 (13.5) (6.2) 3.6 口:1/6底:1/2 黄白 陶胎染付 内面見込み樹木 ・鶴 外面唐草文 染付 19c初 瀬戸美濃
120 H検 検出面 H検 一〇〇1 陶器 灯明受皿 10.4 5.3 2.0 口:完 底:完 淡灰 底面炭化物付着 外面被熱 灰紬 18c中 瀬戸美濃
121 H検 検出面 H検 一〇14 陶器 灯明受皿 (10.4) (5.0) (1.6) 口:2/5底:3/4 淡黄灰 錆紬 18c中 瀬戸美濃
122 H検 検出面 H検 一〇〇5 陶器 灯明受皿 (lo.o) 口:1/3 淡黄灰 灰紬 18c中 瀬戸美濃
123 H検 検出面 H検 一〇〇6 陶器 灯明受皿 9.2 3.6 1.9 口:7/8底:完 暗灰 全面に鉄分混じりの土が付着している 内面被熱 灰紬 18c 瀬戸美濃
124 1工検 検出面 11検 一〇14 土器 皿 (16.8) (13.0) (1.9) 口:一 部 底:一 部 淡褐一暗褐 在地か?
125 1工検 検出面 II検 一〇〇8 土器 皿 (10.6) (6.2) (2.7) 口:1/8底:1/4 暗褐 内面スス付着 灯明皿か 16c末 在地
126 H検 検出面 n:検 一〇〇2 土器 皿 (9.6) 5.6 (2.7) 口:2/5底:4/5 暗褐 内面スス付着 灯明皿か 17c前 半 在地
127 H検 検出面 II検 一〇12 磁器 蓋 (9.6) (8.3) 口:1/4 黄灰 天井部円形区画 外に草文 口縁部無紬 染付 17c後 一18c初 肥前
128 II検 検出面 H検 一〇〇9 磁器 蓋 (10.6) 口=1/6 白 外面菊弁に菊花 内面菊弁 染付 18c初 一 中 肥前
129 H検 検出面 II検 一〇17 陶器 蓋 (14.6) (12.7) 口:1/16 灰白 外面花唐草文 砥部産の可能性あり 染付 17c中 肥前
130 H検 検出面 1工検一〇〇8 陶器 蓋 (16.1) 口:1/10 黄白 織部 内面口縁紬剥ぎ取り 灰紬刷毛掛け 灰紬 ・銅

緑:紬 17c中 瀬戸美濃
131 1工検 検出面 H検 一〇14 陶器 蓋 (6.0) (4.8) 口:5/8 黄灰 天井部鉄紬 ・銅緑紬で模様 穿孔あり 摘み部欠損 灰粕 18c後 一19c初 瀬戸美濃
132 H検 検出面 陶器 蓋 つまみのみ残存 淡黄灰 織部 銅緑紬 17c中 瀬戸美濃
133 II検 検出面 II検 一〇17 陶器 蓋 つまみのみ残存 暗灰 漆黒紬 不明
134 11検 検出面 II検 一〇17 陶器 蓋 つまみのみ残存 暗灰 灰紬 不明
135 II検 検出面 H検 一〇〇8 陶器 蓋 (8.4) 口:1/5 淡黄灰 灰紬 18c 瀬戸美濃
136 II検 検出面 H検 一〇12 陶器 蓋 9.3 6.1 1.9 口:1/3底:5/6 暗灰 つまみ部欠損 灰紬 18c中 瀬戸美濃
137 1工検 検出面 H検 一〇〇8 磁器 鉢 (7.9) 底:1/4 白 蛇の目凹形高台 内面見込み風景画か?外 面くぼみあり 染付 17c後 肥前
138 1工検 検出面 II検 一〇〇8 磁器 鉢 (z.a) 底:1/4 白 蛇の目凹形高台 内面見込み雲文か? 染付 18c中 一 後 肥前
1391 H検 検出面 H検 一〇〇8 磁器 段重 (s.s> 底:1/4 灰白 漆継ぎ痕あり 染付 17c中 肥前
140 H検 検出面 II検 一〇14 陶器 鉢 (6.2) 底:1/3 淡黄灰 京焼 ロクロナデ後型打ち成形 内面重ね焼痕あり 外面花弁文 灰紬 18c末 京 ・信楽
141 H検 検出面 1工検 一〇13 陶器 香炉 口:1/3 暗灰 口縁端部紬が剥離している 全面被熱 漆黒紬 18c以 降 京 ・信楽
1421 II検 検出面 H検 一〇〇9 陶器 播鉢 (33.2) (11.o> 13.3 口:1/5底:1/2 淡黄灰 錆紬 18c中 瀬戸美濃
143 H検 検出面 H検 一〇11 土器 火鉢 (32.2) 口:一 部 淡褐一暗褐 内面 「田」の刻書か?
144 H検 検出面 II検 一〇〇8 陶器 鉢 (20.8) 口:1/12 黄灰 灰紬 18c後 瀬戸美濃
145 H検 検出面 H検 一〇12 陶器 鍋 (6.6) 底:1/4 暗灰 行平鍋 内面鉄紬付着 内面トチン痕あり 外面スス付着 唐津産か? 肥前
146 H検 検出面 11検 一〇〇8 土器 焙烙鍋 (23.8) 口:1/9 暗褐 18c後 半
147 H検 検出面 H検 一〇12 土器 焙烙鍋 (13.8) 口:1/14 暗褐 口縁部の歪みひどく角度不明瞭 19c初
148 H検 検出面 II検 一〇12 陶器 瓶類 (3.4) 高台:一 部欠 底:完 淡灰 鉄紬 18c中 瀬戸美濃
149 H検 検出面 II検 一〇17 磁器 瓶類 (4.4) 高台:1/2底:完 淡灰 内面見込み一部に紬飛び散り 外面被熱 染付 肥前
150 u検 検出面 H検 一〇17 磁器 神酒徳利 胴:一 部残 灰白 外面蛸唐草文 全面被熱 染付 18c中 一後 肥前
151 II検 検出面 II検 一〇13 磁器 徳利 胴:一 部残 白 型紙摺 り コバル ト呉須 外面山水画、雷文 染付 明治以降 瀬戸美濃
152 H検 検出面 H検 一〇10 陶器 神酒徳利 2.2 底:完 淡黄灰 一部被熱 している

灰紬 18c中 一19c初 瀬戸美濃153 H検 検出面 1工検 一〇〇8 陶器 神酒徳利 2.4 底:完 淡黄灰 灰紬 18c中 一19c初 瀬戸美濃154 II検 検出面 1工検 一〇〇9 陶器 仏飯具 (6.6) (5.2) 5.4 口:1/3底:一 部 残 黄白 陶胎染付 外面斜格子地に菊花文 染付 18c後 瀬戸美濃
155 H検 検出面 H検 一〇23 陶器 仏飯具 (5.5) 口:1/2 黄灰 陶胎染付 外面斜格子地に菊花文 染付 18c後 瀬戸美濃
156 H検 検出面 II検 一〇14 陶器 仏飯具 4.4 底:2/3 淡黄灰 灰紬 18c中 瀬戸美濃157 H検 検出面 H検 一〇〇8 陶器 仏飯具 4.4 底:一 部欠 淡黄灰 灰紬 18c中 瀬戸美濃158 H検 検出面 H検 一〇12 陶器 乗燭 5.7 3.2 5.3 口:1/2底:完 暗灰 全面被熱している 鉄紬 19c初 瀬戸美濃159 II検 検出面 H検 一〇17 磁器 人形水滴 胴:一 部残 白 透明紬後上絵付け 手つくね成形 若干被熱か? 透明粕 不明 瀬戸美濃160 H検 検出面 II検 一〇14 陶器 水滴 胴:一 部残 灰白 総織部 上面中心部に穿孔か? 銅緑紬 17c中 一後 瀬戸美濃161 H検 検出面 II検 一〇〇8 陶器 水滴 暗灰 灰紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃162 II検 検出面 H検 一〇13 陶器 餌猪口 (6.1) (6.o) (2.4) 口11/3底:1/4 暗灰 全面被熱している 灰紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃163 n検 検出面 11検 一〇13 土製品 鞘の羽 口 7.9 (s.1) 暗灰
164 皿検 土2 土2-009 陶器 碗 (12.0) 口:1/6 灰白 全面被熱 灰紬 17c中 一 後 瀬戸美濃
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165 皿検 土2 土2-011 陶器 碗 (9.o) 3.0 6.2 口:1/8底:3/4 灰白 錆紬後鉄紬流し掛け
錆紬 ・鉄紬 18c中 瀬戸美濃

166 皿検 土2 土2-013 陶器 碗 (9.2) 口:1/4 灰 鉄紬 17c後 一18c前 瀬戸美濃

167 皿検 土2 土2-010 陶器 碗 5.1 底:完 灰白 全面被熱 灰紬 18cか? 瀬戸美濃

168 皿検 土2 土2-017 陶器 碗 (li.o) 口:1/6 灰白 京焼 鉄紬、銅緑紬による絵付け 透明紬 18c中 京 ・信楽

169 皿:検 土2 土2-003 磁器 皿 底:1/2高 台:欠 白 潭州窯産 内面見込み龍文 外面雲文 染付 16c-17c前 中国

170 IH検 土2 土2-012 陶器 灯明受皿 (lo.2> (4.7) 2.0 口:1/6底:1/8 灰 初山か?胎 土に気泡あり 錆紬 不明

171 皿検 土2 土2-015 土器 皿 10.5 5.9 3.3 口:1/4底:完 暗褐 底部 「○」の墨書 あり 内外面スス付着 16c末 一17c前 か?

172 :皿検 土2 土2-017 土器 皿 (9.0) 口:1/6 暗褐 17c前 か?

173 :皿検
土2・V検
検出面

土2-012 陶器 向付 口:一 部残 灰一黄 白 絵唐津 内面花唐草か?一 部被熱 長石紬 16c後 肥前

174 皿検 土2 土2-001 陶器 揺鉢 (33.4) (12.4) 13.1 口:1/3底:一 部 灰白 錆紬流し掛け 底部拭き取りか? 錆紬 18c前 一 中 瀬戸美濃

175 皿検 土2 土2-008 陶器 揺鉢 (9.6) 底:1/3 灰白 錆紬 18c前 一 中 瀬戸美濃

176 皿:検 土2 土2-006 陶器 髪盟 11.7 3.7 3.5 口:一 部欠 底:完 黄灰 摺絵草花文 内外面付着物あり 灰紬 18c前 一 中 瀬戸美濃

177 皿検 土5 土5-020 磁i器 段皿 (20.0) 口:1/10 白 内面見込み雲に菊花文 染付 18c 肥前

178 皿検 土5 土5-020 陶器 不明 (2.5) 一部残 灰白 型打ち成形か?底 部無紬 全面被熱 灰紬 不明 瀬戸美濃か?

179 皿検 土9 土9-023 土器 皿 (10.2) (6.0) (2.2) 口:1/12底:1/6 暗褐 内外面スス付着 18c

180 皿:検 土10 土10-024 陶器 碗 (9.1) (4.1) (5.9) 口:1/3底:1/2 灰 錆粕後絵付け 絵付け一部被熱により剥離 漆継ぎ痕あり・底面墨書あり 錆紬 18c中 京 ・信楽

181 皿検 土17 土17-032 磁器 碗 (6.s) 底:1/4 灰白 外面竹文か?底 面砂付着 染付 17c前 肥前

182 皿検 土17 土17-031 陶器 碗 11.0 口:1/2 灰白 鉄絵付け 灰紬 18c前 一中 瀬戸美濃

183 皿検 土17 土17-031 土・器 皿 (13.9) (9.3) 2.8 口:1/4底:1/3 黒褐一黒変 内外面スス付着 被熱による黒変 18c

184 IH検 土17 土17-029 土器 皿 9.2 5.6 2.0 口:完 底:完 暗褐 内外面スス付着 18c

185 皿検 土17 土17-028 土製品 土鈴 3.0 3.1 3.5 一部欠 淡褐 つまみ部ひねり出し成形

186 皿検 土19 土19-034 陶器 茶入 4.0 底:2/3 榿褐 肩衝茶入 鉄紬 17c前 一 中 瀬戸美濃

187 皿検 土19 土19-034 陶器 神酒徳利 2.0 口:3/4 灰 全面被熱 灰紬 17c中 一18c中 瀬戸美濃

1881 m検 土19 土19-034 陶器 壷類 胴:一 部 暗灰 内面スス付着V検 検一6と同一か? 鉄紬 不明 瀬戸美濃か?

1891 皿検 土19 土19-034 土器 皿 (9.4) 口:1/8 暗褐

190 IH検 土24 土24-042 陶器 天目茶碗 (11.4) 口:1/6 灰白 口縁部一部紬着あり 鉄紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃

191 皿:検 土24 土24-041 陶器 天目茶碗 (io.7> 3.9 5.1 底:完 黄灰 外面はさみ具痕あり 鉄紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃

192 皿検 土24 土24-042 陶器 碗 (11.0) 口:1/8 灰白 口縁端部キザミあり 全面被熱 錆紬 17c中 一 後 瀬戸美濃

193 皿:検 土24 土24-043 陶器 碗 (10.0) 口:1/8 灰白 志野 口縁部付近鉄紬付着か? 長石紬 17c初 瀬戸美濃

194 皿検 土24 土24-043 陶器 皿 (10.5) (7.2) (17.5) 口:1/2底:1/3 黄灰 志野 一部被熱 内面見込み、底面にピントチン痕あ り 長石紬 17c初 瀬戸美濃

195 IH検 土24 土24-040 土器 皿 10.6 6.1 2.4 口:完 底:完 褐 外面スス付着 18c後?

196 皿検 土24 土24-039 土器 皿 (10.2) (6.3) 2.3 口:1/3底:1/2 褐 外面スス付着 18c?

197 皿検 土24 土24-043 土器 皿 (9.2) (s.o) (2.1) 口1/4底:一 部 暗褐 17c?

198 皿:検 土24 土24-038 土製品 土鈴 (3.5) (3.2) 1/4残 明褐

199 皿検 土26 土26-045 陶器 碗 (lo.s) 口:1/4 灰白 灰紬 18c初 瀬戸美濃

zoo :皿検 土26 土26-045 陶器 碗 (14.6) 5.3 8.3 口:1/8底:完 褐一灰 唐津産か?内 面見込みはさみ具痕あり 黄緑 17c前? 肥前か?

201 皿:検 土26 土26-044 陶器 鉢 (lo.6) 底:1/4 灰 唐津産 内面見込み ・高台端部にはさみ具痕あり 銅緑紬 16c後 一17c前 か? 肥前

202 皿検 土29 土27-047 土器 不明 (14.6) 口:1/8 黒褐 機種不明(甕 ・鉢 ・釜 ・火消 し壷か?)胴 部 ロクロナデ ロ縁横ナデか?

203 皿検 土27 土27-046 陶器 急須 2.5 2.5 把手:完 淡褐 把手のみ残存 常滑か?

204 皿検 土29 土29-049 磁器 皿 (13.2) 口:1/8 白 型打成形 漆継ぎ痕あり 染付 17c中 肥前

205 皿検 土29 土29-049 陶器 皿 (12.3) 口:1/10 灰白 志野 口縁端部紬ハギか? 長石紬 17c中 瀬戸美濃

206 皿検 土29 土29-049 瓦質陶器 火鉢か? 底:一 部 黒灰 火鉢の脚部か?

207 皿検 土30 土30-050 陶器 碗 一部残 黄灰 沓茶碗 唐津産 胴部一部ケズリ取り 灰紬 16c末 一17c初 肥前

208 皿検 土31 土31-051 陶器 鉢 (26.6) 口:1/12 黄灰 笠原鉢 全面被熱 灰紬 18c中 一 後 瀬戸美濃

209 皿検 土34 土34-052 土器 皿 (12.4) (7.2) 2.6 口:1/6底:1/8 黒褐 内外面スス付着 18c

210 皿検 土34 土34-052 土器 焙烙鍋 (25.7) (17.s) 5.1 口:1/10 暗褐 外面スス付着

211 皿検 土35 土35-054 磁器 小杯 (6.2) 口:1/3 灰白 全面被熱か? 透明紬 不明

212 皿検 土35 土35-053 陶器 碗 (11.2) 口:1/10 灰白 土35-2と 同一か? 灰紬 17c中 瀬戸美濃

213 IH検 土35 土35-054 陶器 碗 (11.2) 口:一 部 灰白 土35-1と 同一 か? 灰紬 17c中 瀬戸美濃

214 皿検 土35 土35-054 陶器 四耳壺 (8.4) 底:一 部 灰 内面肩部に炭化物付着(廃 棄後付着か?)灰 紬後鉄紬
灰粕 ・鉄
紬

18c中 一 後 瀬戸美濃

215 皿検 土38 土38-057 陶器 壷 胴:一 部 灰 灰紬後鉄紬 灰紬 ・鉄紬 17c後 一18c初 瀬戸美濃

216 皿検 土41 土41-059 陶器 揺鉢 (35.2) 口:一 部 黄灰 漆継ぎ痕あり 鉄紬 、 17c前 瀬戸美濃

217 皿検 土42 土42-060 磁器 皿 (7.3) 底:1/3 白 樟 州窯産 内面見込み鳳鳳 底面 「長」銘 一 染付 17c中 中国

218 皿検 土43 土43-061 磁器 碗 (4.5) 底:1/4 白 染付 17c中 肥前

219 皿検 土43 土43-061 陶器 皿 (11.7) (6.9) 2.4 口:一 部残 底:ほ ぼ完 黄白 志野織部鉄絵皿 蘭竹文 内面見込みトチン痕あり 長石紬 17c前 一 中 瀬戸美濃

220 皿検 土43 土43-061 土器 皿 (10.2) (5.8) 2.5 口:1/12底:1/6 暗褐一黒変 内面スス付着 外面一部スス付着 17c前 一 中
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221 皿検 土43 土43-061 土器 皿 (11.4) (7.2) 2.8 口:1/6底:1/4 暗褐一黒変 外面スス付着 17c

222 皿検 土43 土43-061 瓦質陶器 壷類か? (9.4) 底:1/5 黒 外部底部ケズリ調整 不明
2231 皿検 土47 土47-063 陶器 皿 (9.4) 口:1/10 灰 灰紬 17c初 瀬戸美濃
224 皿検 土47 土47-063 陶器 鉢 (14.5) 底:1/4 黄灰 錆紬 17c初 瀬戸美濃
225 皿検 土47 土47-063 土器 皿 (io.a) 口:1/6 暗褐 内面スス付着 外面一部スス付着 17c`?

226 皿検 土48 土48-065 磁器 碗 (13.4) 口:1/8 白 外面山水文1 染付 1s 肥前
227 皿検 土48 土48-064 磁器 皿 13.7 5.2 3.2 口:2/3底:完 白 内面見込み山水文に鳥 型打ち成形 染付 17c中 肥前
228 皿検 土48 土48-066 陶器 皿 (11.o) (6.9) 18.5 底:1/4 黄灰 志野 全面被熱か? 長石紬 17c初 瀬戸美濃
229 皿検 土50 土50-080 陶器 碗 (5.6) 底:1/4 黄灰 高台底部施紬後掻き取り 灰紬 不明 瀬戸美濃
230 皿検 土51 土51-069 陶器 皿 (6.6) 口:1/4底:1/4 灰白 志野 底部 トチン痕あり 若干被熱 長石紬 17c前 瀬戸美濃
231 皿検 土51 土51-069 陶器 揺鉢 (11.2) 底:1/3 黄灰 内面摩滅 使用によるものか? 錆紬 17c前 一 中 瀬戸美濃
232 皿検 土52 土52-070 土器 皿 (5.4) 底:1/4 黒褐 内外面スス付着 不明
233 皿:検 土55 土55-072 陶器 揺鉢 (8.6) 底:1/2 灰 摩滅が激しい 使用によるものか? 錆紬 17c初 瀬戸美濃
234 皿検 土60 土60-074 陶器 鉢 (27.2) 口:1/12 黄灰 鉄紬 17c後 一18c初 瀬戸美濃
235 皿:検 土62 土62-075 磁器 碗 (4.1) 底:1/2 白 外面草花文 底部見込み渦福 染付 17c末 一18c初 肥前
236 皿:検 土62 土62-075 磁器 碗 (5.9) 底:1/2 灰白 外面草花文か? 染付 18c中 肥前
237 皿検 土62 土62-075 磁器 鉢 (9.2) 底:1/10 灰白 内面見込み草花文か? 染付 17c中 肥前
238 皿検 土62 土62-075 陶器 壷類 (9.o) 口:1/8 灰 全面被熱 灰紬鉄紬掛け分け 全面被熱? 灰紬 17c中 瀬戸美濃
239 皿:検 土63 土63-076 陶器 皿 (lo.7) (5.6) 1.9 口:1/4底:1/6 灰白 志野 底部に 「春」の墨書あり 若干被熱か? 長石紬 17c前 瀬戸美濃
240 皿検 土63 土63-076 土器 皿 4.7 底:ほ ぼ完 暗褐 内面スス付着 不明
241 皿検 土63 土63-076 磁器 向付 (6.2) (5.9) 口:一 部 底:1/4 白 波佐見産 型打ち成形 口縁部口錆 内面見込みに印刻あり 全面被熱 青磁 17c中 肥前
242 皿検 土64 土64-078 土器 内耳鍋 (31.0) (23.4) (6.9) 口:一 部 残 底:1/12 黒褐 摩滅が著しい 在地
243 皿検 土64 土64-077 土器 内耳鍋 (29.6) 口:1/4 黒褐 在地
244 皿検 土64 土64-078 土器 内耳鍋 24.5 底:一 部 黒褐 摩滅が著しい 在地
245 皿検 P17 P17-003 陶器 皿 (11.6) (6.8) (2.2) 口:1/10底:一 部 灰 志野 全面被熱 長石紬 17c前 瀬戸美濃
246 皿検 P37 P37-010 土器 皿 (6.4) 底:1/3 暗褐 外面スス付着
247 皿検 P43 P43-013 陶器 揺鉢 (io.o) 底:1/4 灰白 内面被熱 外面スス付着 錆紬 18c前 一中 瀬戸美濃
248 IH検 T3 T3-002 陶器 皿 (12.2) (7.o) 2.3 口:1/5底:1/6 黄灰 志野 全面被熱 口縁端部タール付着 灯明皿か? 長石粕 17c中 瀬戸美濃
249 皿検 T4 T4-005 陶器 小杯 (6.8) (3.8) 3.6 口:一 部 底:1/8 黄灰 内外面被熱か? 灰紬 16c末 瀬戸美濃
250 lH検 T4 T4-005 土器 内耳鍋 (30.4) 口:1/6 黒褐
251 IH検 T7 T7-007 土器 皿 (11.o) (7.o) 2.6 口:1/3底:1/3 暗褐 底部 「○」の墨書あ り 17c中 か?
252 皿検 T7 T7-008 陶器 揺鉢 (24.8) 口:1/10 黄灰 錆紬 16c末 瀬戸美濃
253 皿検 T8 T8-010 磁器 猪 口 2.3 底:1/2 白 内面見込み草花文 底面見込み渦福 染付 17c後 一18c初 肥前
254 皿検 T8 T8-010 陶器 皿 (13.6) 口:1/10 黄灰 志野 長石紬 17c前 一 中 瀬戸美濃
255 皿検 T10 T10-012 陶器 碗 4.8 底:ほ ぼ完 黄灰 鉄紬 18c中 か? 瀬戸美濃
256 皿検 T10 T10-013 土・器 皿 (10.9) 6.2 3.5 口:1/3底:完 淡褐 底部墨書あり 内外面スス付着 16c末 一17c初 か?
257 IH検 T10 T10-015 土器 内耳鍋 (ls.o) 口:1/6 黒褐 胴部に明瞭なキザミあり 在地
258 皿検 T11 T11-019 土器 皿 (11.2) 口:1/3 暗褐 内面スス付着 灯明皿か?
259 :皿検 T11 T11-019 土器 蓋 (15.6) 口:1/10 黒 外面ミガキ
2601 皿検 T11 T11-019 陶器 鉢 (22.4) 口:1/6 灰褐 唐津産 内外面鉄絵付け 一部スス付着 一部被熱 灰紬 17c前 肥前
261 皿検 T11 T11-017 土器 内耳鍋 (28.4) 底:1/4 暗褐一黒変 外面スス付着 在地
262 皿検 T13 T13-020 陶器 揺鉢 (s.7) 底:1/2 灰白 摩滅が著しい 錆紬 不明 瀬戸美濃
263 皿検 検出面 皿検 一〇18 磁器 碗 (13.2) 口:1/10 白 漆継ぎ痕あり 染付 17c 肥前
264 皿検 検出面 IH検 一〇15 磁器 碗 (11.o) 口:1/6 白 外面屏風に草 染付 18c中 一後 肥前
265 皿検 検出面 皿検 一〇14 磁器 碗 (9.0) 口:1/8 白 外面草花文 染付 肥前
266 皿検 検出面 皿検 一〇15 磁器 碗 (4.8) 底:1/2 灰白 高台端部砂目痕あり 一部漆継ぎ痕あり 透明紬 17c前 一 中 肥前
267 皿検 検出面 皿:検一〇18 陶・器 碗 11.0 口:1/10 黄灰 陶胎染付 摺絵碗 染付 18c中 一後 瀬戸美濃
268 皿検 検出面 皿検 一〇15 陶器 碗 (10.4) 口:1/4 黄灰 全面被熱 錆紬 17c前 一 中 ・瀬戸美濃
269 皿:検 検出面 皿検 一〇19 陶器 碗 (10.5) 口:1/8 灰 鉄紬 18c中 瀬戸美濃
270 皿検 検出面 皿検 一〇14 陶器 碗 (9.2) 口:1/6 灰白 灰紬 18c中 瀬戸美濃
271 IH検 検出面 皿検 一〇14 陶器 碗 (12.3) 口:1/8 黒灰 外面雨降り文 灰紬 18c中 瀬戸美濃
272 皿検 検出面 皿検018 陶器 碗 (11.4) 口:1/8 灰 若干被熱か? 灰紬 17c中 瀬戸美濃
273 皿検 検出面 皿検 一〇15 陶器 碗 (7.s) (3.5) 3.0 口:1/3底:2/3 黄灰 小型碗 高台タール付着、廃棄後に付着か? 灰紬 不明 瀬戸美濃
274 皿検 検出面 皿:検一〇15 陶器 碗 4.2 底:完 灰 唐津産 白泥ハケ塗り 一部に漆継ぎ痕あり 錆粕 17c 肥前275 皿:検 検出面 皿 検一〇15 陶器 碗か? (5.0) 底:1/2 灰 灰紬 17c中 一18c初 瀬戸美濃
276 皿検 検出面 皿 検一〇15 陶器 碗 5.5 底:1/3 灰白 京焼風肥前陶器 底面刻印 漆継ぎ痕あり 灰紬 17c中 肥前277 :皿検 検出面 皿 検 一〇15 陶器 碗 4.1 底:一 部欠 灰白 灰紬 17c中 瀬戸美濃278 皿検 検出面 皿:検 一〇〇8 陶器 碗 5.2 (2.5) 底:完 灰白 灰紬 17c中 瀬戸美濃
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279 皿:検 検出面 皿 検一〇17 磁器 皿 (is.6) 口:一 部残 灰白 内面見込み草花文か? 染付 17c中 一 後 肥前

280 皿検 検出面 皿 検一〇〇7 陶器 皿 (12.6) (7.a) 2.3 口:1/6底:1/6 黄白 志野鉄絵皿 内面見込み輪文 長石紬 17c前 一 中 瀬戸美濃

281 皿検 検出面 皿 検一〇20 陶器 皿 (11.2) 口:1/6 黄灰 志野 長石紬 17c中 瀬戸美濃

zs2 皿検 検出面 皿 検 一〇20 陶器 碗 (11.o) 口:1/10 灰 腰折碗 灰紬 18c中 瀬戸美濃

283 皿検 検出面 皿 検一〇12 陶器 皿 (12.2) (6.4) 2.7 口:1/6底:1/6 黄灰 菊皿 型打ち成形後口縁部ヘラ状工具による切り込み 内外面被熱 外面トチン痕あり 灰紬 17c中 瀬戸美濃

284 皿検 検出面 皿 検 一〇15 陶器 皿 口:一 部残 黄灰 菊皿 型打ち成形後口縁部ヘラ状工具による切り込み 灰紬 17c中 瀬戸美濃

285 皿検 検出面 皿:検一〇〇1 陶器 皿 13.0 5.9 3.1 口:5/8底:完 黄灰 印花皿 内面見込み輪ハゲ ー部にスス付着 鉄紬 17c初 瀬戸美濃

286 皿検 検出面 皿検 一〇13 陶器 皿 (5.4) 底:1/4 灰白 印花皿 内面見込み輪ハゲあり 灰紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃

287 皿:検 検出面 皿検 一〇19 陶器 皿 (13.8) 口:1/4 灰 折縁皿 灰紬 16c末 瀬戸美濃

288 皿検 検出面 皿検 一〇14 陶器 皿 (14.2) 口:1/4 黄灰 外面一部施紬後掻き取 り 灰紬 17c初 瀬戸美濃

289 皿検 検出面 皿:検一〇18 陶器 皿 (10.6) (5.4) 2.4 口:1/6底:1/6 黒灰 志野 全面被熱 長石紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃

290 皿検 検出面 皿検 一〇15 陶器 皿 口:一 部残 白 灰紬 ・鉄紬掛け分け
灰紬 ・鉄
紬

18c 瀬戸美濃か?

291 皿検 検出面 皿検 一〇18 土器 皿 (10.2) 口=1/10 暗褐 内外面スス付着 18cか?

292 皿検 検出面 皿検 一〇19 土器 皿 (9.8) 口:1/10 黒褐 内外面スス付着 灯明皿 18c中

293 皿検 検出面 皿 検一〇18 土器 皿 (9.8) 口:1/8 淡褐 内外面スス付着 灯明皿 18c後

294 皿検 検出面 皿 検一〇15 土器 皿 (10.2) (5.2) (2.o) 口:1/8底:一 部残 褐 内外面スス付着 18c後

295 皿検 検出面 皿 検一〇15 土器 皿 (10.4) (6.6) (2.2) 口:1/6底:1/6 暗褐 18c中?

296 皿検 検出面. 皿 検一〇10 土器 皿 9.7 5.4 2.2 口:一 部欠 底:完 黒褐 内面一部スス付着 18c中?

297 皿検 検出面 皿 検一〇17 土器 皿 (9.4) (5.4) (2.1) 口:1/8底:一 部 残 褐 内面スス付着 18c後

298 皿検 検出面 皿 検一〇〇5 土器 皿 10.4 6.4 2.1 口:3/4底:完 黒褐 内外面スス付着 18c中?

299 皿検 検出面 皿 検 一〇19 土器 皿 (10.2) (6.2) (2.5) 口:1/4底:1/4 褐 18c中?

300 皿検 検出面 皿 検 一〇14 土器 皿 (10.8) (7.1) 2.8 口:1/4底:1/6 暗褐 内面スス付着 17c末 一18c初

301 皿検 検出面 皿 検 一〇15 土器 皿 (9.4) 口:1/8 暗褐 内外面ともスス付着 18c後

302 皿検 検出面 皿検 一〇19 土器 皿 (lo.4) (5.4) (2.7) 口:1/6底:1/4 黒褐 内外面口縁部にスス付着 灯明皿 18c初

303 皿検 検出面 皿検 一〇19 土器 皿 5.5 6.6 2.9 口:1/3底:2/3 暗褐 内面全面にスス付着 灯明皿 17cか?

304 皿検 検出面 皿検 一〇18 土器 皿 (11.1) (6.8) 2.2 口:一 部残 底:1/3 暗褐 内外面スス付着 18c

305 皿検 検出面 皿検 一〇17 土器 皿 (lo.8) (6.s) 2.2 口:1/4底:1/3 褐 18c

306 皿:検 検出面 皿検 一〇18 土器 皿 (s.o) 底:1/6 暗褐 内面スス付着 18cか?

307 皿検 検出面 III検一〇19 土器 皿 (12.2) (6.4) 2.8 口:一 部残 底:1/4 暗褐 外面スス付着 18c

308 皿検 検出面 皿検 一〇19 土器 皿 (14.4) 口:1/12 暗褐 内面、外面 口縁部にスス付着 灯明皿

309 皿検 検出面 皿検 一〇〇9 土器 皿 (15.0) (s.o) 2.8 口:1/6底:1/3 暗褐 内面スス付着 灯明皿か? 19cか?

310 皿:検 検出面 皿検 一〇11 陶器 向付 (5.2) 底:1/2 赤褐 絵唐津 内面見込み方形区画に草花文 長石紬 16c末 一17c初 肥前

311
皿検 検出面 皿 検一〇14 陶器 向付 口:一 部残 黄灰 織部 ロクロナデ後口縁部一部押圧整形 銅緑紬流し掛け

灰紬 ・鉄
紬 ・銅緑紬 17c後 瀬戸美濃

312 皿:検 検出面 皿検 一〇15 陶器 皿 (12.0) 口:1/6 灰白 陶胎染付 蛇の目高台か? 灰紬 18c 瀬戸美濃

313 皿検 検出面 皿 検一〇16 陶器 鉢 (11.0) 底:1/6 灰 笠原鉢 内面灰紬後銅緑紬流し掛け 内面トチン痕あり 底部漆継ぎ痕あり 検一10と同一か? 灰紬 17c中 一18c初 瀬戸美濃

314 皿検 検出面 皿 検一〇17 陶器 鉢 口:一 部残 灰 笠原鉢 内面灰紬後銅緑紬流 し掛け 検一11と同一固体か? 灰紬 17c中 一18c初 瀬戸美濃

315 皿検 検出面 IH検 一〇15 陶器 捏鉢 (36.0) 口:1/12 灰白 玉縁口縁 灰紬 18c後 瀬戸美濃

316 皿検 検出面 皿 検一〇14 陶器 捏鉢 (27.8) 口:一 部残 灰 玉縁口縁 全面被熱 灰紬 18c後 瀬戸美濃

317 皿検 検出面 皿 検一〇14 陶器 捏鉢 胴:一 部残 黄灰 灰紬流し掛け 灰紬 18c 瀬戸美濃

318 ■【検 検出面 皿 検一〇14 陶器 揺鉢 (26.0) 口:1/8 灰白 錆紬 18c中 瀬戸美濃

319 皿検 検出面 皿:検 一〇17 陶器 揺鉢 10.1 底:1/2 灰白 錆紬流し掛け 錆紬 18c後 一19c初 瀬戸美濃

320 皿検 検出面 皿 検 一〇14 陶器 香炉 (11.o) 口:1/10 黄灰 外面うのふ紬 鉄紬 17c後 一18c初 瀬戸美濃

321 皿検 検出面 皿検 一〇18 陶器 香炉か? (11.3) 口:1/10 黄灰 錆紬後鉄紬
錆紬 ・鉄
紬

18c初 一 中 瀬戸美濃

322 IH検 検出面 IH検 一〇18 陶器 香炉か? (12.4) 口:1/6 黄灰 錆紬後鉄紬
錆紬 ・鉄
紬

18c初 一 中 瀬戸美濃

323 皿検 検出面 皿検 一〇15 土器 播鉢 (lo.o) 底:1/4 褐 内面見込みに揺目のような沈線あり 不明

324 皿検 検出面 皿検 一〇20 土器 鍋類か? (28.8) 口:1/12 暗褐 口頸部に穿孔あり 用途、器種不明 不明

325 皿検 検出面 皿:検一〇14 土器 内耳鍋か? (24.1) (19.8) 7.4 口:1/6底:1/6 暗褐 外面スス付着

326 皿検 検出面 皿検 一〇14 陶器 茶入 (3.0) 口:1/2 灰 鉄紬 17c前 一 中 瀬戸美濃

327 IH検 検出面 皿検 一〇23 陶器 キセル (1.1) 雁首:1/2 灰 織部 雁首 鉄絵付け 透明紬
』17
c目1」 瀬戸美濃

328 皿検 検出面 皿検 一〇〇3 土製品 面摸 (3.6) (3.0) (o.s) 1/2残 褐 不明 不明

329 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 磁器 碗 (8.2) 底:一 部 白 内面見込み雲文か? 染付 18c前 肥前

330 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 磁器 碗 (12.5) 口:1/4 白 外面桜花文 染付 17c後 一18c前 肥前

331 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 磁器 碗 9.0 口:一 部 白 外面草花文 染付 18c 肥前

332 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 4.2 底:完 黄白 志野織部鉄絵皿 内面見込みトチン痕あり 長石紬 17c前 一中 瀬戸美濃

333 IV検 検出面 】V検一〇〇2 陶器 天目茶碗 (11.2) 口:1/8 黄灰 鉄紬 16c後 瀬戸美濃
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334 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 天目茶碗 (il.o) 口:一 部 暗灰褐 唐津産か?初 山の可能性も考えられる 鉄紬 17c前 一中 肥前か?
335 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 磁器 鉢 (11.8) (6.5) 3.5 口:一 部残 底:1/4 白 外面唐草文か?内 面見込み宝文に五弁花 底面渦福 染付 17c後 一18c初 肥前
336 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (11.8) (6.s) 2.7 口:1/4底:1/4 黄灰白 志野織部鉄絵皿 内面見込み、底面 トチン痕あり 長石紬 17c前 一 中 瀬戸美濃
337 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (11.5) (5.9) 2.9 口:1/5底:1/4 黄白 志野織部鉄絵皿 内面見込み格子に山文 長石紬 17c前 一 中 瀬戸美濃
338 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (10.7) (5.8) 1.9 口:1/16底:2/5 淡灰 志野織部鉄絵皿 内面見込みにトチン痕あり 底部紬拭き取り 全面被熱か? 長石紬 16c後 一17c前 瀬戸美濃

339 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (lo.7) (6.0) 2.2 口:1/7底:1/3 灰 印花皿 全面被熱 口縁端部にタール付着 、灯明皿の可能性 も考え られ る 内面 ・底面に トチン痕あ り 長石紬 17c初 瀬戸美濃

340 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (11.9) (5.8) 口:1/4底:1/5 淡黄灰 内面見込み重ね焼痕 内面灰紬に銅緑紬の流し掛け 全体被熱か? 灰紬 17c前 一中 瀬戸美濃
341 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (12.0) (7.4) 2.2 口:1/16底:1/6 淡黄灰 志野 内面見込みに沈線あり 長石紬 17c前 瀬戸美濃
342 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (io.o) (5.0) 1.7 口:1/8底:1/4 灰 灰紬 16c後 瀬戸美濃
343 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (9.9) (5.0) 2.1 口:1/4底:1/3 淡黄灰 内面見込み ピン トチン痕、底面輪 トチン痕 あり 鉄紬 16c後 一17c前 瀬戸美濃
344 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (11.7) (7.6) 2.2 口:1/12底:1/8 淡灰 志野 底面にトチン痕あり 長石紬 17c前 瀬戸美濃
345 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (11.5) (s.1) 2.3 口:1/3底:2/3 淡黄灰 志野 外面被熱 内面見込みにトチン痕あり 長石紬 17c中 瀬戸美濃
346 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (12.3) 6.2 2.4 口:3/4底:7/8 淡灰 志野 底部炭化物付着 内面見込み トチン痕あり 長石紬 16c後 瀬戸美濃
347 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (12.6) (7.4) 2.5 口:1/5底:1/3 淡黄灰 志野 内外面一部にスス付着 灯明皿か? 長石紬 17c中 瀬戸美濃
348 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (10.5) 口:1/12 淡黄灰 志野 若干被熱か? 長石紬 17c中 瀬戸美濃
349 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (11.7) 口:1/12 淡灰 志野 長石紬 17c中 瀬戸美濃
350 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (5.8) 底:1/4 灰 内面見込み ピン トチン痕 、底面輪 トチン痕 あり 鉄紬 17c中 瀬戸美濃
351 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 6.4 底:完 淡灰 志野 内面 ・底面に トチン痕あ り 長石紬 17c中 か? 瀬戸美濃
352 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 5.9 底:ほ ぼ完 淡黄灰 底面に輪 トチン痕 内外面一部被熱か 灰紬 16c末 瀬戸美濃
353 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 (lo.7) (5.4) 口:1/4底:1/3 黄灰 菊皿 型打成形後切り込み調整 内面 トチン痕あり 全面被熱か 灰紬 17c中 瀬戸美濃
354 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 灯明皿 (8.5) (5.0) 2.2 口:1/4底:1/4 暗灰 唐津産か?突 出部貼 り付 け後穿孔 検一21と同一の可能性が高い 鉄紬 不明 肥前か?
355 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 灯明皿 (8.1) (5.0) 2.0 口:1/3底:1/4 暗灰 唐津産か?突 帯部切込み後灯芯部貼り付け 検一22と同一の可能性が高い 鉄紬 不明 肥前か?
356 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 皿 口:一 部 淡黄灰 総織部 口縁端部切込み調整 一部被熱か? 銅緑紬 17c初 瀬戸美濃
357 IV検 検出面 IV検 一〇〇3 土器 皿 10.3 6.0 3.1 口:3/4底:完 暗褐一黒褐 内外面スス付着 16c末 在地
358 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 土器 皿 8.6 5.4 1.9 口:一 部欠 底:完 褐一黒褐 内外面スス ・炭化物付着 17c後 一18c前 在地
359 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 土器 皿 (10.0) (4.8) (2.9) 口:1/3底:3/4 暗褐 内外面スス付着 16c末 一17c前 在地
360 IV検 検出面 皿:検一〇〇2 陶器 向付 胴:一 部残 褐 絵唐津 内面見込み鈴蘭か?溝2-2と 同一製品 長石紬 17c後 一 中 肥前
361 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 向付 暗褐 唐津産 長石紬 16c末 一17c初 肥前
362 IV検 検出面 IV検 一〇〇4 瓦質陶器 火鉢か? 19.4 底:1/5 暗灰 工具ナデ 底面ヘラケズリ 不明 不明
363 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 陶器 水滴 2.6 3.6 1.7 口:ほ ぼ完 底:完 淡黄灰 注口部ケズリ後ナデ 鉄紬 16c中 瀬戸美濃
3641 IV検 検出面 IV検 一〇〇2 土器 不明 淡褐 火鉢等の脚部か? 不明 不明
365 V検 土18 土18-003 陶器 碗 (5.4) 底:完 暗灰 全面被熱 灰紬 16c中 瀬戸美濃
366 V検 土20 土20-006 土器 皿 (10.4) 6.6 (3.1) 口:3/8底:完 暗褐一黒変 内面スス付着 17c前
367 V検 土20 土20-005 土器 皿 9.4 5.4 2.4 口:完 底:完 暗褐 内面スス付着 灯明皿か? 17c前

368 V検 土21 土21-007 陶器 皿 (lo.4) (6.2) (2.3) 口:1/5底:1/4 暗灰 口縁部炭化物付着 内面鉄紬後灰紬二度掛け 灯明皿 鉄紬 ・灰
紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃

369 V検 溝2 溝i2-001 陶器 向付 4.9 底:完 褐 絵唐津 内面見込み鈴蘭か?V検 一35と同一製品 長石紬 17c前 一 中 肥前

370 V検 Tl T1-001 陶器 壷 (11.0) 口:1/8 暗灰 耳部単位不明 内外面灰紬後鉄紬 内面口縁部紬拭き取り 耳部砂付着 灰紬 ・鉄
紬 不明 瀬戸美濃

371 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 碗 (12.6) 口:1/7 淡灰 陶胎染付 染付 肥前か?
372 V検 検出面 V検 一〇〇3 陶器 碗 (10.4) 口:1/12 淡黄灰 瀬戸黒碗 鉄粕 16c中 一 後 瀬戸美濃
373 V検 検出面 V検 一〇10 陶器 碗 5.2 底:3/5 暗灰褐 唐津産 全面被熱 外面スス付着 錆紬 16c後 肥前
374 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 碗 5.0 底:完. 暗灰 鉄紬 16c末 瀬戸美濃
375 V検 検出面 V検 一〇〇1 陶器 天目茶碗 (11.4) 4.8 (z.o) 口:1/12底:完 黄灰 鉄粕 17c初 瀬戸美濃
376 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 天目茶碗 (11.s) 口:一 部 暗灰白 外面紬溜り 鉄紬 17c初 瀬戸美濃
377 V検 検出面 V検 一〇16 磁器 皿 (8.6) 底:1/6 白 内面見込み雲文か?一 部漆継ぎ痕あり 染付 17c中 一 後 肥前
378 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 皿 (lo.s) (5.6) (2.7) 口:1/4底:1/8 暗灰 志野 全面被熱 内面スス付着 灯明皿か? 長石紬 17c初 瀬戸美濃
379 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 皿 (11.8) (6.8) (2.5) 口:1/10底:4/1 灰 志野 内面見込みトチン痕あり 高台端部に切り込みあり 全面被熱 長石紬 17c初 瀬戸美濃
380 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 皿 (lo.o) 口:1/4 淡黄灰 志野 全面被熱 内外面スス付着 長石紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃
381 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 皿 (11.4) 口:1/10 淡黄灰 志野 長石紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃
382 V検 検出面 V検 一〇12 陶器 皿 (10.8) (5.8) (2.2) 口:1/8底:1/5 黄灰 錆紬後鉄紬 内面見込みトチン痕あり 錆紬 ・鉄

紬
16c末 一17c初 瀬戸美濃

383 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 皿 (12.2) 口:1/10 淡黄灰 全面若干被熱か? 灰紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃
384 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 皿 (12.0) (6.4) (2.1) 口:1/8底:1/3 淡灰 磐 翻 内面丸ノミ削ぎ 底面轍 チン痕あり 内面見込み糊 ギ 内外面一部にタール付着 灰紬 16c後 一17c初 瀬戸美濃
385 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 皿 (11.8) (s.a) (2.3) 口:一 部 底:1/4 暗灰 志野 菊皿 長石紬 17c前 瀬戸美濃
386 V検 検出面 V検 一〇16 土・器 皿 (9.6) (4.6) (2.s) 口:1/8底:一 部 暗褐 内面スス付着 17c前
387 V検 検出面 V検 一〇16 土器 皿 10.0 (5.2) (2.9) 口:1/4底:一 部 暗褐一黒変 内外面スス付着 灯明皿か? 17c前
388 V検 検出面 V検 一〇16 土器 皿 (11.1) 口:1/5 暗褐 内外面一部スス付着 17c
389 V検 検出面 V検 一〇16 土器 皿 (11.2) 口:1/8 暗褐一黒変 内外面スス付着 灯明皿か? 17c前
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390 V検 検出面 V検 一〇16 土・器 皿 (11.s) 口:一 部 暗褐 内外面スス付着 灯明皿か? 17c初 か?

391 V検 検出面 V検 一〇16 土器 皿 (8.6) 口:1/8 暗褐 不明

392 V検 検出面 V検 一〇16 土器 皿 (lo.o) (5.6) (2.8) 口:一 部 底:1/2 黒褐 内外面スス付着 16c後 一17c前

393 V検 検出面 V検 一〇16 土器 皿 (12.0) (7.o) 2.9 口:1/4底:1/4 黒褐 内面スス付着 16c後

394 V検 検出面 V検 一〇16 土器 皿 (12.0) 口:1/8 暗褐 17c

395 V検 検出面 V検 一〇〇6 陶器 向付 (6.6) 底:1/2 灰一褐 絵唐津 内面見込み草文 長石紬 17c前 一中 肥前

396 V検 検出面 V検 一〇11 陶器 向付 (5.0) 底:1/3 暗褐 絵唐津 長石紬 16c後 一17c初 肥前

397 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 鉢 (12.0) 口:1/6 灰 全面被熱 灰紬 16c後 瀬戸美濃

398 V検 検出面 V検 一〇16 土器 内耳鍋 (25.8) 口:1/12 暗褐一黒変 在地

399 V検 検出面 V検 一〇〇8 土器 内耳鍋 22.0 底:完 暗褐一黒変 内面スス付着 在地

400 V検 検出面 V検 一〇13 土器 内耳鍋 (31.4) 口:一 部 暗褐一黒変 外面スス付着 在地

401 V検 検出面 V検 一〇13 土器 内耳鍋 (25.6) 口:2/3 暗褐一黒変 外面スス付着 在地

402 V検 検出面 V検 一〇〇8 土器 内耳鍋 (33.4) (26.0) (15.6) 口:1/4底:2/3 暗褐一黒変 内外面スス付着 在地

403 V検 検出面 V検 一〇〇8 土器 内耳鍋 (27.6) 口:2/3 暗褐一黒変 内外面スス付着 口縁部炭化物付着 在地
404 V検 検出面 V検 一〇〇4 土器 内耳鍋 (24.4) 口:1/8 暗褐一黒変 底部一部剥離 在地

405 V検 検出面 V検 一〇16 磁器 壷類 (4.0) 底:3/2 白 内面見込み紬飛び散り 染付 中国か?

406 V検 検出面 V検 一〇〇7 陶器 壷 ・徳利 胴:一 部 灰 内面スス付着 皿検土19-2と 同一か? 鉄紬 17c前 一 中 瀬戸美濃か?

407 V検 検出面 V検 一〇16 陶器 壷類 10.2 底:3/5 暗灰 唐津産 底面スス付着 灰紬 肥前

408 V検 検出面 V検 一〇19 土製品 鞘の羽 口 (9.4) 一部 灰一暗灰 一部鉄津付着

409 トレ
東部 トレ
ンチ T-021 磁器 碗 (12.8) 口:1/12 灰白 内面見込み草花文 染付 18c中 肥前

410 トレ
東部 トレ
ンチ

T-021 陶器 皿 5.2 底:完 黄白 高台端部施紬後掻き取り 蛇の目高台 鉄紬 不明 瀬戸美濃

411 トレ
東部 トレ
ンチ TIx層 一〇〇1 土器 皿 11.1 6.7 3.3 口:3/4底:完 褐一黒変 内外面スス付着 底部著しく被熱 16c後

412 トレ
東部 トレ
ンチ

T-006 土器 皿 (9.9) (6.4) (2.3) 口:1/4底:1/3 淡褐 内面スス付着 19c初 か?

413 トレ
東部 トレ
ンチ T-006 陶器 鉢 (19.0) 底:1/4 黄灰 内外面はさみ具痕あり 全面被熱 灰紬 17c前 瀬戸美濃

414 トレ
東部 トレ
ンチ

T-021 磁器 紅猪口 一部
白 内面施紬 外面印刻蛸唐草文 透明紬 19c 肥前

415 外 調査区外 7 磁器 碗か? (4.s) 底:1/2 白 高台外面ヘラ削り痕 内面見込み十時花文か? 染付 18cか? 肥前
416 外 調査区外 7 陶器 碗 (11.4) 口:1/6 暗灰 灰紬 17c中 か? 瀬戸美濃
417 外 調査区外 7 陶器 碗 (10.o) 口:1/4 淡灰 志野 全面被熱 口縁端部破損後摩滅 一部スス付着 長石紬 18c中 瀬戸美濃
418 外 調査区外 7 陶器 小杯か? (6.8) (3.6) (2.6) 口:1/10底:1/6 淡灰 外面はさみ具痕あり 灰紬 不明 瀬戸美濃か?
419 外 調査区外 7 陶器 碗 暗灰 陶胎染付 内面錆紬 外面風景文か? 染付 18c 肥前
420 外 調査区外 7 陶器 天目茶碗 (il.o) 口:1/6 暗灰 漆継ぎ痕あり 鉄紬 17c前 一 中 瀬戸美濃
421 外 調査区外 7 陶器 皿 (10.2) 口:一 部 暗黄灰 志野 長石紬 17c前 瀬戸美濃
422 外 調査区外 7 陶器 皿 (12.0) (7.o) (2.5) 口:3/8底:1/4 淡灰 志野 長石紬 17c前 瀬戸美濃
423 外 調査区外 7 陶器 皿 (10.6) (6.4) (2.5) 口:一 部 底:1/5 淡灰 全面被熱 内面ピントチン痕あり 底部輪トチン痕あり 灰紬 17c前 瀬戸美濃
424 外 調査区外 7 陶器 皿 (10.4) 口:1/8 暗灰 全面被熱 内面スス付着 灰紬 17c初 瀬戸美濃
425 外 調査区外 7 陶器 皿 (6.2) 底:1/8 暗灰 志野 全面被熱 長石紬 18c中 瀬戸美濃
426 外 調査区外 7 陶器 皿 (6.4) 底:1/4 淡灰 志野 長石紬 17c初? 瀬戸美濃
427 外 調査区外 z 陶・器 皿 5.0 底:1/5 暗灰 内面見込み輪ハギか? 灰紬 16c後 一17c前 瀬戸美濃
428 外 調査区外 7 陶器 皿 (6.4) 底:1/6 淡黄灰 底面一部被熱 灰紬 17c前 瀬戸美濃
429 外 調査区外 7 陶器 皿 (6.8) 底:1/4 暗灰 印花皿 内面見込みトチン痕あり 底面輪トチン痕あり 全面被熱 灰紬 16c前? 瀬戸美濃
430 外 調査区外 7 土器 皿 (9.4) (6.4) (3.0) 口:1/3底:1/3 暗褐 内外面スス付着
431 外 調査区外 7 土器 皿 (s.2) 口:1/10 暗褐
432 外 調査区外 7 土器 皿 (9.8) (6.4) (3.0) 口:1/3底:1/3 暗褐 内外面スス付着
433 外 調査区外 7 土器 皿 (9.6) 口:1/8 暗褐 内面スス付着
434 外 調査区外 7 土器 皿 (lo.o) (5.0) (2.5) 口:1/2底:1/6 暗褐 内外面スス付着 19c中 一 後

435 外 調査区外 7 土器 皿 (io.o) 口:1/8 暗褐
436 外 調査区外 7 土器 皿 (10.4) 口:1/5 暗褐
437 外 調査区外 7 土・器 皿 (11.o) 口:1/6 暗褐 内外面スス付着
438 外 調査区外 z 土器 皿 (9.2) (4.6) (2.6) 口:一 部 底:一 部 暗褐一黒変 内外面スス付着 18c中 か

439 外 調査区外 7 土器 皿 (8.6) (5.0) (1.9) 口:1/3底:1/3 暗褐 19c

440 外 調査区外 7 土器 皿 (9.8) 5.5 (3.0) 口:1/8底:完 暗褐 内外面スス付着
4411 外 調査区外 7 土器 皿 (10.o) 口:一 部 暗褐 内面スス付着
442 外 調査区外 7 土器 皿 (10.2) 口:1/5 暗褐
443 外 調査区外 7 土器 皿 (11.4) 口:1/8 暗褐
444 外 調査区外 7 土器 皿 (6.4) 底:1/4 暗褐
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445 外 調査区外 7 陶器 鉢 (26.2) (14.2) (7.2) 口:一 部 底:1/6 淡灰 外面はさみ具痕あり 内面ピントチン痕あり 内外面スス付着 外面一部紬ハギ 灰紬 17c前 瀬戸美濃

446 外 調査区外 7 陶器 鉢 (14.6) 底:1/10 淡灰 内面はさみ具痕あり 灰紬 16c後 一17c前 瀬戸美濃

447 外 調査区外 7 陶器 揺鉢 (26.6) 口:1/12 暗灰 錆紬 17c前 瀬戸美濃

448 外 調査区外 7 陶器 揺鉢 (11.2) 底:一 部 淡灰 全面被熱 鉄紬 17c中 瀬戸美濃

449 外 調査区外 7 土器 内耳鍋 (29.o) 口:一 部 暗褐 在地

450 外 調査区外 7 土器 内耳鍋 (24.4) 口:一 部 暗褐一黒変 外面スス付着 在地

451 外 調査区外 7 土器 内耳鍋 (zs.o) 口:1/10 暗褐一黒変 口縁部ゆがみあり 外面スス・炭化物付着 在地

452 外 調査区外 7 土器 内耳鍋 (14.1) (20.9) (12.1) 口:1/3底:一 部 暗褐一黒変 口縁部ゆがみあり 外面スス付着 在地

453 外 調査区外 7 土器 内耳鍋 (27.4) 底:一 部 暗褐一黒変 外面スス付着 在地

454 外 調査区外 7 土器 内耳鍋 (30.2) 口:1/6 暗褐 外面スス付着 在地

455 外 調査区外 7 土器 内耳鍋 (18.0) 底:1/4 暗褐 在地

456 廃土 廃土 廃 土一〇〇3 陶器 碗 (4.6) 底:1/4 淡灰 鉄紬 17c中 一後 瀬戸美濃

457 廃土 廃土 廃 土一〇〇3 陶器 碗 (4.s) 底:ほ ぼ完 黄白 鉄粕 17c初 瀬戸美濃

458 廃土 廃土 廃 土一〇〇3 陶器 鉢 (5.4) 底:1/2 淡黄灰 灰粕 17c中 瀬戸美濃

459 廃土 廃土 廃 土一〇〇3 陶器 小杯 2.2 底:完 灰褐 唐津 灰紬 17cか? 肥前

460 廃土 廃土 廃土一〇17 陶器 天目茶碗 (10.8) 口:1/3 暗灰一暗黄 全面若干被熱 灰紬
⊥17
c剛 瀬戸美濃

461 廃土 廃土 廃土一〇〇4 陶器 皿 (12.o) (7.1) (2.z) 口:1/10底:1/3 灰 志野 全面被熱 内面 ・底面 ピン トチ ン痕あり 長石紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃

462 廃土 廃土 廃 土一〇〇4 陶器 皿 (9.0) (4.7) (1.s) 口:1/4底:1/5 淡黄灰 底部 トチン痕あ り 灰紬 16c末 瀬戸美濃

463 廃土 廃土 廃 土一〇〇4 陶器 皿 (6.o) 底:ほ ぼ完 灰 輪禿皿 高台端部施紬後掻き取り 全面被熱 内面スス付着 底部輪トチン痕あり 灰紬 16c末 一17c初? 瀬戸美濃

464 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 陶器 皿 (lo.z) (5.4) (1.8) 口:1/3底:1/3 灰白 輪禿皿 内面見込み ・底部に輪トチン痕あり 内外面一部被熱 灰紬 16c末 一17c初 瀬戸美濃

465 廃土 廃土 廃 土 一〇〇5 陶器 皿 (5.4) 底:1/4 灰 灰紬 17c中 瀬戸美濃

466 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 陶器 皿 (16.8) 口:1/6 淡灰 折縁皿 一部被熱か? 灰紬 18c中 瀬戸美濃

467 廃土 廃土 廃 土 一〇〇3 陶器 皿 (10.9) (5.2) (2.9) 口:1/8底:1/6 灰白 志野 菊皿 全面被熱 長石紬 18c中 瀬戸美濃

468 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 土器 皿 (lo.o) (4.8) (2.4) 口:1/6底:1/10 灰 内外面一部 にスス付着 17c

469 廃土 廃土 廃 土 一〇〇3 土器 皿 (6.6) 底:1/3 褐 不明

470 廃土 廃土 廃 土 一〇〇3 土器 皿 10.4 6.3 2.3 口:1/2底:完 暗褐一黒変 内外面にスス付着 17c初 一 中

471 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 土器 皿 (9.2) 口:1/5 褐 外面スス付着 不明

472 廃土 廃土 廃 土 一〇〇3 土器 皿 (10.5) (6.o) (2.8) 口:1/2底:1/2 褐 底面 「三」の墨書あ り

473 廃土 廃土 廃 土 一〇〇3 土器 皿 (9.8) (5.7) (2.7) 口:1/4底:1/8 灰 17c

474 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 土器 皿 (9.5) (5.3) (1.s) 口:1/6底:1/10 褐 外面スス付着 18c

475 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 土器 蓋 13.7 口:2/3 暗褐 外面 ・内面端部ナデ後ミガキ 内面指頭圧痕あり 摘み部剥離 口縁端部使用による摩滅か? 不明 不明

476 廃土 廃土 廃 土 一〇〇3 陶器 向付 (5.2) 底:1/4 暗灰一暗褐 絵唐津 内面見込み草文か? 長石紬 17c前 一 中 肥前

477 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 陶器 播鉢 (as.z) 口:1/6 黄灰 錆紬 19c初 瀬戸美濃

478 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 陶器 香炉 口:1/8 灰 灰紬 18cか? 京 ・信楽

479 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 陶器 香炉 (la.o) (8.2) (5.1) 口:1/3底:1/2 淡黄灰 鉄紬にうのふ紬 全面被熱 内面見込みに重ね焼痕 脚部貼り付け 鉄紬 18c末 一19c 瀬戸美濃

4801 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 土器 内耳鍋 (24.0) 口:1/6 褐 胴部に穿孔あり 内外面スス付着 在地

481 廃土 廃土 廃 土 一〇〇4 土器 内耳鍋 (31.4) (23.8) (6.4) 口:1/10底:1/2 褐 外面一部にスス付着 在地

482 皿検 土2 土2-016 瓦 丸瓦 16.7 35.0 8.8 胴部一部欠 黒灰 内面一部布目あり

483 皿検 土48 土48-067 瓦 軒丸瓦 一部残 黒灰 文様面被熱 スス付着

4841 V検 溝2 溝i2-002 瓦 丸瓦 6.3 一部 黒灰 胴部に穿孔 内面布目痕後ナデ 外面削りか?
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2木I」 品

(1)出 土木製品の概要

今 回の調査で は、55点 の木製 品が出土 した。 これ らはすべ てIII～V検 よ り出土 した もので、 この うち実測

可能な51点 にっいて図面 を掲載 した。層位別 の出土量 をみ ると、III検25点 、IV検8点 、V検13点 が 出土 した。

出土木製 品の種別 をみ る と、漆器製 品 と木製 品がみ られ る。漆器 は漆椀 ・板類 ・円板 ・櫛 、木製 品は下駄 ・

曲物 ・円板 ・鋤 ・木槌 ・独楽 ・櫛 ・箸 ・栓 ・折敷 な どがみ られ る。以下、各検 出面 の様相 を述 べてい く。

(2)第 皿検 出面

III検か らは25点 出土 した。内訳 は、土坑18点 ・検 出面(包 含層)7点 で ある。土坑 の中では、 土2か らが

最 も多 く、10点 が出土 した。 この うち漆器 類 は4点 で、漆椀(1)、 円板(2)、 板類(3・4)が み られ る。1は 内

面 が朱漆、外面 は黒漆 で1箇 所 に模様 がみ られ る。2は 、曲物 の底板 と考 え られる円板で ある。両面 と側 面

の一一・部 には黒 漆 が残 ってい る。3・4は 膳 の側 板 と考 え られ る板類 で、 同一個 体 と考 え られ るもので ある。

2点 ともに片面 は朱漆 の下地 に黒漆 の重ね塗 りで、他面 は黒漆 の下地 に朱漆の重 ね塗 りが されてい る。木製

品は、 円板(5)、 栓(6)、 下 駄(7)、 木槌(8)、 板i類(10)、 不 明(9)が ある。6の 栓 は、表 面 を丁寧 に加

工 して あるため、工具痕 は確認 で きない。上面 は、斜 めに切断 されてい る。7は 連歯下駄で ある。歯部 は著

しく摩滅 してい る。後部 中央 には、円形 の焼 印が2箇 所残 る。土5か らは11の 漆椀 が出土 した。外面 は黒漆、

内面 は朱漆 が塗 られてい る。外面 には草花文 が描 かれてお り、底面 には朱漆で文字が書かれてい る。18は 、

独楽 と考 え られ る。一端 を粗 く削 って尖 らせ てい る。19は 漆椀 である。小片で判然 としないが、外面 は黒漆、

内面 は朱漆が塗 られてい る。

(3)第IV検 出面

検 出面(包 含層)か ら8点 出土 した。漆器製品 は2点(26・27)、 木製 品6点(28～33)で ある。26は 、漆椀 の

破片で ある。内面 は黒漆 の上 に朱漆 の重ね塗 り、外面 は黒漆で ある。27は 両面黒漆塗 りの板類 であ る。31は 、

鋤先で ある。先端部 には刃部 が付 いていた痕跡がみ られる。 中央やや上方 には、柄部 を差 し込 んだ と考 え ら

れる5.5×3.7cmの 長方形の孔があ る。

(4)第V検 出面

溝1・2、検 出面 か ら13点 が出土 した。漆製品 は37・38・46の3点 がみ られ る。37は 、漆椀 であ る。外面 は黒漆、

内面 は朱漆 に塗 り分 け られてい る。外面 には、丸 に桔梗文 の文様 が3単 位 み られ る。38は 、箱類 の部 品 と考

え られ る板状 の製 品で ある。両面 ともに黒漆 が塗 られてい る。46は 漆椀 の小片 で ある。外面 は黒 漆で一部

に文様 がみ られ る。 内面 は黒漆 に朱漆 を重ね塗 りしてい る。木製 品は10点 出土 した。36は 用途不 明の板状

の製 品である。1枚 の板 を途中 まで割 き、 その間 に他 の板材 を差 し込んでい る。表面の一部 には墨書 が残 る。

39は 板状 の製 品で、表面2箇 所 には小孔 がある。形状 か ら折敷 の破片 と考 え られ る。41は 樽 の注 口 と考 え ら

れ る。

(5)東 部 トレンチ

東部 トレンチか らは5点 を図化 した。46は 、内外面 ともに黒漆 が塗 られ た漆器製 品であ る。椀形 を して い

るが高台 はな く、 一部 に小孔 が穿 たれて いる ことか ら、杓 子 と推定 され る。48は 、栓 で ある。上面 と側 面

には明瞭な加 工痕 が観察 で きる。49～51は 下駄で ある。形状 はすべて連歯下駄である。50に は一一・部 に被熱

痕 が観察で き、51に は明瞭な指頭圧 痕が観察で きる。
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第3表 出土木器一覧表

図Nα 検出面 遺構名 整理番号 器種分類 手法
長 さ ・径 幅 厚 さ ・高 さ

備考
(c皿) (c皿) (c皿)

1 皿 土2 A-3-14 漆椀 不明 一 一 3.6 内面朱漆、外面黒漆。外面に紋様あり。

2 皿 土2 A-3-16 円板 柾 目 13.2 一 1.3
両面黒漆塗り。部分的に被熱し炭化してい
る

3 皿 土2 A-3-15 板類 ・ 柾 目 (14.5) (4.0) o.7

A-3-13と 同様のもの。片面は下地朱漆に黒漆
塗 り、もう片面は下地黒漆に朱漆塗 り。黒漆
面に紋楼あり 両端に竹釘各2笛所

4 皿 土2 A-3-13 板類 板 目 14.3 4.1 0.6

片面は下地朱漆に黒漆塗 り、もう片面は下地
黒漆に朱漆塗り。黒漆面に紋様あり。両端に
竹釘各2笛所

5 皿 土2 A-3-9 円板 柾 目 17.4 0.4 欠損

6 皿 土2 A-3-11 栓 板 目 6.8 15.0

7 皿 土2 A-3-17 下駄 柾 目 22.3 8.4 0.8

一部欠損
、歯部はかなり摩滅。後部中央に2箇

所の焼印あり

8 皿 土2 A-3-10 木槌 不明 2.6 一 6.5 柄部欠損

9 皿 土2 A-3-8 不明 柾 目 (7.7) 5.0 o.s
一端被熱炭化、円孔多数

10 皿 土2 A-3-12 板類 柾 目 28.2 2.7 0.9 両端2箇所、木口部6箇所に竹釘あり

11 皿 土5 A-3-18 漆椀 不明
外面黒漆、内面朱漆、外面に草花の模様、底
稟:に朱漆で文字

12 皿 土51 A-3-21 箸 板 目 23.9 0.7 0.5

13 皿 土43 A-3-19 箸

14 皿 土50 A-3-20 下駄 柾目 19.2 9.1 1.4

連歯下駄。前 ・後歯ともに左側の摩滅が著し
い。指頭圧痕あり。後部裏端部は斜めに加
工

15 皿 土51 A-3-21 箸 板目

16 皿 土51 A-3-21 箸 板目

17 皿 土66 A-3-22 箸 不明

18 皿 土66 A-3-23 独楽 4.4

19 皿 検 A-3-6 漆椀 柾目 (8.0) (4.9) 0.4 小片、外面黒漆、内面朱漆

20 皿 検 A-3-7 =漆椀 不明 底 径:5.7

厚1.1・ 高7.6 外面黒漆、内面朱漆

21 皿 検 A-3-5 櫛 不明 (7.1) 4.2 0.5 歯部欠損、黒漆

22 皿 検 A-3-3 柄杓 不明 10.5 3.6 2.3 柄杓の柄の留具

23 皿 検 A-3-2 円板 柾目 12.2 一 0.5

24 皿 検 A-3-4 箸 板目 17.4 0.8
一端欠損

、加工痕明瞭

25 皿 検 A-3-1 下駄 柾目 (10.3) 9.1 3.1 1/2残 存 、角 面取 り、

26 N 検 A-4-3 漆椀か 不明 (4.2) (3.1) (o.6) 内面朱漆、外面黒漆、

27 N 検 A-4-2 板類: 柾 目 (8.s) (3.7) 0.6 両面黒漆塗り。

28 N 検 A-4-1 円板 柾目 18.0 1.0

29 N 検 A-4-5 不明 柾目 (9.2) 1.3 0.6

30 IV 検 A-4-6 栓 芯持ち 5.5 3.2 加工痕明瞭

31 N 検 A-4-8 鋤先 柾目 31.4 12.0 2.7

32 N 検 A-4-7 下駄 柾目 15.2 7.9 3.9 連歯下駄、

33 N 検 A-4-4 不明 柾目 (9.2) 1.3 0.6 径0.5cmの 円 孔 あ り。

34 v 検 A-5-11 板類 柾目 11.3 5.8 0.9 竹釘数箇所

35 v 溝1 A-5-13 不明 柾目 24.9 3.0 2.5

36 v 溝2 A-5-14 不明 柾目 18.6 3.1 1.2
墨書あり、1枚 板を途中まで剥いで、他の板
材を差し麸んでいる

37 v 検 A-5-12 漆椀 不明 11.8 一 0.9 外面模様3単 位

38 v 検 A-5-4 板類 柾目 (11.o) (3.2) o.7 表 ・裏ともに漆

39 v 検 A-5-3 折敷か 柾目 30.4 5.4 1.1

40 v 検 A-5-1 箸 柾目 26.1 0.5 加工痕明瞭

41 v 検 A-5-7 樽の注口 不明 2.2 厚0.4・ 高2.6

42 v 検 A-5-9 下駄 柾目 20.7 8.3 1.6
前歯欠損による釘による補修痕、指頭圧痕あ
り

43 V 検 A-5-10 下駄 柾目 20.9 11.5 1.8

44 V 検 A-5-2 不明 板目 4.6 7.5 5.0

45 v 検 A-5-8 不明 柾目 27.6 3.6 2.2

46 V 検 A-5-5 漆椀 不明 一 一 0.6
内面:朱 漆下塗りに黒漆、外面:黒 漆、外面
に模様あり

47 T 東T A一束T-5 漆椀 不明 一 一 一

48 T 東T A一束T-1 栓 板目 3.8 一 8.5

49 T 東T A一束T-2 下駄 柾目 21.2 7.3 2.5 連歯下駄、全体的に摩滅著しい

50 T 東T A一束T-3 下駄 柾目 20.3 8.2 1.5 連歯下駄、一部炭化

51 T 東T A一束T-4 下駄 柾目 20.3 7.9 1.3 連歯下駄、指頭圧痕あり。

一 T 東T A一束T-6 漆椀 不明 一 一 一

一
A一 一1 漆椀 不明 一 一 0.6 内面朱漆(下 地黒漆)、 外面黒漆

A-5-6 欠番
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第33図 木 製 品(1)
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第34図 木 製 品(2)
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第35図 木器(3)
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第36図 木 製品(4)
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3石u品 ・骨 角u品

(1)石 製品

本遺跡では各検 出面 を通 じて総計47点 の石製 品が出土 した。 この うち、比較的残存状況 の良好 な ものを図

化 し、21点 の石 製 品を掲 載 した。器種 は砥 石や硯、揚 臼な ど日用 品が ほ とん どであったが、双六駒 や碁石

な どの遊戯具 も少量 出土 してい る。 また掲載 は しなかったが石 臼、砥石、硯、水晶な ども出土 してい る。 こ

れ らは総 じて江戸期 に属 す ると思 われる。以下検 出面 ごとに概要 を記述 してい く。

第II検 出面

12点 の石製 品が出土 した。 内5点 を図化 した。1は 大 型 の砥石 で ある。3面 使用 してお り、残 る1面 にはノ

ミの痕 が残 されていた。2の 砥 石 とほぼ同 じ法量で あ り石材 も同一 と思 われ るため、 同一一個体 で ある可能性

も考 え られる。3の 砥石 は砂岩 で作 られ た砥石で ある。未使用 であった下面等 に石 を切 り出 した際の ノ ミの

痕 がみ られた。

4は 恐 ら く硯 で ある と思われ る。石材 は粘板岩 であ り、摩滅 が著 しい。上面上端 には横位 に沈線 が入 って

い る。器面 に は擦痕 が残 ってい た。5は 頁岩 で作 られた硯 であ る。激 し く被熱 し、 白色化 してい る。硯 池部

分 にはわずか に墨が付着 していた。

第 皿検 出面

計21点 が出土 した。第II検 出面同様砥石 が多 く出土 してい る。 また、数点で はあ るが黒曜石や水 晶 の破片、

石 臼や揚 臼等 も出土 してい る。 これ らの内11点 を図化 して提示 した。

砥石 は数多 く出土 して お り、実 に12点 の砥石 が見 られ た。 この中で図化 したものが7～9、12・13の5点

であ る。8・9は 上州戸沢産、現在 の群馬県甘楽郡南牧村産 の砥石 であ る。戸沢産砥石 は凝灰岩 を使用 し、6

面 にゴザ 目が入 れ られて いるのが特徴 である。過去 に行 なった松本城下 町跡本町4次 調査で は未使用 の まま

被 熱 し廃棄 され た戸 沢産砥石 が大量 に出土 した ことか ら、 この本町4次 調査 の調査地 が戸沢産砥石 問屋 で あ

った こ とが判 明 して いる。今 回出土 して いる8・9の 砥石 は ともに使用 された状 態 で出土 してい るため、 恐

ら く調査地 で消 費 され た もので あろ う。12・13は 泥質凝 灰岩製 の砥石 で ある。少 々赤み を帯 びた泥質凝灰

岩 を使 ってお り、 その石材か ら京都産 の砥石 であると推測 され る。磨耗 が激 しいためかな り使 い込 まれたの

であろ う。

硯 は6の1点 のみ出土 してい る。頁岩製 の硯で あ り、硯面 にはわず か に墨 が残 ってい る。 なお墨 堂 は使 用

によ り若干窪 んでいる。

14・15は ともに掲 臼であ る。14の 掲 臼は大型 の もので あ り、上面 に加 えて下 面 も使 用 してい る。15は14

に比べて小型 の揚 臼で ある。 こちらは片面 のみ使用 している。双方 ともに溶結凝灰岩で作 られてい る。

11は 双六の駒 と思われ る。凝灰岩 で作 られた径 約3cm、 厚 さ0.5cmの 駒で ある。表面 に模様等 はみ られ

ず、多少摩滅 してい るもの と思われ る。16は 碁石 である。材質 は珪板岩、いわゆる那智黒石 である と思 われ、

やや楕 円に近 い扁平 な形 を して いる。10は 用途不 明の石製 品で ある。長 さ約10cm、 幅0.7cmの 棒・状 を呈

してお り、石英 で作 られて いる。石英表面 は筋状 に削 られてお り、全面 に透 明粕 のような紬 が掛 け られてい

る。紬 には一部模様 のよ うなものが見 受け られ る。 その形状 か らして笄で ある可能性 が高 いが、類例 もな く

断定 す ることはで きない。

第IV検 出面

第IV検 出面 は石製品 の出土 が少 な く、4点 のみ出土 した。 その中で3点 の遺物 を図化 した。17・18は 砥 石

で ある。17は 凝灰 岩 を用 いてお り、上面 は前後2方 向か ら使 用 してい る。残存 してい る5面 全 て に使用 が認

め られ、摩滅 してい る。材質 な どか ら上州戸沢産 の砥石 で ある可能性 が高 い。18は 泥質凝灰岩製 の砥 石 で

ある。上面上部 には横位 に、下部 には縦位 にi擦痕 がみ られ、中央 には削れた ように窪んだ擦痕 が残 って いる。
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下面 には上部 に斜 めに何 らかの痕跡 がみ られ る。材質 か ら京都産 である可能性 が高い。

第V検 出面

第V検 出面 か らは10点 の石 製 品が出土 してお り、 その ほ とん どが砥 石で ある。19は 砂 質泥岩 を使 った砥

石 である。4面 に使用痕 が認 め られ る。使 用後 に被 熱 した らし く、一部 が煤 けて黒 く変色 してい る。20は 溶

結凝灰岩の砥 石で ある。4面 使用 してお り、使用後 に被 熱 してい る。

21の 石製 品 は暖 めて懐炉 の ように して使われ た温石 で ある と思わ れる。石材 は滑石 で あ り、幅5.7cmの

長方形 を呈 してい る。上端 中央 には径0.7cmの 孔 が空 け られてい る。下面 には縁 か ら0.3cmの 位 置 に縁 に

沿 って沈線状 の痕が残 されてい る。石材 が比較的軟 らかいためか全面至 る所 に擦痕 が見 られ る。 この擦痕が

使用 に よるものなのか後 に付 いた ものなのかは定かで はないが、一定方向 に入 る擦痕 な どは恐 ら く使 用時 に

ついたので あろ うと考 え られ る。

(2)骨 角製品

後述 する骨角類 と違い、 明 らか に製 品 として使 用 されていた ものを骨角製品 として取 り扱 った。骨 角製 品

は22・23・24の3点 のみが 出土 してい る。22は 鹿角製 で あ り、径 約2cm、 厚 さ約0.5cmの 円盤 型 を呈 して

い る。表面 には特 に模様等 はみ られない。法量や形状 か ら恐 らく双六の駒 であ ると思わ れる。23は 廃土 中 よ

り見つ かったので 出土位置等 の詳細 は不 明で ある。法量 は22と ほぼ同 じで あ り、形状 も酷似 して いる。 そ

のため これ も同 じく双六の駒 で あると思 われ、22と関連 している可能性 も考 え られ る。種 は特定 で きないが、

動 物 の角 で作 られ た物 であ ろう。24は ボタンであ ろ うと思 われ る。裏 面中心部 には穿 孔がみ られ るが、U

字状 に入 れ られてお り表面 まで は貫通 していない。穿孔中心は ブリッジ状で あると思 われるが、欠損 してい

るた め詳細 は不 明であった。

第4表 石製 品一覧表

図Nα 検出面 出土遺構 注記 種別
法 量(c皿) 重 量:

ぐ9)
残存度 石材 備考

長さ 幅 厚さ

1 II検 土5 土5-002 砥石 (21.3) 5.1 (2.6) 390 ほぼ完 頁岩 2と 同 一個 体 か?ノ ミの痕 あ り

2 II検 土7 土7-003 砥石 (9.2) 4.5 (2.1) 106 一部残 頁岩 1と 同 一 固体 か?

3 II検 集石1 集 石1-004 砥石 (13.4) 4.5 4.5 494 ほぼ完 砂岩 ノ ミの痕 あ り

4 II検 集石1 集 石1-005 硯 (7.o) (6.9) 0.5 44 一部残 粘板岩 摩滅著しい

5 H検 検出面 検 出一〇10 硯 (8.2) 7.5 2.5 26 上半残 頁岩 被熱により白変

6 皿検 土53 土53-007 硯 8.9 6.4 1.6 150 一部欠 頁岩

7 皿検 T13 T13-012 砥石 (4.2) 3.4 1.0 26 一部残 凝灰岩 戸沢産か?

8 皿検 検出面 検 出一〇13 砥石 12.5 4.4 2.4 192 ほぼ完 凝灰岩 戸沢産

9 皿検 検出面 検 出一〇14 砥石 16.6 3.0 4.6 336 ほぼ完 凝灰岩 戸沢産

10 皿検 検出面 検 出一〇15 笄か? (10.5) o.7 0.6 14 ほぼ完 石英 石英のような石材に紬がかかってい
る 一部模様あり

11 皿検 検出面 検 出一〇16 双六駒 2.9 3.1 0.5 96 完 凝灰岩

12 皿検 検出面 検 出一〇17 砥石 (4.5) 4.5 1.1 32 一部残 泥質凝灰岩 京都産

13 皿検 検出面 検 出一〇17 砥石 (7.2) 4.7 o.7 36 一部残 泥質凝灰岩 京都産

14 皿検 検出面 検 出一〇19 揚臼 12.4 10.9 7.2 1030 完 溶結凝灰岩 両面使用

15 皿検 検出面 検 出一〇19 揚臼 8.2 7.4 3.7 256 完 溶結凝灰岩 片面使用

16 皿検 検出面 検 出一〇21 碁石 2.5 1.8 0.5 10 完 珪板岩 那智黒

17 IV検 検出面 検 出一〇〇3 砥石 (12.1) 3.3 3.0 172 一部欠 凝灰岩 戸沢産か?

18 IV検 検出面 検 出一〇〇3 砥石 10.5 4.5 0.9 78 一部欠 泥質凝灰岩 京都産か?

19 V検 検出面 検 出一〇〇8 砥石 8.9 2.7 2.0 128 一部欠 砂質泥岩 一部被熱により黒変

20 V検 検出面 検 出一〇〇9 砥石 (7.o) 3.0 2.2 92 一部残 凝灰岩

21 V検 検出面 検 出一〇〇6 温石か? (5.2) 5.7 2.1 126 一部残 滑石 中心に穿孔あり

第5表 骨角製 品一覧表

図Nα =検出面 出土遺構 ・注記 種:別
法:量(cm) 重 量

Cg)
残存度 石材 備考

長さ 幅 厚さ

1 IV検 検出面 検 出一〇〇4 双六駒 1.9 1.9 0.4 2 完 鹿角

2 廃土 廃土 双六駒 2.2 2.2 0.4 4 完 角

3 皿検 土24 土24-001 ボタンか? 1.6 0.3 ほぼ完 鹿角
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第37図 石製品(1)
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第38図 石製品(2)・ 骨角製品
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4鉄I」 品

今 回の調査 では538点 の鉄製 品が 出土 した。 内311点 は鉄澤 で ある為、製品の出土 は227点 とな る。 これ ら

鉄製 品の うち残存状 態の良 いものを中心 に84点 について図化掲載す る こととした。

検 出面 ごとにみ る と1検 ・11点 、II検 ・75点、III検 ・114点 、IV検 ・13点 、V検 ・6点 とIII検が突 出 して

多 く出土 してお り、次 いでII検 が多 くなってい る。比べ て鉄澤 はII・III・V検 でのみ 出土 して お り、総 数

311点(9,194g)で ある。

なお、文 中 では図化提示 したもの を実○、拓本提示 したもの を拓 ○、図化 で きなかっ た資料 をIDOと し

て区別 させ ていただいた。

(1)鉄 製品

先 にも述 べ た通 り、総 数217点 の鉄製 品が出土 してい る。器種 をみ る とまず 目に付 くの は銭 貨 であ り、39

%に あた る85点 が出土 してい る。 中で も寛永通 宝 は総数61点 出土 して お り、今 回の出土 銭 の72%を 占めて

い る。寛永通宝 はほぼ全て一文銭 であ り、1点 のみ背 に波 型の ある四文銭 が出土 してい る。 また、寛永通宝

の他 に輸入銭 の類 も多 く見 られ、 開元 通寳(1点)・ 軋元重寳(1点)・ 宋通元寳(1点)・ 祥符 元寳(1点)・ 祥符

通寳(1点)・ 天聖元寳(1点)・ 皇宗通寳(2点)・ 元豊通寳(4点)・ 元祐通寳(2点)・ 紹聖元寳(2点)・ 聖宋元寳(1

点)・ 政和通寳(1点)な どが出土 してい る。今 回出土 した銭貨 の うち、最 古銭 は開元通寳 の621年 、最新:銭は

文久永寳の1863年 である。 また、少数で はあ るが明治期の半銭 通貨 なども出土 した。

銭貨 に次 いで多 くみ られたの は釘 と煙管 で ある1釘 は62点 出土 してお り鉄製 品の28%を 占めて いる。長

さは まち まちであ るがほ とん どが角釘 であ り、頭巻釘 もし くは切 釘で あった と思 われ る。煙管 は20点(9%)

出土 してい る。総 じて羅宇煙管で あ り、雁 首 は13点 、吸 口は7点 出土 している。 その他鎌、銘、鋏 、箸、杓子、

風鈴、火打 ち金具等 の 日用品や墾、鑓等の大工道具 が出土す るなど、 多種多様 な金属製 品がみ られ る。

第1検 出面

第1検 出面 か らは銭 貨4点 、煙管2点 、釘3点 、風鈴1点 、留 め金具1点 の計11点 が出土 した。:銭貨 の内2点

は明治期 の半銭 であ り、 明治15年 ・明治8年 の銘 がみ られ る。残 る2点 は寛永通寳 であ る。煙管 は2点 出土 し

ている。

第]1検 出面

第II検 出面 か らは75点 の鉄製 品が 出土 した。 内訳 は釘35点 、銭貨11点 、留 め金 具5点 、鎌i4点、 刀身3点 、

鑓1点 、懊 ・塾1点 、煙管1点 、小柄2点 、把手2点 、 ナイ フ1点 、錯1点 、墾1点 、鋏1点 、火箸1点 、不 明5点 で

あ る。釘 は35点 が出土 してい る。や は りほ とん どが角釘 であ る。銭貨 は11点 出土 した。 多 くは寛永通寳 で

あ るが文 久永寳 と半銭硬貨 が1点 つつ 出土 してい る。半銭硬貨 は明治期 の ものであるが、検 出面撹 乱範 囲中

か ら出土 してい るため上層 か らの混入 品 と思 われ る。寛永通寳 は総 じて一文銭 であったが拓5の み背 に文 の

字 がみ られた。

その他 日用品 として鎌、銘、 火箸、鋏、鑓、懊、留 め金具 な どもみ られた。鎌 は計4点 出土 してい る。 内

2点 は土18か らの出土で あ り、様 相 も酷似 してい るため同一個体 で ある可能性 が高 い ように思 われ る。鋏 は

ID78で ある。 中心付近 に穴 を持 っが、先端 の幅が広 くなってい るた め鉄 を挟 む金鋏 である可能性 が高い。

また、武具 として刀身、小柄 、ナイフが出土 している。刀身 は破片 のみで あるため全容 は判 断 しが たいが、

打 刀の刀身で ある と思われ る。小柄 は2点 出土 してい る。実13は 小柄 の柄 である。断面三角 の筒状 を呈 して

お り、端部 には丸 い筒状 の装飾 が施 されていた と考 え られ る。

第 皿検 出面

第III検 出面 からは114点 の鉄製品が 出土 してい る。半数 以上 が銭貨 であ り、実 に62点 の銭貨 が出土 してい

る。:銭貨 の中で も特 に多い のはや は り寛 永通 寳で あ り、77%に あた る48点 が 出土 してい る。寛 永通寳 はそ
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の字体 によ り大 き く2分 され るが、古:寛永通寳 は41点 、新 寛永通 寳 は6点 み られ た。中で も特 に拓13～19は

土48か らま とまって出土 してお り、7枚 の銭貨 が重 なるよ うにみ られ た。土48は 柱穴 であ るとみ られ るため

埋納銭 の類 とは考 えに くいので、 ま とめられた銭貨 がそのまま埋没 した ものであろ うと考 え られ る。寛永通

寳以外 に宋 銭 も多 く出土 してお り軋元重寳、元豊通寳 、皇宗通寳、紹聖元寳、祥符元寳、祥符通寳、聖宋元寳、

政和 通寳、宋通元寳、天 聖元寳 な どが出土 してい る。 中で も拓50～57は 全 て土54か らの出土で あ り、土48

同様連 なった状態 で出土 して いる。 こちらは出土状態 か ら備蓄銭 で ある可能性 も考 え られ る。

その他 釘、煙管、鋏、鎌、火箸、火打 ち金具、笄、小柄、匙 な ども出土 してい る。中で も釘 は最 も多 く、

21点 出土 してい る。全 て角釘 と思 われ、頭 を潰 した釘 が多 い。次いで多いのは煙管で ある。煙管 は全て羅宇

煙管で あ り、雁首 が8点 、 吸口が5点 出土 してい る。雁首 は全 て に補 強帯がみ られ る。鎌 は土2か ら出土 して

い る。長 さ45cm、 太 さ2,5cm程 の柄 に刃部 がつ け られた状態 で出土 した。ID227は その一部 で ある と思われ る。

実7は ほぼ完形 の火打 ち金具 で ある。両端 が反 り上 が るような形状 を呈 してい るため、ね じり鎌式 の火 打 ち

金具で ある と考 え られる。実6は 和鋏 であ ると思 われ る。 中央 よ り割 れて しまって はい るが、 ほぼ完形 で あ

り若干柄 の長 い和鋏 である と考 え られ る。

第IV検 出面

第IV検 出面 では13点 の鉄製 品がみ られた。点数 も少 ないためか・器種 も少 な く、銭貨3点 、煙管2点 、釘2点 、

火箸1点 、小柄1点 、 刀子1点 、留 め金 具2点 、墾1点 であ った。銭貨 は全 て輸入:銭で、元祐通 寳2点 と開元通

寳1点 で ある。煙管 は双方 とも吸口であった。

第V検 出面

第V検 出面 では元豊通寳、煙管、懊 ・墓、鑛、墾、火打 ち金具 の6点 が出土 している。実23は 棒 状 の鉄製

品で ある。断面角状 の製 品の先端 が潰 されて細 くなってい た。恐 ら く懊 か塾で あると思わ れるが詳細 は定 か

で はない。実8は 完形 の火打 ち金具 である。いわ ゆる山形 の火打 ち金具 で把手部 には木質物 が付着 していた。

使用 の便 をよ くす るため把手部 を木製 にしていたので あろ うと考 え られ る。

(2)鉄 津

今回 の調査 で は総数311点 、総重量9,194gの 鉄澤 が出土 した。各検 出面の出土量 はII検4,586g、III検229g、

V検5,308gで あ り、II・V検 に集 中 している事がわかる。以下 それ ぞれ につ いて概要 を述 べたい と思 う。

第1[検 出面

4,5869の 鉄澤 が出土 した。各遺構 の内訳 は検 出面:169.99、 土18:2239.39、P25:504.29、P26:352.79、

P27:390.89で あ る。土18を は じめP25・26・27は 調査 区南西 の隅 に集 中 してお り、 付近 には鞘 の羽 口が

出土 してい る土17が あるため、 この付近 の遺構一体 として鍛冶関連遺構 である と考 え られる。

第 皿検出面

229.7gと 少数で はあるが鉄津 がみ られた。 出土 した遺構 は土17・24に 限 られてお り、 両遺構 ともに調査

区中央 に集中 してい るため、付近 を中心に鍛冶遺構 が存在 した可能性 も考 え られる。

第V検 出面

鉄澤 の出土 量が最 も多 く、4969.29の 鉄澤 がみ られた。 出土遺構 は土6、 トレンチ1・2の 他 は検 出面 で発

見 されてお り、検 出面 での出土量 が48939と 最 も多い。検 出面 出土 の鉄澤 は全 て調査 区北側 の流路 内 か ら

出土 してい る。 トレンチ1・2も 流路 内に設定 した トレンチであるため、調査 区片側の流路 か らは4931.79の

鉄津が 出土 したこととな り、第V検 出面 出土鉄澤の ほぼ全 てが流路 に集 中 していることが分 かる。 この流路

は他 に動物骨 等 も多量 に出土 してお り、付近 には焼土等 の痕跡 も見 られなかったため、恐 らく洪水等 で流入

し一括埋 没 したものであ ると考 え られ る。
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第6表 出土鉄器一覧表

番号 ID 検出
面
出土遺構 器種

法量
備考

長さ(㎜) 幅(㎜) 厚 さ(㎜) 重 量:(9)

実測 1 209 2 検出面 小柄 62.6 20.3 4.2 18.7

実測 2 352 4 検出面 小柄 97.4 14.4 5.0 12.7

実測 3 537 排土 小柄 96.0 13.7 13.7 31.2

実測 4 353 4 検出面 刀子 93.6 11.1 2.9 6.0

実測 5 333 3 検出面 匙 76.9 12.6 6.2 6.2 飯匙

実測 6 229 3 土2 はさみ 126.3 11.3 5.6 7.2 TT3No,04R228

実測 6 230 3 土2 はさみ 112.2 10.0 6.2 7.3 TT3No,05R228

実測 7 293 3 検出面 火打金具 86.2 16.1 4.9 12.7 No,14ね じ り鎌 式

実測 8 368 5 検出面 火打金具 85.5 28.4 12.9 12.4 No,10把 手部に木質物付着

実測 9 327 3 検出面 箸 172.5 3.0 2.g 8.8

実測 10 233 3 土2 釣 り金具 90.4 11.1 4.0 10.0 TT3

実測 11 5 1 検出面 煙管 61.8 11.0 10.1 5.6 雁首V

実測 12 92 2 土20 キセル 39.4 21.0 15.2 5.8 雁首 皿

実測 13 196 2 検出面 小柄 116.0 14.8 6.3 34.0 柄 端部に装飾があったと思われる

実測 14 231 3 土2 キセル 39.0 28.7 14.5 4.3 TT3雁 首

実測 15 249 3 土24 キセル 87.1 14.9 14.6 8.4 No,07雁 首 皿

実測 16 253 3 土24 キセル 59.9 21.3 15.3 7.5 No,11雁 首 皿

実測 17 319 3 検出面 キセル 85.0 23.3 16.7 11.9 雁首 皿

実測 18 289 3 検出面 キセル 64.3 17.3 17.2 5.3 No,08吸 口1V-V

実測 19 336 3 検出面 キセル 59.5 8.7 8.7 3.4 吸 口V

実測 20 348 4 検出面 キセル 76.7 11.9 10.8 5.4 吸 口IV-V

実測 21 349 4 検出面 キセル 58.4 15.0 7.4 2.9 吸 口IV-V

実測 22 525 5 トレンチ キセル 42.4 30.0 14.3 4.3 雁首 皿一IV

実測 23 398 5 検出面 懊 ・塾か? 35.9 8.3 3.7 4.4

実測 24 197 2 検出面 刀身 230.0 20.5 7.5 83.7

実測 25 351 4 検出面 火箸か 145.4 9.7 6.4 25.3

実測 26 356 4 検出面 留め金具か? 35.9 33.1 3.1 15.4

実測 27 357 4 検出面 墾;か? 47.0 27.4 25.0 63.0

実測 28 381 5 検出面 鑛:か? 133.5 6.9 5.5 14.9 No,20

実測 29 538 調査区外 不明 44.4 44.3 2.2 8.5

拓本 1 1 1 検出面 寛永通寳 23.6 23.5 1.1 2.7 新 初鋳年1668年

拓本 2 191 2 検出面 寛永通寳 24.4 24.4 1.0 3.0 新 初鋳年1668年

拓本 3 192 2 検出面 寛永通寳 23.0 22.9 1.1 2.8 新 初鋳…年1668年

拓本 4 193 2 検出面 文久永寳 27.6 25.7 1.1 3.0 初 鋳…年1863年

拓本 5 195 2 検出面 寛□通寳 25.3 17.0 1.2 2.3 新(背:文)1668年 下部1/3程 打ち
かかれている

拓本 6 234 3 土4 寛永通寳 24.7 24.7 1.6 4.1 古 初鋳年1626年

拓本 7 235 3 土4 寛永通寳 24.4 24.4 1.4 3.3 古 初鋳年1626年

拓本 8 236 3 土10 寛永通寳 25.1 25.0 1.1 2.9 新(背:文)初 鋳年1668年

拓本 9 240 3 ニヒ17 寛永通寳 24.7 24.4 1.3 3.5 古 初鋳年1626年

拓本 10 241 3 土17 寛永通寳 25.0 24.9 1.2 3.4 古 初鋳年1626年

拓本 11 254 3 土24 寛永通寳 24.2 24.2 1.1 3.2 No,12古 初 鋳 年!626年

拓本 12 266 3 土45 寛永通寳 24.6 24.6 1.7 4.0 古 初鋳年1626年

拓本 13 267 3 土48 寛永通寳 24.2 24.1 1.1 3.2 No,03古 初 鋳 年1626年

拓本 14 268 3 土48 寛永通寳 24.7 24.5 1.5 4.0 No,04古 初 鋳 年1626年

拓本 15 269 3 土48 寛永通寳 24.4 24.4 1.0 3.2 No,04古 初 鋳 年1626年

拓本 16 270 3 土48 寛永通寳 24.3 24.2 1.1 3.6 No,04古 初 鋳 年1626年

拓本 17 271 3 土48 寛永通寳 24.5 24.3 1.3 3.0 No,04古 初 鋳 年1626年

拓本 18 272 3 土48 寛永通寳 23.9 23.9 1.6 4.7 No,04古 初 鋳 年1626年

拓本 19 273 3 土48 寛永通寳 24.1 24.0 1.0 2.9 No,04古 初 鋳…年1626年

拓本 20 288 3 P19 寛永通寳 23.6 23.6 1.3 3.2 No,04古 初 鋳 年1626年

拓本 21 283 3 P19 寛永通寳 24.5 24.4 1.3 3.6 No,01古 初 鋳 年1626年

拓本 22 284 3 P19 寛永通寳 23.8 23.7 1.1 2.6 No,01古 初 鋳 年1626年
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翻 工D讐 趾 遺構 器種
法量

長さ(㎜)幅(㎜)厚 さ(㎜)重 量(9)
備考

拓本 23 285 3 P19 寛永通寳 24.0 23.9 1.5 3.3 No,02古 初 鋳 年1626年

拓本 24 286 3 P19 寛永通寳 24.3 24.3 1.4 4.4 No,03古 初 鋳 年1626年

拓本 25 292 3 検出面 寛永通寳 24.2 13.9 1.0 1.7 No,12

拓本 26 295 3 検出面 寛永通寳 24.5 24.4 1.2 2.8 No,27古(背:文)初 鋳 年1626年

拓本 27 296 3 検出面 寛永通寳 24.0 24.0 1.0 1.9 No,28古 初 鋳…年1626年

拓本 28 297 3 検出面 寛永通寳 25.0 25.0 0.9 2.8 No,29古 初 鋳 年1626年

拓本 29 298 3 検出面 寛永通寳 25.0 25.0 0.9 2.8

拓本 30 299 3 検出面 寛永通寳 25.3 25.2 1.4 3.6 古(背:文)初 鋳年1626年

拓本 31 300 3 検出面 寛永通寳 23.8 23.5 1.1 3.2 古 初鋳…年1626年

拓本 32 301 3 検出面 寛永通寳 23.9 23.8 1.3 3.1 古 初鋳年1626年

拓本 33 302 3 検出面 寛永通寳 24.1 24.1 1.3 2.9 古 初鋳年1626年

拓本 34 303 3 検出面 寛永通寳 24.5 24.5 1.3 3.6 古 初鋳…年1626年

拓本 35 304 3 検出面 寛永通寳 24.8 24.7 1.3 2.5 古 初鋳年1626年

拓本 36 305 3 検出面 寛永通寳 25.0 24.9 1.1 3.3 古 初鋳年1626年

拓本 37 306 3 検出面 寛永通寳 23.7 23.6 1.3 2.8 古(背:文)初 鋳…年1626年

拓本 38 307 3 検出面 寛永通寳 24.0 23.9 1.3 3.3 古 初鋳年1626年

拓本 39 308 3 検出面 寛永通寳 22.9 22.9 1.0 2.9 新 初鋳年1668年

拓本 40 310 3 検出面 寛永通寳 25.2 25.2 1.0 3.1 新 初鋳年1668年

拓本 41 312 3 検出面 寛永通寳 24.1 23.9 1.6 3.8 古 初鋳年1626年

拓本 42 313 3 検出面 寛永通寳 24.2 24.1 1.1 3.2 古 初鋳年1626年

拓本 43 315 3 検出面 寛永通寳 24.6 24.5 1.2 3.9 古 初鋳年1626年

拓本 44 317 3 検出面 寛永通寳 22.7 22.7 1.0 2.6 新 初鋳年1668年

拓本 45 318 3 検出面 寛永通寳 23.9 23.9 1.1 3.3 古 初鋳年1626年

拓本 46 535 排土 寛永通寳 24.0 24.0 1.2 3.9 古 初鋳年1626年

拓本 47 237 3 土11 皇宗通寳 24.3 24.3 1.5 3.5 No,01初 鋳 年1038年

拓本 48 243 3 土24 宋通元寳 23.6 23.6 1.0 2.3 No,02初 鋳 年960年

拓本 49 257 3 土24 皇宗通寳 24.4 24.4 1.1 2.9 No,16初 鋳 年1038年

拓本 50 274 3 土54 元豊通寳 23.8 23.5 1.2 3.3 No,01初 鋳 年1078年

拓本 51 275 3 土54 元豊通寳 23.6 23.5 1.1 2.8 No,01初 鋳 年1078年

拓本 52 276 3 土54 元豊通寳 23.8 23.8 1.2 3.0 No,01初 鋳 年1078年

拓本 53 277 3 土54 天聖元寳 23.0 22.7 1.0 2.4 No,01初 鋳 年1023年

拓本 54 278 3 土54 政和通寳 24.7 24.6 1.2 3.5 No,01初 鋳年1111年

拓本 55 279 3 土54 _元 重 寳 22.5 22.5 1.7 2.7 No,01初 鋳年758年

拓本 56 280 3 土54 聖宋元寳 23.9 23.8 1.2 3.2 No,01初 鋳年1101年

拓本 57 281 3 土54 祥符元寳 24.3 24.2 1.1 2.7 No,01初 鋳 年1009年

拓本 58 291 3 検出面 紹聖元寳 23.2 23.0 1.0 2.4 No,11初 鋳…年1094年

拓本 59 309 3 検出面 □聖元寳 23.6 23.0 1.0 1.7 天聖元寳か?

拓本 60 343 3 T9 祥符通寳 24.3 24.2 1.2 3.0 No,02初 鋳 年1009年

拓本 61 344 3 T11 24.4 24.3 1.2 2.6 No,02初 鋳 年1094年

拓本 62 345 4 検出面 元祐通寳 24.7 24.6 1.1 3.0 初鋳年1086年

拓本 63 346 4 検出面 元祐通寳 23.6 23.4 1.1 2.9 初鋳年1086年

拓本 64 397 5 検出面 元豊通寳 23.8 23.8 1.1 2.6 初鋳年1078年

2 1 検出面 寛永通寳 21.4 21.3 1.3 2.0 古 初鋳年1626年

3 1 検出面 半銭 22.2 22.0 1.2 3.2 明 治15年1882年

4 1 検出面 半銭 22.0 21.8 1.2 3.0 明 治80r18年18750r1885年

6 1 検出面 煙管か? 63.8 27.2 10.2 12.7 煙 管雁首のつぶれたものか?

7 1 検出面 風鈴 36.1 35.9 31.0 17.3

8 1 検出面 留め金具 58.0 25.6 13.3 4.7

9 1 検出面 釘 129.7 12.4 11.7 14.5 丸釘

10 1 検出面 釘 73.4 14.5 7.8 9.7

11 1 検出面 釘 44.9 9.5 8.8 3.6

12 2 土1 寛永通寳 23.4 23.3 0.9 2.4 新 初鋳年1668年

13 2 土1 寛永通寳 25.6 25.6 1.8 3.2 古 初鋳年1626年
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鶴 ・D響 趾 鶴 器種
法量:

長:さ(㎜)幅(㎜)厚 さ(㎜)重 量(9)

備考

14 2 土1 寛永通寳 23.9 23.7 1.9 3.2 新(背:文)1738年

15 2 土1 釘 52.3 6.0 3.5 3.8

16 2 土1 釘 39.3 10.3 6.2 2.7

17 2 土1 釘 42.0 9.6 6.2 1.6

18 2 土1 釘 22.2 8.2 4.2 1.5

19 2 土2 懊 ・塾か? 73.9 19.8 6.9 23.0

20 2 土5 釘 56.1 7.2 4.9 3.2

21 2 土5 釘 29.8 8.6 3.5 1.0

22 2 土7 釘 30.5 9.4 8.8 3.0

23 2 土7 釘 36.4 5.9 5.0 o.s

24 2 土18 留め金具 152.6 40.7 30.0 200.0 No,01木 質 物 の 留 め 具

40 2 土18 錠か? 164.5 65.8 6.2 250.7 No,07

41 2 土18 小柄 75.5 16.4 4.5 9.9 刃部か?

42 2 土18 釘 79.1 11.5 10.6 24.6

75 2 土18 不明 165.0 36.8 35.6 374.7 棒状

76 2 土18 不明 109.5 55.9 37.2 242.1 棒状

77 2 土18 留め金具 92.1 36.7 16.7 93.6 留 め金具か?

78 2 土18 鋏か? 116.5 21.7 12.2 72.1 へ

79 2 土18 留め金具 61.6 37.7 10.8 45.7 留 め具用の穴あり

80 2 土18 鎌か? 49.1 27.3 8.6 38.5

81 2 土18 鎌か? 62.4 24.4 5.1 19.0

82 2 土18 釘 51.7 8.5 7.0 9.3

93 2 ピ ッ ト24 釘 36.6 3.9 3.3 0.7 鋲

94 2 ピ ッ ト24 釘 22.9 7.2 5.6 o.$ 鋲

95 2 P25 釘 83.8 8.8 8.0 7.3

96 2 P25 釘 81.1 9.4 6.5 9.4

97 2 P25 釘 49.5 6.3 4.9 2.2

101 2 P26 釘 46.7 9.2 9.1 4.9

174 2 P28 不明 58.1 28.7 22.0 26.4 No,01金 具

175 2 集石3 留め金具 84.6 25.0 13.3 105.0

176 2 集石3 留め金具 84.7 20.4 4.5 24.3

177 2 集石3 釘 56.9 5.9 5.7 4.0

178 2 集石3 釘 54.0 4.0 3.9 2.2

179 2 集石3 不明 19.4 18.9 6.5 13.5 四角い塊

180 2 集石3 釘 20.0 10.1 9.9 2.8

181 2 検出面 ナイフ 114.8 31.0 8.4 88.3 E15,S3肥 後 の守 か?

182 2 検出面 釘 51.2 4.4 3.4 1.4 鋲 東西部 黒色土層

183 2 検出面 釘 36.6 7.1 3.7 1.3 鋲 東西部 黒色土層

184 2 検出面 釘 44.9 9.0 8.1 13.0 南西隅

185 2 検出面 釘 38.8 5.7 5.5 3.9 南西隅

186 2 検出面 釘 33.1 3.3 3.1 1.0 南西隅

188 2 検出面 不明 8.2 5.4 5.1 o.2

189 2 検出面 半銭 27.8 27.8 1.4 6.6 明 治16年1883年

190 2 検出面 寛永通寳 22.5 22.5 1.3 2.3 古 初 鋳…年1626年

194 2 検出面 (寛永通寳) 27.0 19.0 1.7 1.5 新(背=波11)初 鋳…年1769年

198 2 検出面 繋か? 117.0 10.5 5.0 20.3

199 2 検出面 釘 50.9 9.2 5.8 4.2

zoo 2 検出面 釘 49.0 6.7 4.3 2.6

201 2 検出面 釘 46.2 6.6 5.1 3.9

202 2 検出面 把手か? 29.5 27.7 4.0 5.1

203 2 検出面 釘 26.1 7.8 6.1 2.1

204 2 検出面 釘 27.7 6.2 6.2 1.2

205 2 検出面 釘 18.7 8.3 5.3 1.5
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翻 ・D響 趾 遺構 器種
法量

長さ(㎜)幅(㎜)厚 さ(㎜)重 量(9)
備考

206 2 検出面 釘 14.4 5.4 5.2 o.s

207 2 検出面 火箸か? 143.2 6.8 6.8 24.6

208 2 検出面 把手か? 109.8 7.9 7.4 22.8

210 2 検出面 刀身 27.7 24.5 6.1 16.1

211 2 検出面 鑓 43.9 8.2 7.4 9.8

212 2 検出面 釘 38.1 7.9 8.3 5.4

213 2 検出面 釘 57.8 7.3 4.0 2.7

214 2 検出面 釘 32.9 7.8 5.3 1.5

215 2 検出面 釘 100.1 6.0 5.9 11.5

216 2 検出面 鎌 68.6 49.9 4.6 29.0

217 2 検出面 鎌 47.3 43.9 4.3 14.2

225 2 石 列1,2 寛永通寳 24.5 24.4 1.3 3.4 TT1新1668年

226 3 溝状遺構 寛永通寳 24.0 23.8 1.1 2.4 TT3古1626年

227 3 土2 鎌 143.2 52.6 3.8 30.6 TTINo,05

228 3 土2 釘 84.6 12.0 4.3 7.3 TT3No,02

232 3 土2 寛永通寳 24.1 23.9 1.7 3.4 TT3古1626年

238 3 土17 釘 44.4 5.2 3.2 1.5 No,07

242 3 土19 釘 21.1 4.8 4.4 0.7

244 3 土24 釘 109.5 11.2 10.8 14.6 No,04

245 3 土24 火箸か? 161.0 8.2 7.2 20.8 No,05

246 3 土24 火箸か? 97.8 9.1 8.1 15.5 No,05

247 3 土24 火箸か? 56.3 12.2 8.3 8.8 No,05

248 3 土24 刀子か? 30.3 14.2 6.8 4.6

250 3 土24 刀子か? 48.4 17.1 5.7 7.1

251 3 土24 キセル 35.5 12.0 11.3 2.1 No,10雁 首 か?

252 3 土24 キセル 28.4 7.5 6.6 1.5 No,10雁 首

255 3 土24 寛永通寳 23.9 23.8 1.1 3.6 No,13古 初 鋳 年1626年

256 3 土24 キセル 42.8 11.2 11.0 3.9 No,14吸 口IV

258 3 土24 釘か? 63.8 4.0 3.8 3.0

259 3 土24 釘 29.8 15.6 6.0 3.7

261 3 土27 釘 70.3 18.0 10.0 8.8 TTNo,01

262 3 土34 寛永通寳 23.3 23.3 o.s 1.9 新 初鋳年1668年

263 3 土37 キセル 57.5 9.2 8.5 2.0 吸 口IV

264 3 土41 キセル 57.0 10.2 9.6 2.7 吸 口IV

265 3 土43 釘か? 40.4 6.7 5.8 1.1

282 3 土64 釘 96.3 21.4 7.8 12.4

287 3 P19 寛永通寳 23.9 23.9 1.2 3.4 No,04古 初鋳 年1626年

290 3 検出面 小柄 98.0 16.5 10.0 26.6 No,10

294 3 検出面 寛永通寳 25.3 25.3 1.1 3.2 No,18新(背:文)1668年

311 3 検出面 寛永通寳 24.7 24.6 1.1 3.3 古 初 鋳…年1626年

314 3 検出面 寛永通寳 23.3 23.3 1.3 3.0 古 初鋳…年1626年

316 3 検出面 寛永通寳 23.8 23.7 1.5 3.2 古 初鋳年1626年

320 3 検出面 釘 87.3 15.9 6.4 9.9

321 3 検出面 釘 49.0 19.5 6.8 6.0

322 3 検出面 釘 43.8 6.9 6.1 2.8

323 3 検出面 釘 22.7 4.7 4.6 1.1

324 3 検出面 刀子か? 55.8 17.0 5.7 11.0

325 3 検出面 釘 46.4 5.8 3.9 1.5

326 3 検出面 釘 27.0 6.8 6.8 2.6

328 3 検出面 鎌か? 43.0 34.7 4.3 10.8

329 3 検出面 小柄 41.8 20.8 8.0 8.8

330 3 検出面 釘 49.0 17.0 10.2 5.0

331 3 検出面 釘 40.4 4.5 2.9 o.s
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翻 ・D響 趾 舗 器種
=法量:

長 さ(㎜)幅(㎜)厚 さ(㎜)重 量:(9)

備考

332 3 検出面 釘 64.3 5.7 4.2 5.2

334 3 検出面 不明 39.9 13.9 6.4 4.3

335 3 検出面 釘 25.4 4.5 4.4 1.0

337 3 検出面 キセル 79.2 11.4 6.1 5.2 雁首

340 3 T11 キセル 17.8 17.8 10.3 3.1 雁首 皿

341 3 T3 釘 79.4 5.0 3.5 4.1

342 3 T8 釘 59.1 9.5 4.7 9.4

347 4 検出面 開元通寳 23.1 23.1 1.2 1.9 初鋳年621年

350 4 検出面 釘か? 41.1 9.6 9.4 9.7

354 4 検出面 釘 45.0 5.0 4.0 1.4

355 4 検出面 留め金具か? 52.2 34.9 3.2 15.4

526 5 トレンチ 繋か? 88.7 13.2 3.8 10.4

531 東部 トレンチ 寛永通寳 24.5 24.5 0.9 2.4 新 初鋳年1668年

532 東部 トレンチ リング状 18.8 18.8 2.0 1.2

533 東部 トレンチ キセル 16.2 15.8 8.9 2.3 雁首

534 東部 トレンチ 釘 84.3 13.0 6.4 13.7

536 排土 銭 22.2 22.2 0.8 2.2 文様不明 胴銭
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第39図 金属 製品(1)
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第40図 鉄 製 品(2)
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5自 然遺物 ・骨類

今 回の調査 で は5点 の植物 類、22点 の 自然遺物、23点 の骨類 が出土 してい る。各検 出面通 じて 出土 して い

るが、 自然遺物 は第II・HI検 出面、骨類:は第III・V検 出面 に集 中 して見 られ た。

植物類

植物i類は第III検 出面 か ら出土 してい る。5点 の内2点 が クル ミ、2点 が桃 の種 、1点 が炭化 した コナラで あ

った。恐 らくクル ミ』・桃等 は食用 にされ たもので あろ う。

自然遺物

第II検 出面 では3点 出土 してい る。内2っ はハマ グ リで あ り、残 る1っ はアワ ビであった。 いずれ も破片 で

ある。第III検 出面 では19点 の貝 が出土 した。 その内訳 はノ＼マ グ リ7点 、 アサ リ5点 、 ホタテ4点 、 アワ ビ1点 、

サザエ1点 であ る。 ハマグ リ、 アサ リ、 ホタテな どは二枚 貝で あるが全て左右 の殻 が外れ た状態 で 出土 して

いるため、片殻 のみで1点 と数えた。 これ らの貝 は総 じて食用 に好 まれ る物で あるため、食 され て捨 て られ

た もので ある可能性 が高い が、土47出 土 のホ タテには穿孔 ら しき痕 がみ られた。ホ タテは貝杓 子 として用

い られ るこ とがあ るため、 このホタテも貝杓 子 として使用 された可能性 が考 え られ る。

骨類

骨類 は全て動物 の骨 であった。 ほ とん どは破片 での出土 となるため種 の判別 は困難 で あったが、出土 した

23点 の うち14点 のみ種 が 同定で きた。種 として はウマ、イ ノシシ、 シカ な どが主で あったが、 ただ1点 イヌ

の上顎骨 がみ られた。 また、 シカの角 が4点 み られたが、 内1点 には基部 に切痕 が、他 の1点 には基部 に擦痕

がみ られた。 これ らは何 らかの目的で加工、使用 された もの と思わ れる。

また、特筆 すべ きは第V検 出面出土 の骨類 である。第V検 出面 出土 の骨類 はほぼ全 てが北側の流路 か ら出

土 してい る。 これ らの骨 もほぼ全て破片 での出土で あるが、 その破断面 は鋭利 であ り一部化石化 している も

のがみ られ るため、 この場で捨て られた ものではな く別 の場所 か ら流 されて きた後埋 まったもの である と考

えるこ とがで きる。
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5調 査 のまとめ

松本城を中心 として広がる松本城下町。 その北東部に親町の一つ として東町が存在する。今回の調査地は

その東町の北部に位置 している。調査地近辺の様子は幾つかの絵図資料に記載がみられ、おおよその変遷は

推察することができる。それに拠れば調査地近辺は商人地であり、調査範囲には中央に糀屋、時期によって

は北側 に塗師屋、南に飴屋や個人宅があった と記されている。 このことを踏まえて調査結果 をみると、 ま

ず注 目すべ きは第III検出面にみ られた石組み遺構であろう。径2m40cmの 円形 とおよそ2mの 方形が組み合

わされた形状の石組みは深 さ1m40cmあ り、円形部分 には火 を焚いていた痕跡が明瞭に残っていた。 この石

組みはその形状や類例か ら糀竃であると推察できる。第HI検 出面は出土 した遺物 などから17c中 葉～18c

前葉に帰属すると考えられるが、絵図資料において調査地で糀屋の記載が確認できるのが元禄10(1697)年

から享保9(1724)年 であるため、 この糀竃の時期は絵図資料に糀屋の記載がみられる時期 とほぼ一一致する。

まさに絵図資料 と符合する調査結果 となった。なお、この糀竃は廃絶後石を崩 して粘土で埋められていた。

この粘土は調査区北東部に広 くみ られたため、第II検 出面を整地する際に広 く粘土で覆いなが ら封 じたもの

と思われる。

さて、調査地が糀屋を中心 に3軒にまたがっていた ことは先に述べた通 りであるが、その町割 はどのよう

に変遷 したのであろうか。年代順に変遷を追ってみたいと思 う。まず、第V検 出面では調査区北端に東西方

向に流れる自然流路が確認できた。そしてそれに直交する形で幅約1m、 深さ55cm程 の台形状の溝が南北方

向に伸びていた。溝 には流水の痕跡が認められず、溝を境に西側に柱穴が多数みられるためこの溝は区画溝

である可能性 が高い。城下町絵図をみると東町は東西に長い短冊形の町割 となっているため、仮 にこの溝が

区画溝であるとするならば城下町絵図にみ られる町割 とは方向や位置が異なる。第V検 出面は出土遺物から

16c末 ～17c前 半であると考えられるが、松本城下町は天正13年(1582)年 に小笠原貞慶が大普請 を行 ない

親町3町 もこの際に町割されたといわれているため、第V検 出面は松本城下町成立以前の区割 りである可能

性が考えられる。

続 く第III検出面では東西方向の間知石列が調査区北部で検出されてお り、調査区南部には同じく東西方向

に段差が生 じていた。この段差は恐 らく整地の際に生 じたものであると思われるため、この段差付近 に屋敷

境が存在 していた可能性が考えられる。第II検 出面の段階になると屋敷境を示す問知石列はより明確 に把握

することができ、調査区北部 ・南部 に計3本 の間知石列が確認できた。この結果、調査 区は3軒の屋敷 にま

たがっていることが分かる。第II検 出面は18c中 葉～後葉 と考えられるが、 この頃の絵図には屋号や業種

が記載されていない。調査の中では南部に鍛冶炉がみられ、中央部でも鞘の羽口が数点出土 しているので中

央部南部共に鍛冶屋 となっていた可能性 も考えられるであろう。

このように第II・III検出面の段階では城下町絵図にみられる東西に長い短冊形の町割 に沿った方向で屋敷

境が設けられている。 そのため、第V検 出面段階(16c末 ～17c前)で は南北方向に区分されていた町割が

第III検出面段階(17c中 ～18c前)で は東西方向に変遷 していることがわかる。 このような変遷 は松本城下

町の変遷に伴 うものであり、城下町の成立や文化を考察する上で貴重な資料 とな り得るであろうと思われる。
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写:真図版



1検 全景

上が西

/

II検全景南部

上が西

II検全景北部

上が西
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血検全景

上が北

III検土2

糀 竈 と思 われ る

V検 全景
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II検 土1 乗燭 II検土1

II検南西部 出土状況 II検:土18 蓋 内側 にベンガラが付着 している

II検:P25 木材出土状況 II検P32 柱材が残っている

II検集 石2 II黍i灸石 　U3
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II検'関 知 石 列1・2 中央部 II検 関知石列3

II検検出面 灯明受け皿 III検土7

III検土24 皿検土27 桶出土状況

皿検土53 硯 皿検土48 銭貨が重なっている
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III検土62 III木萸土64 内耳鍋

III検P24・25・26・27 III検土5 半割状況 石組が見える

III検土2 半割状況 III検土2 東部円形部土層断面

III検西部 方形部土層断面 III検土2 南か ら
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III検土2 底面に炭の層が見える III検土2 中央が=溝状 になっている

III検:土2 方形部クイ III検:土2 板類

IH検 土2 潭州窯産皿 III検土2ト レン チ2 鉄紬碗

III検:土2 木製品 III検問知 石列

一95一



V検 土5 V検 土13

V検 土20 遺物出土状況 V検 溝1

V検 検出面 内耳鍋 V検 トレンチ 漆椀

作業風景 現説風景
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長野県松本市 松本城下町跡東町 第3次 発掘調査報告書抄録
ながのけんまっもとし まつもとじょうかまちあとひがしまち だい3じ はっくつちょうさほうこくしょ

長野県松本市 松本城下町跡東町 第3次 発掘調査報告書

松本市文化財調査報告

No.185

竹内 靖長、櫻井 了、小山貴広

松本市教育委員会

〒390-0874長 野 県松本市大手3-8-13(5F)TELO263-34-3000(代)

(記録 ・資料保管:松 本市考古博物館 〒390-0823松 本 市大字 中 山3738-1TELO263-86-4710)

2006(平 成18)年3,月24日(平 成17年 度)

まつもとじょうかまちあと

松本城下町跡
ひがしまち

東町

ながのけんまつもとし

長野県松本市
じょうとうちょうめ ばん

城東2丁 目3番

2020 157

36ｰ

14/

24"

137ｰ

58/

31"

2004.05.17

2004.11.16

1-V検

計570㎡

東部地区コミュ
ニティ防災広場
整備事業

松本城下町跡
東町

屋敷跡(町屋)
戦国
江戸

土坑
ピット

溝i

溝状遺構

集石

石列

間知石列

118

141

2

3

3

5

4

土器・陶磁器、土製品、
木製品、石製品、
骨角器、金属器、自然
遺物

松本城下町跡
東町の3度 目の
調査である。第
皿検出面では糀
釜 と思われる石
組みが出土した。
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